
SBSタワー〒 158-8633
東京都世田谷区用賀 4丁目 10番 1号

Sun Ray™ Enterprise Server Software 1.1
管理マニュアル

Part No.: 806-1119-11
Revision A, 2000年 4月

サン・マイクロシステムズ株式会社



本製品およびそれに関連する文書は著作権法により保護されており、その使用、複製、頒布および逆コンパイルを制限するライセンス
のもとにおいて頒布されます。サン・マイクロシステムズ株式会社の書面による事前の許可なく、本製品および関連する文書のいかな
る部分も、いかなる方法によっても複製することが禁じられます。
本製品の一部は、カリフォルニア大学からライセンスされている Berkeley BSDシステムに基づいていることがあります。UNIXは、
X/Open Company Limitedが独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標です。本製品のフォント技術を含む
第三者のソフトウェアは、著作権法により保護されており、提供者からライセンスを受けているものです。
RESTRICTED RIGHTS: Use, duplication, or disclosure by the U.S. Government is subject to restrictions of FAR 52.227-14(g)(2)(6/87) and
FAR 52.227-19(6/87), or DFAR 252.227-7015(b)(6/95) and DFAR 227.7202-3(a).
本製品は、株式会社モリサワからライセンス供与されたリュウミン L-KL (Ryumin-Light)および中ゴシック BBB (GothicBBB-Medium)
のフォント・データを含んでいます。
本製品に含まれるHG明朝 LとHGゴシック Bは、株式会社リコーがリョービイマジクス株式会社からライセンス供与されたタイプ
フェースマスタをもとに作成されたものです。平成明朝体W3は、株式会社リコーが財団法人日本規格協会文字フォント開発・普及
センターからライセンス供与されたタイプフェースマスタをもとに作成されたものです。また、HG明朝 LとHGゴシック Bの補助漢
字部分は、平成明朝体W3の補助漢字を使用しています。なお、フォントとして無断複製することは禁止されています。
Sun、Sun Microsystems、Solarisのロゴ、Sun Ray、Sun WebServer、ShowMe TV、SunCamera、JDK、docs.sun.com は、米国およ
びその他の国における米国 Sun Microsystems, Inc. (以下、米国 Sun Microsystems社とします)の商標もしくは登録商標です。
サンのロゴマークおよび Solarisは、米国 Sun Microsystems社の登録商標です。
すべての SPARC商標は、米国 SPARC International, Inc.のライセンスを受けて使用している同社の米国およびその他の国における商標
または登録商標です。SPARC商標が付いた製品は、米国 Sun Microsystems社が開発したアーキテクチャーに基づくものです。
Javaおよびその他の Javaを含む商標は、米国 Sun Microsystems社の商標であり、同社の Javaブランドの技術を使用した製品を指し
ます。
OPENLOOK、OpenBoot、JLEは、サン・マイクロシステムズ株式会社の登録商標です。
ATOKは、株式会社ジャストシステムの登録商標です。ATOK8は、株式会社ジャストシステムの著作物であり、ATOK8にかかる著作
権その他の権利は、すべて株式会社ジャストシステムに帰属します。ATOK Server/ATOK12は、株式会社ジャストシステムの著作物
であり、ATOK Server/ATOK12にかかる著作権その他の権利は、株式会社ジャストシステムおよび各権利者に帰属します。
Netscape、Navigatorは、米国Netscape Communications Corporationの商標です。Netscape Communicatorについては、以下をご覧
ください。Copyright 1995 Netscape Communications Corporation. All rights reserved.
本書で参照されている製品やサービスに関しては、該当する会社または組織に直接お問い合わせください。
OPEN LOOKおよび Sun Graphical User Interfaceは、米国 Sun Microsystems社が自社のユーザーおよびライセンス実施権者向けに開
発しました。米国 Sun Microsystems社は、コンピュータ産業用のビジュアルまたはグラフィカル・ユーザーインタフェースの概念の
研究開発における米国Xerox社の先駆者としての成果を認めるものです。米国 Sun Microsystems社は米国Xerox社からXerox
Graphical User Interfaceの非独占的ライセンスを取得しており、このライセンスは米国 Sun Microsystems社のライセンス実施権者に
も適用されます。
本書には、技術的な誤りまたは誤植のある可能性があります。また、本書に記載された情報には、定期的に変更が行われ、かかる変更
は本書の最新版に反映されます。さらに、米国サンまたは日本サンは、本書に記載された製品またはプログラムを、予告なく改良また
は変更することがあります。

本製品が、外国為替および外国貿易管理法 (外為法)に定められる戦略物資等 (貨物または役務)に該当する場合、本製品を輸出または
日本国外へ持ち出す際には、サン・マイクロシステムズ株式会社の事前の書面による承諾を得ることのほか、外為法および関連法規に
基づく輸出手続き、また場合によっては、米国商務省または米国所轄官庁の許可を得ることが必要です。

© 2000 by Sun Microsystems, Inc. 901 SAN ANTONIO ROAD, PALO ALTO CA 94303-4900. All rights reserved.

原典 : Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 Administrator’s Guide
Part No: 805-7915-11
Revision A

Please
Recycle



目次　 iii

目次

はじめに xv

1. Sun Rayシステムの概要 1

Sun Ray最新情報へのアクセス 1

バージョン 1.1での変更点 1

変更点 2

バージョン 1.1に含まれるパッチ 2

インストールおよびアップグレード両用のスクリプト 3

新しい管理アプリケーション 3

バージョン 1.1での新機能 3

フェイルオーバー機能 3

スマートカードのサポートの充実 4

Sun Enterprise 10000サーバーのサポート 4

Sun Rayシステム 4

Sun Rayハードウェア 6

Sun Rayサーバー 6

Sun Ray 1 enterprise appliance 6

ファームウェアモジュール 7

正面パネル 7

背面パネル 9



iv Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

ビデオの機能 10

オーディオ機能 10

電源再投入時の要件 14

Sun Rayインターコネクトファブリック 14

ワークグループ (小規模組織)のシナリオ 15

部門 (中・大規模組織)のシナリオ 17

Sun Ray enterprise applianceの他のデバイスとの接続 19

Sun Rayサーバーソフトウェア 19

認証マネージャ 22

可動性 — Hot Desk機能 25

セッションマネージャ 25

セッションとサービス 26

セッションでの変更 26

セッションマネージャのポート 27

Sun Rayサーバーのポートの設定 27

仮想デバイスドライバ 28

8ビットの状態の判断 29

OpenGLについて 29

2. Sun Rayソフトウェアおよびハードウェアの必要事項 31

ソフトウェアの必要事項 31

Solarisオペレーティング環境 32

その他のソフトウェア 32

Webサーバーの条件 32

Webブラウザの条件 32

LDAPサーバーの条件 33

必要なパッチ 33

ハードウェアの必要事項 33

最小ハードウェア条件 34



目次　 v

ハードウェア条件の算出 34

サーバーの必要事項 35

ハードウェアシステム 35

ディスク容量 35

メモリー 37

Ethernetカード 38

インターコネクトファブリックの構成要素の必要事項 39

ネットワークに関する注意事項 39

スイッチの仕様 40

ハブの仕様 41

ケーブルの仕様 41

Sun Ray 1 enterprise applianceの構成要素の仕様 41

モニターの仕様 42

キーボードとマウスの仕様 43

スマートカードの仕様 43

その他の装置の仕様 43

3. ソフトウェアの構成 45

LDAPデータストアエントリの制限事項 45

LDAPエントリの計算 46

主要な構成パラメタの収集 46

構成ワークシート 47

スクリプトによる構成 50

▼ 構成スクリプトを実行する 50

インストールと構成のテスト 53

▼ 管理アプリケーションのコマンド行インタフェースのテスト方法 53

▼ 管理アプリケーションの Webベースインタフェースのテスト方法 53

4. SSL認証の構成 55



vi Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

SSL (Secure Socket Layer)認証 55

ローカルのルート認証局 56

識別名 56

必要な情報 57

SSLの構成 58

▼ プライマリ Sun Rayサーバーの SSLを構成する 58

▼ フェイルオーバーサーバーの証明書を構成する 61

SSL構成に関する障害追跡 61

▼ すべての SSL情報を削除する 62

5. 初期設定 63

デフォルトのシステム構成について 63

Sun Rayインターコネクトファブリックの構成 64

Sun Enterprise 10000の管理での注意事項 65

▼ インターコネクトを構成する 65

システムパラメタの設定 68

▼ システムパラメタを設定する 68

6. Sun Rayシステムの管理 71

Sun Rayインターコネクトファブリックのインタフェース 71

▼ インタフェースを追加する 72

▼ インタフェースを削除する 73

▼ すべてのインタフェースを削除する 73

▼ Sun Rayインターコネクト設定を表示する 73

PROMのバージョン管理 74

使用例 75

▼ utloadコマンドを使用不可にする 76

▼ utloadコマンドを使用可能にする 76



目次　 vii

認証ポリシーの選択 77

認証ポリシーの有効化 78

▼ 認証ポリシーを有効にする 79

▼ トークンリーダーを設定する 80

utpolicyの考慮事項 80

ポリシーの変更と utpolicyコマンド 80

古いポリシーの消去 82

ユーザー管理 82

プリンタ管理 82

デスクトップ属性の定義 83

Sun Ray 1設定 GUIの使用 83

Sun Ray 1設定 GUIの設定 85

▼ Sun以外のキーボードのホットキー設定をサイト全体で変更する 87

▼ Sun以外のキーボードのホットキー設定をユーザー単位で変更する 87

セッションマネージャ 88

▼ セッションマネージャを再起動する 88

システムの監視 89

▼ 実行中のすべての Xサーバーを一覧表示する 89

▼ 暴走しているプロセスを見つける 89

▼ Open Windows™パフォーマンスメーターを起動してサーバーの統計情報を表示
する 91

▼ ネットワークパケットを調べる 91

▼ ネットワークの状態を調べる 91

▼ DHCP情報にアクセスする 92

7. 管理アプリケーション 93

管理アプリケーションの概要 93

Sun Ray 1 appliance 93



viii Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

Sun Rayユーザー 94

管理データ 95

トークンリーダー 95

管理アプリケーションの使用 97

Webベースのインタフェース (ログイン) 97

▼ Webベースインタフェースにログインする 97

コマンド行インタフェース 101

▼ コマンド行インタフェースを使用する 102

8. Sun Ray 1 applianceの管理 103

主管理ページ 104

管理者のパスワードの変更 106

▼ 管理者のパスワードを変更する 106

システムの状態の表示 107

▼ システムの状態を表示する 107

すべてのデスクトップの一覧表示 110

▼ Webベースインタフェースからすべてのデスクトップを一覧表示する 110

▼ コマンド行インタフェースからすべてのデスクトップを表示する 111

デスクトップの検索 112

▼ Webベースインタフェースからデスクトップを検索する 112

▼ コマンド行インタフェースからデスクトップを検索する 113

現在接続されているデスクトップの一覧表示 114

▼ Webベースインタフェースから現在接続されているデスクトップを一覧表示す
る 114

▼ コマンド行インタフェースから現在接続されているデスクトップを表示す
る 115

ダンプ形式でデスクトップを一覧表示 116

▼ ダンプ形式のコマンド行インタフェースでデスクトップを表示する 116

デスクトップの現在の属性の表示 117



目次　 ix

▼ Webベースインタフェースからデスクトップの現在の属性を表示する 117

▼ コマンド行インタフェースからデスクトップの現在の属性を表示する 119

デスクトップの属性の編集 119

▼ Webベースインタフェースからデスクトップの属性を編集する 119

▼ コマンド行インタフェースからデスクトップの属性を編集する 121

複数のデスクトップの属性の編集 121

▼ コマンド行インタフェースから複数のデスクトップの属性を編集する 122

フェイルオーバーグループの状態の表示 123

▼ 「フェイルオーバーグループの状態」を表示する 125

「フェイルオーバーグループの状態」の情報について 125

構成例 127

ログファイルの検査 129

メッセージログの表示 131

▼ メッセージログを表示する 131

認証ログの表示 132

▼ 認証ログを表示する 132

管理ログの表示 132

▼ 管理ログを表示する 132

保存されたログの表示 134

▼ 保存されたログを表示する 134

Sun Rayサービスのリセットと再起動 135

▼ Sun Rayサービスをリセットする 135

▼ Sun Rayサービスを再起動する 136

トークンリーダーの配置 136

▼ トークンリーダーを配置する 136

Sun Directory Servicesの再起動 137

▼ Sun Directory Servicesを再起動する 137

ポリシーの変更 138



x Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

Solaris認証の考慮事項 138

ローカルまたはグループポリシーの変更 139

▼ ローカルまたはグループポリシーを変更する 139

オンラインマニュアルの使用 140

▼ オンラインマニュアルを表示する 140

スマートカードの使用と Solarisの
ロックスクリーン 141

CDEを使用しているユーザー 141

OpenWindowsを使用しているユーザー 141

システムのデフォルトとしての設定 142

Sun Ray 1スマートカードの購入 142

9. Sun Rayユーザーの管理 143

ユーザーフィールド 144

ユーザーの追加と削除 145

ユーザーの追加 145

▼ Webベースインタフェースからユーザーを追加する 145

▼ コマンド行インタフェースからユーザーを追加する 147

複数ユーザーの追加 148

▼ コマンド行インタフェースから複数のユーザーを追加する 148

ユーザーの削除 150

▼ Webベースのインタフェースからユーザーを削除する 150

▼ コマンド行インタフェースからユーザーを削除する 152

複数ユーザーの削除 152

▼ コマンド行インタフェースから複数のユーザーを削除する 153

ユーザーの検索 154

すべてのユーザーを ID順に表示 154

▼ Webベースのインタフェースからすべてのユーザーを ID順に表示す
る 154



目次　 xi

▼ コマンド行インタフェースから IDによりすべてのユーザーを表示す
る 155

すべてのユーザーを名前順に表示 155

▼ Webベースのインタフェースからすべてのユーザーを名前で表示す
る 156

デスクトップ (ユーザー)の検索 156

▼ Webベースのインタフェースからデスクトップ (ユーザー)を検索す
る 156

▼ コマンド行インタフェースからユーザーを検索する 158

現在のユーザーの一覧表示 159

▼ Webベースのインタフェースから現在ログインしているユーザーを表示す
る 159

▼ コマンド行インタフェースから現在ログインしているユーザーを表示す
る 160

ダンプ形式でユーザーを表示 161

▼ コマンド行インタフェースからダンプ形式でユーザー一覧を出力す
る 162

ユーザーの属性 162

属性の表示 163

▼ Webベースのインタフェースからユーザーの現在の属性を表示する 163

▼ コマンド行インタフェースからユーザーの現在の属性を表示する 167

ユーザーの属性の編集 167

▼ Webベースのインタフェースからユーザーの属性を編集する 167

▼ コマンド行インタフェースからシングルユーザーの属性を編集する 169

複数ユーザーの属性の編集 169

▼ コマンド行インタフェースから複数ユーザーの属性を編集する 170

トークンの管理 171

トークンをユーザーに追加 171

▼ Webベースのインタフェースからトークンをユーザーに追加する 171

▼ コマンド行インタフェースからトークンをユーザーに追加する 172



xii Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

ユーザーからトークンを削除 173

▼ Webベースのインタフェースからユーザーのトークンを削除する 173

▼ コマンド行インタフェースからユーザーのトークンを削除する 173

ユーザーのトークンを有効または無効に変更 174

▼ Webベースのインタフェースからユーザーのトークンを有効または無効に
する 174

▼ コマンド行インタフェースからユーザーのトークンを有効または無効にす
る 174

トークンリーダーからトークン IDを取得 175

▼ Webベースのインタフェースからトークンリーダーのトークン IDを取得
する 175

▼ コマンド行インタフェースからトークンリーダーのトークン IDを取得す
る 176

供給元の異なるスマートカードの管理 176

▼ 設定されたスマートカードを表示する 176

▼ コマンド行インタフェースから設定されたスマートカードを表示す
る 178

▼ 特定のスマートカードの属性を表示する 178

▼ コマンド行インタフェースからスマートカードの属性を表示する 179

スマートカードの検索順 180

▼ スマートカードの検索順を表示する 180

スマートカードの検索順序の変更 181

スマートカードの検索順序を変更する 181

▼ コマンド行インタフェースからスマートカードの検索順序を変更す
る 182

スマートカードの追加 183

▼ スマートカードを追加する 183

▼ コマンド行インタフェースからスマートカードを追加する 184

スマートカードの削除 185

▼ スマートカードを削除する 185



目次　 xiii

▼ コマンド行インタフェースからスマートカードを削除する 186

スマートカードベンダーの構成ファイル 186

▼ 構成ファイルをディレクトリにロードする 186

▼ データベースに構成ファイルをロードまたは追加する 187

▼ 構成ファイルの追加を確認する 188

OpenWindowsの考慮事項 188

▼ OpenWindowsの属性を変更する 189

10. Sun Rayソフトウェアの削除 191

スクリプトによるソフトウェアのアンインストール 191

▼ Sun Rayサーバーソフトウェアを構成解除する 192

▼ Sun Rayソフトウェアをアンインストールする 195

手動によるソフトウェアのインストール解除 198

▼ Sun Rayサーバーソフトウェアを削除する 198

SunDS 3.1と Sun WebServer 2.1 199

A. 障害追跡 201

appliance関連の質問 201

▼ Sun Ray 1 applianceの電源を再投入する 209

ユーザー関連の質問 209

▼ タイムアウト値を変更する 213

サーバー関連の質問 215

B. 緑とかげカーソル 219

本当に問題が存在するか? 219

ハードウェア障害はないか ? 220

dtloginコマンドは古くないか ? 221

dtloginセッションはハングしていないか ? 222

▼ dtloginセッションを特定・構成解除する 222



xiv Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

構成ファイルは壊れていないか ? 224

▼ 構成ファイルの完全性を確認する 225

▼ Xserversおよび Xconfigファイルを上書きする 226

C. セキュリティー 229

物理的なアクセス 230

スーパーユーザーのアクセス 230

Sun Rayユーザー 231

インターコネクト上の Sun Ray以外のクライアント 231

スイッチ 232

D. Webベースの管理アプリケーション 233

E. 言語選択のヒント 235

システム管理者用の言語選択 235

Sun Ray管理アプリケーションの Webベースのインタフェース 235

自己登録 GUI 236

自己登録 GUIの入力について 237

ユーザー用の言語選択 237

英語以外のロケールでの Solarisの admintool (1m)の使用 238

変換キーとハングルキー 238

F. 認証マネージャのエラー 239

メッセージ形式 239

エラーメッセージ 241

用語集 251



xv

はじめに

『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュアル』では、Sun Ray 1
enterprise appliance のシステム設定手順、管理手順、監視手順について説明します。
これらの手順は、ネットワークに関する知識と経験のあるシステム管理者を対象にし
ています。

このマニュアルをご使用になる前に
『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 インストールマニュアル』と『 Sun Ray
Enterprise Server Software 1.1ご使用にあたって』をお読みください。

このマニュアルは、すでに Sun Ray Enterprise Server Software 1.0 の CD-ROMから
ご使用のサーバーに、Sun Rayサーバーソフトウェアをインストールし、かつ必要な
パッチを適用している状況を前提にして記述してあります。

このマニュアルの構成
第 1章では、Sun Ray 1ハードウェアと、Sun Ray ソフトウェアの機能について説明
します。

第 2章では、Sun Ray システムのハードウェアおよびソフトウェアに関する必要事項
を説明します。また、Sun Ray 1 ハードウェアと互換性のあるハードウェアの仕様に
ついても説明します。
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第 3章では、Sun Ray サーバーソフトウェアとサポートソフトウェアの構成方法につ
いて説明します。

第 4章では、より高いセキュリティーのための SSL (Secure Socket Layer)設定方法に
ついて説明します。

第 5章では、デフォルトの Sun Ray システムの構成方法について説明します。

第 6章では、オプションを使用して Sun Ray システムの設定を変更する方法について
詳しく説明します。

第 7章では、Sun Ray 管理アプリケーションについて説明します。Sun Ray 管理アプ
リケーションは、Sun Rayユーザーおよび Sun Ray 1 enterprise appliance の管理に使
用します。

第 8章では、Sun Ray 管理アプリケーションを使用して Sun Ray 1 enterprise
appliance を管理する方法について説明します。

第 9章では、Sun Ray 管理アプリケーションを使用して Sun Ray ユーザーを管理する
方法について説明します。

第 10章では、サーバーから Sun Ray サーバーソフトウェアを削除する方法について
説明します。

付録 Aには、障害追跡情報を掲載しています。

付録 Bでは、緑とかげカーソルについて説明します。

付録 Cでは、セキュリティー情報を提供します。

付録 Dには、サン以外のWebサーバーを使用するためのヒントを掲載しています。

付録 Eでは、言語の選択が可能な Sun Ray server softwareの各種コンポーネントにつ
いて説明します。

付録 Fには、認証マネージャのエラーメッセージと各メッセージの内容の一覧表を掲
載しています。
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UNIXコマンド
このマニュアルでは、具体的なソフトウェアコマンドや手順を記述せずに、ソフト
ウェア上の作業だけを示すことがあります。作業の詳細については、オペレーティン
グシステムの説明書、またはハードウェアに付属しているマニュアルを参照してくだ
さい。

関連資料の参照を必要とする作業を以下に示します。

■ システムの停止
■ システムの起動
■ デバイスの設定
■ その他、基本的なソフトウェアの操作

これらの手順については、以下の資料を参照してください。

■ オンライン AnswerBook™ (Solaris ソフトウェア環境について)

■ システムに付属しているソフトウェアマニュアル

またこのマニュアルには、Sun Ray固有のシステムコマンドに関する説明は収録され
ていません。
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書体と記号について
このマニュアルで使用している書体と記号について説明します。

表 P-1 このマニュアルで使用している書体と記号

書体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレ
クトリ名、画面上のコンピュータ
出力、コード例。

.login ファイルを編集します。
ls -aを実行します。
% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面
上のコンピュータ出力と区別して
表します。

マシン名% su

Password:

AaBbCc123
またはゴシック

コマンド行の可変部分。実際の名
前や値と置き換えてください。

rm filename と入力します。
rm ファイル名と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「」 参照する章、節、または、
強調する語を示します。

第 6章「データの管理」を参照。
この操作ができるのは「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキス
トがページ行幅をこえる場合に、
継続を示します。

% grep ‘^#define \

　 XV_VERSION_STRING’
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シェルプロンプトについて
C シェル、Bourneシェル、Kornシェルのデフォルトのシステムプロンプトとスー
パーユーザープロンプトを次の表に示します。

付属するマニュアル
The Sun Ray enterprise server softwareには、印刷版またはオンラインの次のマニュ
アルが付属しています。

表 P-2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

UNIX の Cシェル マシン名%

UNIX の Bourneシェルと Kornシェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #

表 P-3 Sun Ray enterprise server 1.1に付属するマニュアル

タイトル Part No. 提供媒体

Sun Ray Enterprise Server Software 1.1

ご使用にあたって
806-1129-11 印刷版、製品に同梱

Sun Ray Enterprise Server Software 1.1

インストールマニュアル
806-1124-11 印刷版、製品に同梱

/cdrom/cdrom0/docs/locale ディレクトリ

Sun Ray Enterprise Server Software 1.1

管理マニュアル
806-1119-11 CD-ROMに収録 (このマニュアル)

/cdrom/cdrom0/docs/locale ディレクトリ

Sun Ray Enterprise Server Software 1.1

管理マニュアル (上級編)

806-4219-10 CD-ROMに収録
/cdrom/cdrom0/docs/locale ディレクトリ
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関連マニュアル

表 P-4 関連するマニュアル

タイトル パーツ番号 提供媒体

Sun Ray 1 クイックリファレンス 806-0551-1x 印刷版、Sun Ray 1 Appliance 製品に同梱

Sun Ray 1 Safety and Compliance Guide 805-7870-1x 印刷版、Sun Ray 1 Appliance 製品に同梱

Sun Ray Enterprise Server Software 1.1

管理マニュアル (上級編)

806-4219-10 CD-ROMに収録
/cdrom/cdrom0/docs/locale ディレクトリ
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第1章

Sun Rayシステムの概要

この章では、以下のコンポーネントとその動作について説明します。

■ 1ページの「Sun Ray最新情報へのアクセス」

■ 1ページの「バージョン 1.1での変更点」

■ 4ページの「Sun Rayシステム」

■ 6ページの「Sun Rayハードウェア」

■ 19ページの「Sun Rayサーバーソフトウェア」

Sun Ray最新情報へのアクセス
Sun RayのWebサイトの URL が変更になりました。新しいアドレスを以下に示しま
す。すべての文字を小文字で入力してください。

http://www.sun.com/sunray1/

バージョン 1.1での変更点
Sun Ray enterprise server software 1.1の変更点と新機能について説明します。
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変更点

継続的なテストとユーザーからのフィードバックにより、前リリースのソフトウェア
で発見されたバグが修正されています。インストールおよびアップグレードスクリプ
ト (utinstall) が修正され、管理アプリケーションの機能が強化されています。

バージョン 1.1 に含まれるパッチ

Sun Rayサーバーソフトウェアのバージョン 1.1 では、以下のパッチが含まれていま
す。

表 1-1 Sun Ray enterprise server software 1.1に含まれるパッチ

ソフトウェア パッチと格納場所

Solaris 2.6オペレー
ティング環境

105181-17

105490-07

105703-19

107272-02

106269-01

105210-25

105568-15

106040-13

107381-01

107966-01

105284-31

105633-32

106123-04

108396-01

105390-02

105669-10

106409-01

106117-10

/cdrom/cdrom0/Patches/Solaris_2.6

Solaris 7オペレー
ティング環境

106980-07

107248-02

106541-09

107968-01

107078-18

107250-02

107544-03

107081-10

107636-03

107-636-03

107180-15

108374-01

107893-05

/cdrom/cdrom0/Patches/Solaris_7

LDAPクライアント 106497-01

/cdrom/cdrom0/LDAP_client/Solaris_2.6/Patches

SunDS 3.1 106621-05

/cdrom/cdrom0/Sun_Directory_Services_3.1/Solaris_2.6+/Patches

Sun WebServer™

2.1

107609-03

/cdrom/cdrom0/Sun_WebServer_2.1/Solaris_2.6+/Patches
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上記のパッチ以外にも、CD-ROMにさらに新しいパッチまたは追加パッチが含まれる
可能性があります。最新のパッチ情報については、『Sun Ray Enterprise Server
Software 1.1 ご使用にあたって』を参照してください。パッチ情報は、以下の URLで
も参照できます。

http://www.sun.com/products/sunray1/patches.html

インストールおよびアップグレード両用のスクリプト

utinstall スクリプトが改良され、Sun Ray enterprise server software 1.1のインス
トールおよびアップグレードの手順が簡単に進められるようになりました。また、バ
グの修正によって、スクリプトの実行状態について、より詳しい情報が得ることがで
きます。utinstallスクリプトは、問題が発生した場合にその報告をし、特定の操
作が必要な場合は、その通知をします。

新しい管理アプリケーション

Sun Rayサーバーソフトウェアのバージョン 1.0 では、基本的なグラフィカルユー
ザーインタフェースが提供されていました。バージョン 1.1 では、Sun Ray サーバー
を管理するデフォルトの手段として、より使いやすい、機能を強化した GUIを提供し
ています。コマンド行による Sun Rayサーバーとの対話も可能です。93ページの「管
理アプリケーションの概要」を参照してください。

バージョン 1.1 での新機能

Sun Rayサーバーソフトウェアに新しい機能が追加されており、それらの機能を利用
してサーバーをカスタマイズすることによって、より高度な使い方をすることができ
ます。これらの機能とインストールに関する詳細については、『Sun Ray Enterprise
Server 1.1 管理マニュアル (上級編)』を参照してください。

フェイルオーバー機能

このリリースでは、フェイルオーバーオプションが追加されました。複数の Sun Ray
サーバーが相互にバックアップして、Sun Rayサーバーの 1つに障害が発生したとき
に、予備の Sun Rayサーバーを使用できるようにします。推奨するアーキテクチャー
および構成情報を含む、フェイルオーバー機能に関する詳細については、『Sun Ray
Enterprise Server 1.1管理マニュアル (上級編)』を参照してください。
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スマートカードのサポートの充実

Sun Ray enterprise server softwareバージョン 1.1では、さらに多くの標準スマート
カードの形式を認識するように Sun Rayサーバーを設定することができます。これに
よって、いろいろなスマートカードベンダーの様々なカードセキュリティープロトコ
ルに対応できます。176 ページの「供給元の異なるスマートカードの管理」を参照し
てください。

Sun Enterprise 10000 サーバーのサポート

Sun Rayサーバーソフトウェアでは、 Sun Enterprise™ 10000 サーバーがサポートさ
れるようになりました。

Sun Rayシステム
Sun Rayシステムは、Sun Ray enterprise server software が動作する、Solaris オペ
レーティング環境が稼働するサンのサーバー、クライアントとなる Sun Ray 1
enterprise appliance、サーバーと enterprise appliance を接続するインターコネクト
ファブリック (ネットワーク) で構成されます。インターコネクトファブリックについ
ては図 1-1を参照してください。このソフトウェアは、 Solaris 2.6または Solaris 7オ
ペレーティング環境が稼動しているサーバーにインストールしてください。

一般ユーザーは、Sun Rayサーバーソフトウェアを介して、すべての Solaris アプリ
ケーション、X Window アプリケーション、および既存のメインフレームアプリケー
ション (現在はサードパーティーのエミュレーションにより対応) にアクセスできま
す。また、Citrix の MetaFrameなどのサードパーティーのアプリケーションをインス
トールすれば、Microsoft Windows NT アプリケーションへのアクセスにも対応しま
す。

注 – Sun Ray サーバーソフトウェアはサーバーベースの技術なので、使用するアプ
リケーションの種類とそのアクセス方式に依存して、サーバーに接続可能な
enterprise appliance の数は変わります。
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図 1-1 Sun Ray システムの例

解説

1. ローカルエリアネットワーク (LAN) ―イントラネットまたはインターネットへの
既存の接続

2. Sun Rayサーバー―アプリケーションを実行するサーバー

3. インターコネクトファブリック― Sun Ray 1 appliance 専用のプライベートネット
ワーク (LAN には属さない)

4. Ethernetスイッチ

5. Sun Ray 1 appliance

Sun Rayシステムの管理者は上記の図 1-1 のようなシステムに対して、Sun Ray サー
バーソフトウェアおよびインターコネクトファブリック (Sun Ray ネットワーク)の設
定、変更、管理を担当することになります。

USBポートで appliance に接続したキーボード、マウスなどの周辺機器は、ホットプ
ラグ機能により接続時に自動的に認識されます。これらの周辺機器は、Sun Rayサー
バーが管理します。

5

1
2

4

3
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Sun Rayハードウェア
この節では、Sun Rayシステム固有のハードウェアコンポーネントについて説明しま
す。

■ サーバー

■ appliance

■ インターコネクトファブリック

この節では、Sun Rayのネットワーク構成については説明しません。

Sun Ray サーバー

appliance のサポートには Sun Ray サーバーソフトウェアを使用します。このソフト
ウェアは Solaris 2.6 または Solaris 7 オペレーティング環境の稼働しているサーバー
上での動作を前提に設計されています。詳細は、19ページの「Sun Rayサーバーソフ
トウェア」を参照してください。

Sun Ray 1 enterprise appliance

Sun Ray 1 appliance はワークステーションまたはマルチメディア PCのすべての機能
を実行可能なシンクライアントです。この appliance の主な特徴は以下のとおりで
す。

■ 最大で 85 Hz、1280× 1024 (最小で 60 Hz、640× 480)の解像度をサポートする、
24ビットの 2D 高速グラフィックス

■ マルチチャネルオーディオ入出力機能

■ コンポジットビデオ入力

■ スマートカードリーダー

■ ホットプラグをサポートする周辺機器用 USB ポート

各 appliance には、モニター、キーボード、およびマウスが必要です。
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基本的に appliance は、Sun Ray ネットワークのクライアント側でフレームバッ
ファーとして動作します。アプリケーションはサーバー上で実行され、その出力は仮
想フレームバッファーにレンダリングされます。レンダリングされた出力は、Sun
Ray サーバーソフトウェアによってフォーマットされてから、適切な applianceに送
信され、そこで解釈および表示が行われます。

Sun Ray 1 appliance は、Ethernet MACアドレス以外はすべて同一です。appliance
が故障した場合でも、別の appliance に交換するだけで対処できます。Sun Ray 1
appliance の IPアドレスは、自動的に割り当てられます。IPアドレスの割り当ては、
DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) によって管理されます。

ファームウェアモジュール

Sun Ray 1 appliance には、サーバーから更新できる小規模なファームウェアモジュー
ルが組み込まれています。このモジュールは、POST (Power On Self Test) によりハー
ドウェアを検査し、appliance を起動します。また、Sun Ray 1 applianceはサーバー
に問い合わせてユーザーの認証を行い、低レベルの入力 (キーボード、マウス、ディ
スプレイ情報)および出力を処理します。appliance で問題が発生した場合には、この
モジュールは OSD (On-Screen Display)アイコンを画面に表示します。詳細は、付録
Aを参照してください。

正面パネル

スマートカードリーダースロットの下にある 2つのコネクタは、ヘッドフォン出力と
マイクロフォン入力です (図 1-2)。ヘッドフォンコネクタは、低インピーダンスのステ
レオヘッドフォンで動作するように設計されています。ヘッドフォンとスピーカの音
量を調節するには、Sun キーボードまたは「Sun Ray 1設定 (以下「設定」と略記)」
画面を使用します。マイクロフォン入力では、外部電源方式と電源内蔵方式の両タイ
プのマイクロフォンをサポートしています。音量レベルとマイクロフォン入力は「設
定」画面から調節できます。
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図 1-2 Sun Ray 1 enterprise applianceのフロントパネルの特徴

解説

1. 電源― appliance に電源が投入されると LEDが点灯します。

2. スピーカ―ステレオオーディオ信号をモノラル信号に変換して再生します。

3. スマートカードリーダー LED―スマートカードが挿入されると点灯します。

4. スマートカードリーダー―有効なスマートカードのみを受け付けます。

5. ヘッドフォン出力― 低インピーダンスのステレオヘッドフォン用に設計されてい
ます。

6. マイクロフォン入力―マイクロフォンの音量はソフトウェアから調節できます。

1

2

3

4

5
6
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背面パネル

appliance の前面付近の内蔵スピーカに加えて、appliance背面のライン出力コネクタ
にもスピーカを接続することができます (図 1-3 を参照)。

図 1-3 Sun Ray 1 enterprise applianceの背面パネルの特徴

解説

1. 電源―電源コードをこのソケットに接続します。

2. ネットワークコネクタ― 100Base-T Ethernet ケーブルソケット (RJ-45)。

3. USBポート 1と 2 ―周辺機器との接続に使用する標準 USB ポート。

4. USBポート 3と 4―周辺機器との接続に使用する標準 USB ポート。

5. ビデオ―標準 (15ピン VGA) モニター用の出力。

6. ビデオ入力―コンポジットビデオ信号を供給するデバイス用の入力。

1

2

3

4

5

6

7
8
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7. ステレオオーディオ信号のライン出力 3.5 mm (1/8インチ)ステレオミニプラグ―
オーディオデバイスへの出力

8. ステレオオーディオ信号のライン入力 3.5 mm (1/8インチ)ステレオミニプラグ―
オーディオデバイスからの入力

注 – USBキーボードとマウスは、Sun Ray 1 applianceの任意の USBポートに接続す
ることができます。

ビデオの機能

コンポジットビデオ入力コネクタは、標準的な VTR、カムコーダ、ビデオディスクプ
レーヤー、ビデオカメラから供給されるビデオ信号に対応しています。ステレオオー
ディオは、ラインイン端子経由で供給されます。Sun Ray 1 appliance では、以下の映
像方式に対応しています。

■ NTSC M

■ PAL B/G/I

デバイスの接続

Sun Ray 1 appliance では、SunCamera™ IIビデオカメラをコンポジットビデオ入力
コネクタに接続して使用できます (図 1-3を参照)。また、コンポジットビデオコネクタ
には、標準的な VTR やビデオカメラを接続することもできます。Sun Ray 1
appliance では、入力したコンポジットビデオストリームの操作および編集には対応
していません。データをアプリケーションに読み込む方法については、お手持ちのア
プリケーション (ビデオ会議用、編集用アプリケーションなど) に付属のマニュアルを
参照してください。

デバイスを接続する際には、必ずそのデバイスに付属のマニュアルを十分に参照して
ください。

オーディオ機能

Sun Ray 1 appliance では、他のオーディオ機器を接続して、録音および再生を行うこ
とができます。音量は、キーボード、ウィンドウマネージャ、「設定」画面から調節
します。83ページの「Sun Ray 1設定 GUIの使用」を参照してください。
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Sun Ray 1 appliance では、ヘッドフォン、マイクロフォン、およびライン入力を自動
的に検知し、「設定」画面に表示します。また、Sun Rayサーバーソフトウェアで
は、48 kHz の再生・録音と8 kHz～ 48 kHz の任意のサンプリング周波数を使用でき
ます。

音量の調節

Sun キーボードのオーディオキー (図 1-4) を使用して、スピーカおよびヘッドフォン
の音量を調節できます。この音量の変更は「設定」画面の表示にも反映されます。た
とえば、オーディオ音量を大きくするキー (図 1-4 の項目 3)を押せば、「設定」画面
のスライダも変更されます。

図 1-4 オーディオキーのアイコン

解説

1. 消音キー

2. 音量を小さくするキー

3. 音量を大きくするキー

4. 電源コントロールキー

1 2 3 4
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消音

オーディオの消音は、キーボードまたは「設定」画面を使用して実行します。
appliance のキーボードにある消音キーを押すと、「設定」画面 (スクリーンの消音
OSD も一時的に点滅します)の表示も変更されます。

オーディオの再生

Sun Rayサーバーソフトウェアでは、メディアプレーヤや X11ベルなど、異なるプロ
トコルに基づく複数のソースを、デスクトップ上で合成して再生します。アプリケー
ションの再生音量は、デスクトップの音量コントロールには影響しません。Sun Ray
サーバーソフトウェアには、複数の音源 (たとえば、複数のアプリケーションからの
音源)を処理できるマスター音量コントローラ (図 1-5)が搭載されています。

図 1-5 Sun Rayサーバーソフトウェア のマスター音量方式

解説

1. ダイレクトアプリケーション音量レベル (たとえば、X11 ベルなど)

2. Solarisの /dev/audio アプリケーション

3. Solarisのオーディオデバイスエミュレータの音量コントロール

4. Sun Rayマスター音量コントローラ

1

1

2
3

4

5
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5. オーディオ出力

Sun Ray 1 appliance のオーディオ出力では、ケースの右側にある内蔵スピーカを使用
して、ステレオオーディオ信号をモノラル信号に変換して再生します。スピーカの位
置については、

ヘッドフォンを使用してオーディオを再生することもできます (図 1-2)。ヘッドフォン
の音量は、「設定」画面または Sun キーボードから調節することができます。キー
ボードのビープ音は、共通デスクトップ環境 (CDE)から制御できます。詳細は、
xsetのマニュアルページを参照してください。

オーディオ録音

録音についての詳細は、録音用のアプリケーションに付属のマニュアルを参照してく
ださい。

デバイスの接続

オーディオのライン入力およびライン出力端子は、appliance の背面にあります。こ
れらのコネクタは、VTR やテープデッキと同様に標準オーディオ出力の録音に使用し
たり、外部電源方式のスピーカやパワーアンプとの接続に使用できます。

注 – オーディオライン出力のレベルは固定されているので、調節できません。オー
ディオライン入力のレベルは、「設定」画面から調節できます。

Sun Ray 1 appliance では、さまざまな外付のオーディオデバイスを使用することが
できます。接続するデバイスについての詳細は、各デバイスに付属のマニュアルを参
照してください。

デバイスのエミュレーション機能

一般ユーザーが Sun Ray 1 appliance にログインする度に、そのセッションに対する
$AUDIODEV 環境変数がスクリプトによって自動的に割り当てられます。各セッショ
ンに対して 1つずつ、 utaudio(1) リアルタイムプロセスが割り当てられます。詳細
は、audio(7i)のマニュアルページを参照してください。
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注 – プログラムが /dev/audioを使用するように設定されている場合は、動的ライ
ブラリ (各セッションの LD_PRELOAD環境変数によって指定)によって、要求は
Sun Ray 1 applianceオーディオデバイスエミュレータにリダイレクトされま
す。ライブラリについての詳細は、付録 A「障害追跡」を参照してください。

エミュレートされたオーディオデバイスは、Hot Desk処理中にユーザーのセッション
を追跡します。デバイス名は、$AUDIODEV環境変数に示され、Sunシステムのオー
ディオプログラム間で透過的に解釈されます。現在のデバイスノードは、
/tmp/SUNWut/dev/utaudio ディレクトリになります。

注意 – /tmp/SUNWut/dev/utaudioディレクトリは削除しないでください。この
ディレクトリを削除すると、(utaudioセッションの) 既存のユーザーが擬似デ
バイスノードを使用できなくなります。このディレクトリツリーは、起動時に
すべて再作成されます。

アプリケーションが /dev/audioを使用している場合は、Sun Ray サーバーソフト
ウェアがオーディオ信号に対して再度適切な経路を指定します。

電源再投入時の要件

管理者または一般ユーザーが電源コードを使用して appliance の電源を再投入する必
要がある場合は、電源コードを抜いて 15秒待ってから再接続してください。

Sun Ray インターコネクトファブリック

Sun Rayインターコネクトファブリックは、専用のプライベートネットワークです。
Sun Ray 1 appliance は、アプリケーション固有のプロトコルを使用して、このネット
ワークを介してサーバーに接続されます。このネットワークは、10/100BASE-T
Ethernet 技術をベースとしており、非管理 (レベル 2)スイッチまたはハブとカテゴリ
5のワイヤ接続を使用しています。

注 – 10BASE-T装置が使用されるカテゴリ 3のワイヤ接続にも対応していますが、性
能は低下します。
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各 Sun Ray 1 appliance は、組み込みの 10/100BASE-Tインタフェースを介してイン
ターコネクトファブリックに接続されます。

この章の以降では、低コストで Sun Rayデスクトップの性能を向上させるシナリオ
(方法) について簡単に説明します。ここで挙げる以外のネットワーク構成を利用する
ことも可能です。

注意 – 他のデバイスを使用して Sun Ray 1 appliance をネットワークに接続すると、
性能が低下します。

現時点では、100 BASE-Tと GigabitEthernet を使用する方法が、コストが最も低く、
かつ作業も簡単です。

ワークグループ (小規模組織) のシナリオ

5～ 50台の Sun Ray 1 appliance で構成される比較的小規模のワークグループの場合
は、Sun Rayサーバーで単一の 100BASE-T カードまたは Quad 100BASE-Tカードを
使用して 8～ 12ポートの共有 100BASE-Tハブに接続します。次に、これらのハブに
Sun Ray 1 appliance を接続します。

たとえば (図 1-6)、 Quad FastEthernet カードまたは 4つの低価格の 100BASE-Tハブ
を備える Sun Enterprise™ 10 (またはこれに同等のモデル)サーバーの場合、24人の
ユーザーをサポートすることができます。Sun Enterprise 10では、1リンクあたり、6
台の Sun Ray 1 applianceのトラフィックを送信できます。この例の多重化率は、6対
1です。

注意 – 上記の例は、英語版 Solarisを使用した環境を前提としています。日本語版
Solarisを使用した場合のシナリオについては、次のWebサイトを参照してく
ださい。
http://www.sun.co.jp/sunray1/
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図 1-6 ワークグループのシナリオ

解説

1. ローカルエリアネットワーク (LAN) ―イントラネットおよびインターネットへの
既存の接続

2. Sun Enterprise 10サーバー (またはそれ以上のモデル)

3. Quadネットワークインタフェースカード (NIC)

4. 100BASE-Tハブ (8～ 12ポート)

4

5
4

5

4

5

4

5

2

3

1
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5. Sun Ray 1 appliance

部門 (中・大規模組織) のシナリオ

複数のグループから構成される部門に、100台以上の Sun Ray 1 appliance で構成され
るシステムを導入する場合は、Sun Rayサーバーソフトウェアは、複数の
GigabitEthernet カードを使用して大規模な 100BASE-T スイッチに接続して使用しま
す。たとえば 100ユーザーから構成される部門にシステムを導入する場合ならば、1
台の Sun Enterprise 450サーバー、2つの GigabitEthernetカード、2つの大規模 (72
ポート)スイッチを組み合わせることにより、100台の Sun Ray 1 applianceにサービ
スを提供できます (図 1-7)。この例では、最大 72台の Sun Ray 1 appliance のトラ
フィックがギガビットのリンクで送信されています。この例では 100BASE-Tのリンク
の終端での速度の比は、8対 1です。

注意 – 上記の例は、英語版 Solarisを使用した環境を前提としています。日本語版
Solarisを使用した場合のシナリオについては、次のWebサイトを参照してく
ださい。
http://www.sun.co.jp/sunray1/
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図 1-7 部門のシナリオ

解説

1. ローカルエリアネットワーク (LAN) ―イントラネットまたはインターネットへの
既存の接続

2. Sun Enterprise 450サーバー (またはそれ以上のモデル)

3. Gigabit Ethernetカード (gem0および gem1) またはこれと同等のカード

4. 72ポートのギガビットアップリンクを持つ 100BASE-Tスイッチ

5. Sun Ray 1 appliance

2

3 3

4

5

4

5

1
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Sun Ray enterprise applianceの他のデバイスとの
接続
Sun Rayインターコネクトファブリックは専用のプライベートネットワークです。各
Sun Ray 1 enterprise applianceは、組み込みのネットワークインタフェースを介して
インターコネクトファブリックに接続されている必要があります。これは、Sun Ray 1
appliance が専用のスイッチに接続されていることを意味します。

注 – Sun Rayのインターコネクトファブリックは、企業 LANではありません。企業
LANと共有したり、企業 LANの代わりとして使用したりしないでください。
Sun Ray enterprise appliance を他のデバイスで接続しないでください。

Sun Rayサーバーソフトウェア
ネットワーク接続の設定、認証プロトコルの選択、ユーザーの管理、デスクトップ属
性の定義、およびシステムの監視などの作業には、Sun Rayサーバーソフトウェアを
使用します。Sun Rayサーバーソフトウェアには以下の機能が含まれます。

■ ユーザー認証とアクセス制御

■ セッション管理

■ デバイス管理

■ システム管理ツール

■ サポート/最適化されているすべてのレンダリング API用の仮想デバイスドライバ

Sun Rayサーバーソフトウェアのプロセスは、複数の段階から構成されています。

1. Sun Rayサーバーソフトウェアは、描画出力をフォーマットし、Sun Ray ネット
ワークを介して適切な appliance に送信します。

2. サーバーからの各通信は、解釈される前に妥当性を検査されます。
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3. 次に、情報が appliance のモニターに表示されます。キー入力やマウスのクリック
など、すべての入力が適切なアプリケーションに送信されます。図 1-8 は、Sun
Ray サーバーソフトウェアの構成要素と配布を示しています。

4. エンドユーザは「設定」画面を使用して、appliance のマウス、モニター解像度、
オーディオ、およびビデオの制御ができます。
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図 1-8 Sun Ray システムでのソフトウェアの配布
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解説

1. LAN

2. バックエンドサーバー

3. データベース

4. Solarisサーバー

5. Sun Rayサーバー

a. Solarisオペレーティング環境

b. Sun Rayサーバーソフトウェア

c. ウィンドウシステム

d. アプリケーション

6. スイッチ

7. Sun Ray 1 appliance

認証マネージャ

Sun Rayシステムが継続して正しく動作するには、2つの独自のシステム機能が必要
です。1つは、認証マネージャ、もう 1つはセッションマネージャです (詳細は、25
ページの「セッションマネージャ」を参照)。

認証マネージャの主な役割は、Sun Ray 1 enterprise applianceでエンドユーザの識別
および認証用に選択されているポリシーの実現です。また、ユーザー IDを確認し、
サイトアクセスのポリシーを実現します。Sun Ray 1 enterprise applianceを使用して
システムにアクセスするときは、常に認証マネージャが利用できる状態になければな
りません。一般ユーザーは認証マネージャを管理することはできません。

ある一般ユーザーが初めてシステムにアクセスした時、enterprise appliance はトーク
ンを取得し、そのトークンを使用して認証マネージャに資格情報を渡し、アクセスを
要求します。スマートカードを挿入した場合は、スマートカードのタイプと IDが
トークンとして使用されます。スマートカードを使用しない場合は、enterprise
appliance に組み込まれているタイプと ID (その appliance の Ethernet アドレス)が
トークンとして提供されます。すべてのトークンには、タイプおよび IDが含まれて
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おり、Sun Rayシステムに渡されたトークンを一意に識別します。スマートカードの
場合は、タイプは通常、カードの製造時に製造元で決められた ID をそのまま使いま
す。enterprise appliance の場合、タイプは pseudoになります。

認証マネージャでは、モジュールと呼ばれるプラグ可能なコンポーネントを使用し
て、サイト単位に選択可能なさまざまな認証ポリシーを実現します。サイト管理者
は、さまざまなモジュールとそのオプションの組み合わせを作成し、サイトの要件に
合ったポリシーを実現することができます。以下のモジュールがあります。

■ ZeroAdmin―任意のタイプのトークンが許可されます。dtlogin画面まで自動的
にアクセスできます。このモジュールは基本的に、任意のワークステーションが使
用できるように設計されています。

■ Registered― トークンが Sun Ray 管理データベースに登録され、有効な場合にの
み許可されます。トークンがこれらの条件を満たしていない場合は、拒否されま
す。許可された場合、dtlogin画面までアクセスできます。このモジュールは、
特定のユーザーまたは enterprise applianceにのみアクセスを制限するサイト用に
設計されています。

dtlogin 画面が表示されると、認証マネージャのタスクは完了します。

以下の 2つの方法でユーザーを登録することができます。

■ 中央登録方式― 1名または複数名のサイト管理者が、スマートカードまたは
enterprise appliance、あるいはこの両方を承認済みのユーザーに割り当て、ユー
ザーのトークンを Sun Ray 管理データベースに登録します。

■ 自己登録方式―ユーザー自身が Sun Ray 管理データベースに登録することができ
ます。このモードが有効で、認証マネージャに対して登録されていないトークンが
渡された場合には、サイト管理者が使用する画面に類似した登録画面が表示され、
ユーザーはこの画面の指示に従って登録します。

注 – 自己登録方式が有効な場合でも、中央登録方式で登録することができます。

注 – すでに登録されているが無効になっているトークンの場合、そのトークンを再登
録することはできません。サイト管理者に問い合わせ、トークンを再度有効にす
る必要があります。

認証マネージャと enterprise appliance 間の対話は次の手順で行われます。
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1. 一般ユーザーが enterprise appliance にアクセスします。

2. enterprise appliance (図 1-9の 2)では、ユーザーのトークン情報を認証マネージャ
(3) に渡し、アクセスを要求します。appliance でスマートカードを使用した場合
は、スマートカードのタイプと ID がトークンになります。スマートカードを使用
しない場合は、applianceに組み込まれているタイプ (pseudo)と ID (applianceの
Ethernetアドレス) が送信されます。

3. 認証マネージャでは、現在のポリシーリスト内の最初の認証モジュール (項目 4) に
要求を渡します。各モジュールでは、責任を受け入れるか拒否します。拒否した場
合は、その要求をリスト内の次のモジュールに渡します。責任を受け入れた場合
は、ユーザーを許可するか拒否するかを決定し、他のモジュールへの問い合わせは
行われません。

4. 認証マネージャによってリスト内のすべてのモジュールに対して問い合わせが行わ
れ、その要求に対する責任を受け入れたモジュールがない場合は、拒否されます。

5. ユーザーが許可されると、認証マネージャではそのユーザーに対して X Window
セッション (項目 5)を開始し、dtlogin画面を表示します (項目 6)。

図 1-9 認証およびセッションマネージャの対話
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可動性 — Hot Desk 機能

選択した認証ポリシーに応じて、ユーザーはワークグループ内で移動することができ
ます。つまり、一般ユーザーがある appliance でセッションを開始した後、このユー
ザーが別の appliance に移動した場合でも、セッションはユーザーとともに移動先の
appliance に移動するので、継続性を保ったまま作業を続けることができます。セッ
ションについての詳細は、25ページの「セッションマネージャ」を参照してくださ
い。

セッションマネージャ

この節では、セッションマネージャと認証マネージャの対話、および一般ユーザーに
対するサービスの提供方法について説明します。セッションマネージャは、起動時、
サービスの提供、画面の管理に使用され、また、認証マネージャとの相互認識ポイン
トとしても使用されます。以下の手順は、プロセスの起動と終了の方法です。

1. あるユーザーのトークンを認証すると、認証マネージャはそのトークンに対する
セッションが存在するかどうかを確認します。存在しない場合、認証マネージャは
セッションマネージャに対してセッションの作成を要求し、ポリシーに基づいてそ
のセッションの適切なサービスを開始します。通常この処理には、そのセッション
に対する X サーバーの起動処理も含まれます。

2. サービスを開始すると、セッションマネージャに問い合わせ、明示的にサービスと
セッションを結合します。

3. このトークンに関連付けられたセッションを特定の Sun Ray 1 appliance に接続し
ようとしていることを、認証マネージャがセッションマネージャに通知します。次
いでセッションマネージャはセッション内の各サービスに対して、その appliance
に直接接続することを通知します。

4. このトークンに関連付けられたセッションを appliance から切断することを認証マ
ネージャが決定した場合、セッション内のすべてのサービスが切断されることを、
認証マネージャがセッションマネージャに通知します。

5. セッションマネージャは、セッション内の競合するサービス間の画面表示領域を調
整し、クリップ領域の変更をサービスに通知します。
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注 – セッション IDは公開しないでください。一般ユーザーのセッション IDが公開
された場合、認証されていないアプリケーションが直接 applianceに接続される
危険性があります。一般ユーザーの非公開のセッション IDを確認するには、
xprop(1) コマンドを使用します。また、xhost(1)コマンド (たとえば、
xhost +)を使用する際にも注意を払ってください。xpropコマンドが不特定
のユーザーに使用されて一般ユーザーのセッション IDが傍受され、画面イメー
ジやキーボード入力が公開される危険性があります。システム管理者が信頼した
ユーザーにのみディスプレイおよび一般ユーザーの applianceに対するアクセス
権を割り当てるには、xhost username@system を使用してください。

ポートの管理に関する詳細については、27ページの「Sun Rayサーバーのポートの設
定」を参照してください。

セッションとサービス

セッションとは、セッションマネージャにより制御される様々なサービスから構成さ
れる、一種の集合体です。このセッションを特定の一般ユーザーと結び付けているの
が、認証トークンです。またサービスとは、直接 Sun Ray 1 appliance に接続できる
任意のアプリケーションを指します。サービスと呼べるものには、オーディオ、ビデ
オ、Xサーバー、applianceのデバイス制御などが含まれます。たとえば、dtmailは
X サーバーを介して一般ユーザーの applianceと結び付いているので、サービスには
含まれません。

セッションマネージャは、サービスからセッションへのマッピングを利用してセッ
ションとサービスを追跡し、appliance へのサービスの割り当ておよび割り当ての解
除を実行します。

セッションマネージャは、/etc/opt/SUNWut/auth.permitファイルに指定されて
いる承認済みの認証マネージャからしか、認証情報を取得できません。

セッションでの変更

セッションマネージャは、セッションの状態が変更された場合、または他のサービス
が追加された場合にのみ呼び出されます。ある一般ユーザーのトークンがどの
appliance に対してもマッピングされない状態になると (たとえば、カードが取り外さ
れたとき)、セッションマネージャは appliance からサービスを切断しますが、ただ
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し、そのサービスはサーバー上ではアクティブな状態を保ちます。たとえば、X サー
バーに接続されたプログラムは、その出力は表示されなくても、引き続き実行されま
す。

注意 – セッションマネージャのデーモンは、常に動作していなければなりません。
デーモンが動作しているかどうかを確認するには、ps コマンドを使用して
utsessiondを検索します。

認証マネージャが終了するとセッションマネージャは、認証マネージャが承認してい
たすべてのセッションを切断し、それらのセッションに対して再度認証が必要である
ことを通知します。サービスは切断されますが、引き続きアクティブです。

セッションマネージャは中断されても自動的に再起動します。各サービスはセッショ
ンマネージャに対して問い合わせを行い、適切なセッションへの再接続を要求しま
す。認証マネージャおよびセッションマネージャを停止してから再起動するには、以
下のように入力します。

両方のマネージャを再起動するには、以下のように入力します。

セッションマネージャのポート

セッションマネージャは、特定の TCP ポート (通常は 7007)上で接続を受け入れるよ
うに設計されています。認証マネージャは、コールバックメカニズムを使用して、
セッションおよび appliance の接続と切断の作成および制御を、セッションマネー
ジャに要求します。コールバックアドレスがセッションマネージャのファイル内のア
ドレス (許可されているアドレスのリスト) と一致すると、セッションマネージャはそ
のコールに応答し、2つのマネージャが対話できるようになります。

Sun Ray サーバーのポートの設定

Sun Ray Enterprise Serverのポートに他のサービスを割り当てないでください。
/etc/inet/servicesファイルのポート割り当ての詳細を示します。

# /etc/init.d/utsvc stop

# /etc/init.d/utsvc start



28 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル • 2000年 4月

■ sunraySessionMgr 7007/tcp

■ sunrayAuthService 7009/tcp

■ sunrayAuthCallback 7010/tcp

仮想デバイスドライバ

画面表示の描画処理 (たとえば、フォント、ブレンド処理、オーバーレイ、複合化な
ど)は、すべて Sun Ray サーバーソフトウェアが実行します。ピクセルは、アプリ
ケーション固有の形式を用いて、Sun Ray 1 appliance に送信されます。Sun Ray サー
バーソフトウェアでは、APIの編集および変更はしません。Sun Ray 1 appliance で
は、利用可能なレンダリング API (たとえば、X11 インタフェース)ごとに仮想デバイ
スドライバを使用します。Java™の描画はすべて、X サーバー (UNIXサーバー)、ま
たはWin 32インタフェース (Microsoft Windows NTサーバー)で処理されます。Win
32インタフェースからの描画出力は、Solarisサーバーで稼動する Citrix クライアン
トを介して、ネイティブな Sun Rayプロトコルに変換されます。

Sun Ray 1 appliance では 24ビット画像を使用しているため、内部変換プログラムに
よっては、8ビットのインデックス付きカラーを必要とする古いプログラムを、Sun
Ray 1 applianceが利用できる 24ビット形式に変換します。デフォルトの画像タイプ
は、8ビット表示が使用不可にされた、24 bpp (bit per pixel)です。また、Sun Ray 1
appliance のデフォルトの画面サイズは、1280× 1024ピクセルです。

Sun Ray appliance は、DDC 2B (Display Data Channel)を使用して、モニターの画面
解像度を判断します。成功すると、Sun Ray applianceは特定のセッションでもっとも
高い解像度を使用します。たとえば、セッションがデフォルトの解像度である
1280x1024の場合は、Sun Ray applianceは 1280x1024 (モニターがサポートしている
解像度)に最も近い、最高のリフレッシュレートを使用します。そのユーザーが、
utxconfigによって 1024x768に設定されている場合は、Sun Ray applianceは1024x768
にできるだけ近い解像度を使用しようとします。

注 – モニターが DDCに対応していない場合は、ファームウェアがサーバーの設定に
基づいて、セッションに最適の解像度とリフレッシュレートを選択します。詳細
は、utconfig (1m)のマニュアルページを参照してください。

モニターから DDCの応答がない場合は、ファームウェアがセッションに最適の解像
度とリフレッシュレートを選択します。Sun Ray appliance では、2種類のファーム
ウェアの選択肢があります。最初の Sun Ray appliance は、サンのデフォルトの解像
度である 66 Hzで 1152x900 (旧モデルのモニターでの使用のため)で出荷されまし
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た。2番目のモデルでは、業界標準の画面サイズである 60Hzで 640x480 を使用しま
す。インストールプログラムで、ファームウェアのバージョンを選択することによっ
て、どちらのデフォルトを適用するか選ぶことができます。

8 ビットの状態の判断

Sun Ray 1 appliance では、24ビット画像を使用します。アプリケーションで 8ビッ
トの画像形式のみが使用されている場合は、24ビットの画像を要求するエラーメッ
セージが表示されます。エラーについては、付録 A「障害追跡」を参照してくださ
い。

OpenGL について

現時点では、Sun Ray enterprise applianceと互換性があるのは OpenGL 1.2 だけで
す。また、8ビット画像でOpenGL アプリケーションを使用すると、ユーザーの X
サーバーに障害が発生する可能性があります。

注 – 24ビット画像で OpenGLを使用することを推奨します。8ビット画像を使用す
ると、正しく表示されなかったり、Xサーバーに障害が発生したりする可能性が
あります。8ビットエミュレーションの 64ビットカーネルでは、
ogl_install_checkも正しく表示されません。現時点では、OpenGL 1.1.2のパッ
チはありません。

次のWebサイトから、最新の OpenGL パッケージをダウンロードできます。

http://www.sun.com/solaris/opengl/

http://www.opengl.org/
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第2章

Sun Rayソフトウェアおよびハードウェア
の必要事項

この章では、Sun Rayインタフェースに対応するサーバー、モニター、スイッチ、マ
ウス、キーボード、スマートカードの仕様について説明します。また、各種アプリ
ケーションを使用する場合のサーバーのサイズ設定と、Sun Rayサーバーソフトウェ
アを格納するディレクトリの最小サイズの一覧も提供します。

この章では、次の項目について説明します。

■ 31ページの「ソフトウェアの必要事項」

■ 33ページの「ハードウェアの必要事項」

ソフトウェアの必要事項
■ Sun Rayサーバーソフトウェアは、Solaris 2.6または Solaris 7のサーバー版オペ
レーティング環境で稼動するように設計されています。

■ Sun Rayサーバーソフトウェアがインストールされるサーバーには、適切なパッチ
を適用してある必要があります。詳細は、『Sun Ray Enterprise Server Software
1.1 インストールマニュアル』を参照してください。
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Solaris オペレーティング環境

Sun Rayサーバーには、あらかじめサーバー版 Solaris オペレーティング環境 2.6また
は 7の「フルクラスタ」をインストールした構成である必要があります。Sun Ray
サーバーのユーザーとして次のコマンドを入力することによって、バージョンを確認
できます。

コマンドの実行結果が 5.6の場合は Solaris 2.6、5.7の場合は Solaris 7であることを
意味します。これより前のバージョンの場合は、購入先に連絡して新しい Solarisソフ
トウェアを入手してください。

その他のソフトウェア

Web サーバーの条件

Sun Rayサーバーソフトウェアには、Sun WebServer™ 2.1 Webサーバーソフトウェ
アが付属しており、Sun Rayサーバーソフトウェアを使用するには、このWebサー
バーソフトウェアをインストールする必要があります。Sun Rayサーバーにすでに別
のWebサーバーがインストールされていても、Sun WebServerと共存させることがで
きます。ただし、ポート 1660は使用しないでください。ポート 1660は、Sun Ray 管
理アプリケーション用の Sun WebServer によって予約されています。

Web ブラウザの条件

Sun Ray管理 GUIを表示するには、管理アプリケーションを利用するシステムに
Webブラウザがインストールされている必要があります。Netscape Communicator™
4.5.1またはそれ以降のバージョンをお勧めします。Netscape Communicator Webブ
ラウザは、次の URLで入手できます。

http://www.netscape.com/download/ja/

注 – Sun Ray 管理アプリケーションでは、HotJava™ ブラウザはサポートされていま
せん。Java 1.1.xはサポートされていますが、Java 1.2はサポートされていませ
ん。

% uname -r
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LDAP サーバーの条件

Sun Rayサーバーソフトウェアには、SunDS LDAP (Lightweight Directory Access
Protocol)サーバーが付属しており、Sun Ray サーバーソフトウェアを使用するには、
この LDAP サーバーをインストールする必要があります。Sun Ray サーバーにすでに
別の LDAP サーバーがインストールされていても、SunDSと共存させることができ
ます。ただし、その LDAP サーバーがポート 389を使用していてはいけません。ポー
ト 389は、SunDS LDAPサーバー用に予約されています。この構成にできない場合
は、『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 インストールマニュアル』の「LDAP
サーバーポートの変更」を参照してください。

必要なパッチ

Sun Rayソフトウェアが正しく動作するには、特定のパッチが必要です。ほとんどの
必要なパッチは、utinstallスクリプトによって自動的にインストールされます。
しかし、utinstallスクリプトがインストールする予定のパッチより新しいバー
ジョンのパッチを検出した場合は既存のパッチを書き換えません。このため、最新の
バージョンのパッチだけがインストールされます。

ハードウェアの必要事項
Sun Rayシステムには、次のハードウェアが必要です。

■ UltraSPARC™プロセッサを搭載したサンのサーバー (Ultra 10または上位モデル)

■ Sun Rayサーバーには、LAN接続用の Ethernetインタフェースの他に、 1つまた
は複数の専用 Ethernetインタフェースが設置されている必要があります。

■ ケーブル、スイッチ、ハブなどから構成されるインターコネクトファブリック

■ 設置する Sun Ray 1 enterprise appliance 1台ごとに、モニター、キーボード、マウ
ス。

■ スマートカード (オプション)
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最小ハードウェア条件

次の表に、Sun Rayサーバーの最小ハードウェア条件を示します。

ハードウェア条件の算出

次の表は、ハードウェア条件を素早く求めるための計算式を示しています。算出され
た値はあくまで目安であり、個別 Sun Rayサーバーについて、満足のいく性能が得ら
れることを保証するものではありません。.

表 2-1 Sun Ray サーバーの最小ハードウェア条件

コンポーネント 最小条件 説明

CPU UltraSPARC™ 300

MHz

applianceの数と複雑なアプリケーションの増加にともなっ
て、より高速なプロセッサが必要です。

メモリー 256 Mバイト appliance数の増加やアプリケーションの条件によって、よ
り多くのメモリーが必要になります。

ハードドライブ 1 G バイトの空き容量 ユーザー数が多くなるほど、より多くの容量が必要になりま
す。この値にはスワップ領域は含まれていません。

表 2-2 ハードウェア条件の算出

コンポーネント 計算式 説明

CPU ((appliance の数×稼働率×5%)＋(OS用に 10%))×300 MHz

appliance数 40、稼働率 50%の場合の例
((40×50%×5%) + (10%))×300 = 330 MHz

切り上げて、実用上最
も近い速度の CPU を
使用するか、複数の
CPU を使用する*。

メモリー (appliance の数×稼働率×50 M バイト)＋ OS 用に 64 M バイト
appliance数 40、稼働率 50%の場合の例
(40×50%×50)＋64 = 1064 M バイト

切り上げて、実用上最
も近い M バイト数を
適用する。

ハード
ドライブの
スワップ領域

(appliance の数×50 M バイト)－メモリー＋500 M バイト (tmp)

appliance数 40の例
(40×50)－1064＋500 = 1436 M バイト

切り上げて、実用上最
も近い M バイト数を
適用する。

*複数の CPU を使用する場合は、CPU 1つあたりドライブ 1つの割合で、ハードディスクのスワップ空間
を均等に分割する必要があります。
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Sun Rayサーバーの要件の詳細については、次の URL を参照してください。

http://www.sun.com/products/sunray1/

または、購入先にお問い合わせください。

サーバーの必要事項

この節では、Sun Rayサーバーのハードウェアの必要事項について説明します。

■ 35ページの「ハードウェアシステム」
■ 35ページの「ディスク容量」
■ 37ページの「メモリー」
■ 38ページの「Ethernetカード」

ハードウェアシステム

Sun Rayサーバーは、Solaris 2.6または Solaris 7オペレーティング環境の稼働してい
る UltraSPARCサーバー上で動作するように設計されています。Sun Ray サーバーと
して使用できる製品 (sun4u アーキテクチャに分類されるプラットフォーム)は、以下
のとおりです。

■ Sun Enterprise Ultra™ 10S
■ Enterprise 250/450
■ Enterprise 3500/4500/5500/6500

ディスク容量

注 – サーバーの構成にあたっては、1セッションあたり約 50～ 100 Mバイトのス
ワップ空間を確保しておくことを推奨します。ディスク容量に関する情報につい
ては、『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1インストールマニュアル』を参
照してください。
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Sun Rayサーバーソフトウェアの標準的なインストールでは、10 Mバイト以上のディ
スク容量が必要です。次の表に、ディレクトリごとに必要なディスク容量を示しま
す。

表 2-3 Sun Ray サーバーソフトウェアに必要なディスク容量

製品

デフォルトのインストール

パス 必要条件 (容量)

Sun Ray コアソフト
ウェア

/

/opt

/var

1 Mバイト
8 Mバイト
1 Mバイト＋ログファイル

LDAPクライアントラ
イブラリ

/usr 350 K

Sun Directory Services

3.1

/opt/SUNWconn

ディレクトリデータベース
のデフォルトの場所は、
/var です。

• /optに 25 Mバイト
• /varに 2.0 Mバイト
• /etcに 0.4 Mバイト
データベースのために十分なディスク容
量を確保する必要があります。1,000エン
トリのデータベースの場合は、約 1.5 M

バイトのディスク容量、64 Mバイトの
RAM、128 Mバイトのスワップ空間が必
要です。

Sun WebServer 2.1 /usr • ソフトウェア ―ドキュメントに 9.5 M

バイト、ログファイルに 2 Mバイトの
ディスク容量が必要です。

• メモリー ― 64 Mバイト以上。推奨値
は 96 Mバイトです。

• JDK™ 1.1.6またはその互換バージョン
が必要です。

JDK 1.1.6 /usr 31.5 Mバイト
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メモリー

Sun Ray 1 appliance のパフォーマンスレベルは、サーバーのリソース、アクティブな
セッションの数、アクティブなセッションが実行している具体的なアプリケーション
に依存して決まります。

注 – 具体的なサーバー構成としては、2基以上のプロセッサを搭載し、CPUあたり
のアクティブセッションは約 25セッションまで、1アクティブセッションあた
り 20～ 40 Mバイト以上の RAM (同時に使用した場合)、1セッションあたり 50
～ 100 Mバイトのスワップ空間を確保した環境を、推奨します。

サンが行った初期テストでは、1セッションあたり 25～ 40 M バイト以上の RAMを
確保した状況では、Netscape™ Communicator、Adobe® Photoshopおよび
FrameMaker、個人情報管理 (PIM、たとえば、電子メール、カレンダ、テキスト編集
など)アプリケーションが動作しました。1基の CPU上で 25を超えるアクティブユー
ザーが高度な対話型アプリケーションを実行すると、応答時間は著しく低下しまし
た。PIM のような通常の対話型アプリケーションの場合は、アクティブユーザー数が
50を超えると、応答時間が遅くなりました。

サンが行ったテストでは、すべてのアプリケーションについて、インターコネクト
ファブリックのトラフィックの 80 %が 10 Mbps 未満で、平均トラフィックはユー
ザーあたり約 1 Mbps でした。

注意 – 上記の例は、英語版 Solarisを使用した環境を前提としています。日本語版
Solarisを使用した環境での状況については、次のWebサイトを参照してくだ
さい。
http://www.sun.co.jp/sunray1/

表 2-4 推奨するシステム構成

システム プロセッサ メモリー

セッションの数 (英語版

Solaris の場合)

Enterprise 450 4 基の 300 MHz UltraSPARC 2～ 4 GB 20～ 30/CPU

Enterprise 4500 8 基の 336 MHz UltraSPARC 4～ 8 GB 30～ 45/CPU

!
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Ethernet カード

Sun Rayサーバーには、Sun Ray インターコネクトファブリック専用 Ethernet カード
をインストールする必要があります。次の表に、Sun Rayサーバーのインターコネク
トファブリック対応の Ethernetカードを示します。

最新のドライバパッチと更新状況については、次のWebサイトを参照してください。

http://access1.sun.com/

表 2-5 Ethernetインタフェース

インタフェース デバイス名の例 速度 (Mb/s) コメント

Gigabit Ethernet gem0 1000 この高速インタフェースは、サー
バーから Ethernetへのスイッチと
して最適です。

SunFastEthernet™ hme2 100

Lance Ethernet le1 10 多くの Sun Rayサービスでは、従
来の 10 Mbps Ethernetでは遅す
ぎます。100BASE-T 以上のインタ
フェースを使用してください。

QEC/MACE

Ethernet

qe0 10

Quad FastEthernet qfe0、qfe1、

qfe2、qfe3

100 1枚のカードで 4つの Ethernetイ
ンタフェースを使用できます。
Quad FastEthernnetカードを使用
する場合には、システムに
SUNWqfed パッケージがインス
トールされていることを確認して
ください。SUNWqfed パッケージ
は、Solaris 2.6には付属していま
せん。初期リリース以降、
SUNWqfed パッケージに対して、
パッチは必ず発生しています。
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注 – 10BASE-Tの帯域幅は限られているため、ビデオや複雑なWebページを描画す
る場合には、負荷が大き過ぎることがあります。Sun Rayインターコネクトファ
ブリックは、カテゴリ 5の回線上での動作を前提に設計されていますが、カテ
ゴリ 3の回線と 10BASE-Tを使用した環境でも動作します。

注 – サーバーの LAN接続が Ethernetではない (たとえばモデムや ATM)場合は、内
蔵の hme0インタフェースを使用できます。

インターコネクトファブリックの構成要素の必要事項

Sun Rayインターコネクトファブリックとは、Sun Ray サーバーを applianceに接続
するために必要な構成要素 (ケーブル、スイッチ、ハブ) の集合体を指します。

この環境は、さまざまな状況で最大帯域幅を実現し、応答時間を最小化し、Sun Ray 1
appliance と Sun Ray サーバーとの間での高レベルの混雑の発生を防ぐことができる
ハードウェア構成要素で構成する必要があります。

この節では、インターコネクトファブリックに関する次の必要事項について説明しま
す。

■ 39ページの「ネットワークに関する注意事項」

■ 40ページの「スイッチの仕様」

■ 41ページの「ハブの仕様」

注 – フェイルオーバー環境でのインターコネクトファブリックの使用に関する詳細
は、『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル (上級編)』を参照
してください。

ネットワークに関する注意事項

Sun Rayネットワークを新規に構築するとき、または既存の構成を変更するときに
は、次のガイドラインに従ってください。

■ Sun Ray 1 appliance と Sun Ray サーバーの接続には、一般のネットワークまたは
企業ネットワークを使用しないでください。
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■ Sun Rayサーバーをルーターとして構成しないでください。

■ トラフィックの多重化を、常に統計的に適切にしてください (安全比率は 10 : 1で
す。たとえば、1ギガビットリンク経由の場合は、100台の appliance を接続でき
ます)。

■ 大規模なネットワーク構成は避け、ネットワーク管理に手間のかからない単純な装
置を使用してください。

■ 可能な限り、全二重ネットワークを使用してください。

スイッチの仕様

LAN上のコンピューティングノードの接続には、Ethernet スイッチを使用します。
Sun Rayインターコネクトファブリックに使用可能な互換性のあるスイッチについて
の情報は、次のWebサイトを参照してください。

http://www.sun.com/sunray1/

http://www.sun.co.jp/sunray1/

インターコネクトファブリックに使用するスイッチの選定にあたっては、次の事項に
注意してください。

■ すべてのポートの自動ネゴシエーションが正しく機能すること。

■ 以下の特性を備えたスイッチを使用してください。

■ 全二重
■ 非ブロック
■ 完全にバイセクションな帯域幅
■ 大容量バッファリング

■ 以下の特性を持つスイッチは使用しないでください。

■ ネゴシエーション機能なし
■ 厳密なカットスルー
■ バッファー機能なし
■ 半二重
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参照 – サーバーとスイッチの間の距離を延長するには、光ファイバケーブルを使用し
ます。スイッチに関する詳細については、『Sun Ray Enterprise Server
Software 1.1 管理マニュアル (上級編)』を参照してください。

ハブの仕様

インターコネクトファブリックに使用するハブの選定にあたっては、次の事項に注意
してください。

■ 必要な場合以外は、ハブを使用しないでください。スイッチの方が経済的です。

■ ハブには半二重のものを、スイッチには全二重のものを使用してください。

■ スイッチと appliance の間でクライアントを増設する場合にのみ、ハブを使用して
ください。

■ ハブを使用する場合は、スイッチでの帯域幅は低減させないでください (ハブでは
すべての帯域幅を共有し、スイッチではすべての帯域幅を使用します)。

■ ハブに接続するポートの数は 12を上限としてください。

ハブを使用できるのは、30台未満の appliance を設置する場合までです。

ケーブルの仕様

ケーブルの選択とルーティングは重要です。

■ カテゴリ 5以上の Ethernetケーブルを使用してください。
■ 複数のスイッチは、カスケードではなく、デイジーチェーン接続にしてください。

Sun Ray 1 enterprise appliance の構成要素の仕様

この節では、Sun Ray 1 appliance の構成要素の仕様について説明します。

■ 42ページの「モニターの仕様」

■ 43ページの「キーボードとマウスの仕様」

■ 43ページの「スマートカードの仕様」

■ 43ページの「その他の装置の仕様」
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注 – テストおよび検証済みの構成要素の一覧については、次の URLを参照してくだ
さい。
http://www.sun.com/sunray1/

http://www.sun.co.jp/sunray1/

モニターの仕様

Sun Ray 1 appliance には、以下の仕様に準拠したマルチシンク VGA モニターを使用
できます。

標準的な画面解像度は、66 Hzで 1152×900、76 Hz で 1152×900、76 Hz で 1280×
1024です。

注 – DDCデータを利用するには、applianceの電源を入れる前に、あらかじめモニ
ターと applianceを接続し、モニターの電源を入れておく必要があります。モニ
ターの DDCデータを利用できない場合には、applianceはデフォルトの解像度
として 66 Hzで 1152× 900を適用します。

表 2-6 モニターの必要事項

特性 値

ビデオデータ極性 値が大きいほどピクセルの輝度が上がります。値
が小さいほどピクセルの輝度が下がります。

ビデオレベル (赤、緑、青) 0.755 V (ピーク時)

黒レベル 0.055 V (ピーク時)

ブランキングレベル 0.00 V (ピーク時)

同期タイプ コンポジットまたはセパレートの水平同期および
垂直同期、モニターから定義可能な DDC。

同期レベル TTL

同期極性 正または負、DDC定義可能

終端抵抗 75オーム (ビデオおよび同期)

水平周波数範囲 43 kHz～ 92 kHz、ノンインタレース

垂直周波数範囲 60 Hz ～ 85 Hz、ノンインタレース

プロトコル VESAの DDC2B、EDID V1.0
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ビデオ入力装置

キーボードとマウスの仕様

Sun Ray 1 applianceは、Sun Type 6 USBキーボードと Sun USBマウスを使用するよ
うに設計されています。サン以外の USBキーボードやマウスでも、Sun Ray 1
appliance で使用できることがあります。

スマートカードの仕様

対応スマートカードの一覧については、次の URLを参照してください。

http://www.sun.com/sunray1/

http://www.sun.co.jp/sunray1/

その他の装置の仕様

SunMicrophone IIは、Sun Ray 1 appliance に対応しています。また、SunCamera
も、Sun Ray 1 appliance に対応しています。現在のバージョンのソフトウェアは、ビ
デオ入力をサポートしていませんが、将来サポートする予定になっています。

表 2-7 コンポジットビデオ装置の仕様

特性 値

サポートしている規
格

NTSC M、PAL B/G/I

ビデオレベル 1.0 V (ピーク時)

ビデオ極性 正

同期極性 負

終端抵抗 75オーム
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第3章

ソフトウェアの構成

この章では、構成スクリプトの使用方法と、SunDS 3.1、Sun WebServer 2.1、および
Sun Rayサーバーソフトウェアの詳細な構成方法について説明します。

注 – Sun Ray 管理アプリケーションとその他の Sun Ray サービスを正しく機能させ
るには、SunDSおよびを適切に構成しておく必要があります。さらに Sun Ray
管理アプリケーションをWeb ベースのインタフェースから使用する場合には、
適切に構成されたWeb サーバーも必要です。

この章は次の節で構成されています。

■ 45ページの「LDAP データストアエントリの制限事項」

■ 46ページの「主要な構成パラメタの収集」

■ 47ページの「構成ワークシート」

■ 50ページの「スクリプトによる構成」

■ 53ページの「インストールと構成のテスト」

LDAPデータストアエントリの制限事項
Sun Rayサーバーに付属している Sun DS 3.1データストアのライセンスは、10,000エ
ントリの制限があります。登録ユーザーおよびデスクトップが多数になることが予測
される場合は、次の式を使用して、無制限の SunDS ライセンスを購入してインス
トールするかどうかを決定してください。
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注 – 10,000以上のライセンスが必要な場合は、購入先に連絡して無制限の SunDS ラ
イセンスの購入について問い合わせてください。

LDAP エントリの計算

Sun Ray Server 1.1 のデータストアの場合は、次の式を使用します。

以下に例を示します。

ユーザー数 3,000、デスクトップ数 490、8種類のスマートカードの場合は次のように
なります。

11＋(490 * 2)＋(3000 * 3)＋(8) = 9999

注 – 上記は、無制限のライセンスがなくても使用できる、最大の構成の一例です。

主要な構成パラメタの収集
Sun Rayサーバーソフトウェアと関連ソフトウェアを構成する前に、構成全体で使用
する重要なパラメタを選択する必要があります。自動構成スクリプトを使用した場
合、スクリプトは管理者にこれらのパラメタの入力を要求し、管理者が入力した値は
適切な位置に代入されます。構成を手動で行う場合には、ファイルを使用して作業す
るときに、入力した値を代入する位置についての指示があります。

以下のワークシートを読んで、選択項目を記入してください。自動構成スクリプトを
使用するとき、または手動構成手順に従って作業するときには、このワークシートを
手元に用意しておいてください。

これらのパラメタの多くは、Sun Rayサーバーの管理データが格納されている SunDS
LDAP サーバーの動作に関連するものです。LDAPデータの設計および管理の経験が
ない場合は、デフォルト値が示されているパラメタについては、デフォルト値をその
まま使用することを強く推奨します。

11＋(デスクトップ数 * 2)＋(ユーザー数 * 3)＋(スマートカード) < 10000
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構成ワークシート
構成スクリプトまたは手動構成を実行する前に、以下のワークシートに必要事項を記
入してください。

注 – Sun Ray 製品に関連する変数の多くには、‘ut’という接頭辞が付きます。

@(HOSTNAME)

■ 名前 :ホスト名

■ 説明 : Sun Ray サーバーのホスト名です。

■ 注 :自動構成スクリプトを使用している場合は、このパラメタの値は自動的に代入
されます。

■ 例 : sunray1

使用する値 : _______________________________________

@(ROOTENTRY)

■ 名前 : UT ルートエントリ

■ 説明 :このエントリは、LDAPのデータ階層における、トップレベルの Sun Ray エ
ントリになります。Sun Ray の管理データはすべて、このエントリの下に配置され
ます。Sun Ray の管理データは自身のデータストアに保管されるため、このエント
リは、データストアのルートエントリでもあります。

■ 注 :この値のオブジェクトクラス型は “organization” でなければなりません。
LDAP 階層がまだ存在せず、また管理者自身に LDAP のデータ設計と管理の経験
がない場合は、デフォルト値をそのまま使用してください。

■ デフォルト値 : o=utdata

■ 例 : o=utdata

使用する値 : _______________________________________



48 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル • 2000年 4月

注 – サーバーがフェイルオーバーグループの一部になる予定の場合は、
@(ROOTENTRY)で入力した値はグループ内の他のサーバーに使用した値と同一
である必要があります。

@(ROOTNAME)

■ 名前 : UT ルート名

■ 説明 :前述の @(ROOTENTRY)変数に対して、等号 (=)の右側に続く部分です。自
動構成スクリプトを使用している場合には、このパラメタ値は自動的に代入されま
す。

■ デフォルト値 : utdata

■ 例 : utdata

使用する値 : _______________________________________

注 – フェイルオーバー構成では、utconfigの実行中に入力した @(ROOTNAME)の
値は、グループ内の他のサーバー (副サーバー)に使用した値と同一である必要
があります。

@(UTPASSWD)

■ 名前 : UT 管理パスワード

■ 説明 : Sun Ray LDAP データ階層内で作成されるエントリのパスワードは、LDAP
クライアントサーバー接続を利用して認証する場合に使用されます。このパスワー
ドにより、Sun Ray コマンド行管理アプリケーションまたはWeb ベース管理アプ
リケーションを介して、クライアントから Sun Ray管理データへのアクセスや設定
変更が可能になります。このパスワードを使用しない場合、クライアントからの
Sun Ray 管理データへのアクセスはできますが、設定変更はできません。このパス
ワードは、管理者がWebベース管理アプリケーションを実行するときに使用する
パスワードと同じです (UT 管理者名は admin です)。

使用する値 : _______________________________________
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注 – サーバーがフェイルオーバーグループの一部になる予定の場合は、
@(UTPASSWD)で入力した値はグループ内の他のサーバーに使用した値と同一
である必要があります。

@(WEBSERVER_NAME)

■ 名前 : UT 管理Webサーバーインスタンス名

■ 説明 : Webベースの管理アプリケーションを表示するために作成される Sun
WebServerインスタンスの名前です。Sun WebServerは複数のインスタンスをサ
ポートしており、それぞれのインスタンスで異なるサイトを表示したり、それぞれ
を異なる目的で使用したりできます。

■ デフォルト値 : utadmin

使用する値 : _______________________________________

@(WEBSERVER_PORT)

■ 名前 : UT 管理Webサーバーポート番号

■ 説明 : Webベース管理アプリケーションを表示するWebサーバーを実行するポー
トの番号です。たとえば、ポート 1660を選択した場合、管理アプリケーションを
使用するときにブラウザに入力する URL は次のようになります。
http://localhost:1660

■ 注 :通常、公開用のWebサーバーにはポート 80またはポート 8080が使用されて
います。このため、管理サーバーに対してはこれらのポートおよび類似するポート
の使用を避けてください。

■ デフォルト値 : 1660

使用する値 : _______________________________________

@(CGI_USER)

■ 名前 : CGI ユーザー名
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■ 説明 : Webベース管理アプリケーションの実行時にこのアプリケーション名として
使用される固有の UNIX ユーザー名です。構成スクリプトでは、このユーザー名が
存在しない場合にはユーザー名を作成するよう指示されます。

■ 注 :セキュリティーの関係上、このユーザーアカウントには標準の root または
nobody UNIX ユーザーは使用しないでください。アカウントには、既存のユー
ザーが使用していない、固有のユーザーアカウントを使用してください。管理Web
サーバーがすでにユーザーアカウントを持っている場合は、そのユーザーアカウン
トを使用してください。

■ デフォルト値 : www

使用する値 : _______________________________________

スクリプトによる構成
構成スクリプトは、サポートするソフトウェア製品すべてを対象に構成を行います。
過去にシステムの管理経験がなく、また構成を特別にカスタマイズする必要がない場
合は、このスクリプトを使用してください。

▼ 構成スクリプトを実行する

1. スーパーユーザーでログインし、次のように入力します。

注 – 次の手順に進む前に、前述の構成ワークシートに必要事項を記入してください。

# cd /opt/SUNWut/sbin
# ./utconfig
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2. 以下のプロンプトが表示され、処理続行の確認を求めてきます。

Continue ([y]/n)?

ここで yを入力して、先に進みます。

構成スクリプトは以下の例のように、値の入力を求めてきます (デフォルト値は括弧
で囲まれています)。

3. Remote Access 使用のプロンプトに答えます。

nと入力すると、スクリプトは手順 5に進みます。

yと入力すると、utconfigスクリプトが SSL (secure socket layer)を有効にするかど
うかを訪ねるメッセージを表示します。SSL によって、管理アプリケーションの遠隔
アクセスがより安全になります。

4. SSL に関するプロンプトに答えます。

nと入力すると、スクリプトは手順 5に進みます。

注 – 管理アプリケーションで Remote Accessを使用して、SSL を有効にしないと、
セキュリティー上の危険性があります。

yと入力すると、SSL 認証の設定が必要になります。

注 – 遠隔アクセス操作をする前に、必ず SSL 認証の設定をしてください。この章の
作業が終了した時点で、SSL 認証の設定をしてください。第 4章で、基本的な
SSL 認証の設定手順を説明します。

Using hostname: sunray1
Enter UT root entry [o=utdata]:
Using UT root name: utdata  (derived from UT root entry)
Enter UT admin password: <value>
Re-enter UT admin password: <value>
Enter SunDS ’rootdn’ [cn=admin,o=utdata]:
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5. Sun WebServer に関するデータの入力を求めるプロンプトに対して答えます。

Sun WebServer の構成を行わない場合には、nと入力します。

Sun WebServer の構成を行う場合には、yと入力すると、構成スクリプトは以下のよ
うに値の入力を求めてきます (デフォルト値は括弧で囲まれています)。

入力した値が表示されます。次に例を示します。

6. 処理続行の確認を求めるプロンプトが表示されます。

確認に同意すると、スクリプトは製品の構成を開始します。この構成作業の間、スク
リプトが実行するさまざまな処理の結果が画面に表示されます。

7. groupSignature を求めるプロンプトが表示されます。

グループ環境の場合は、groupSignatureはすべてのグループメンバーに対して同
一である必要があります。1人からなるグループも可能です。これによって、誤って
別のブラウザがオンラインになるのを防ぎます。

Enter UT admin web server instance name [utadmin]:
Enter UT admin web server port number [1660]:
Enter CGI username [www]:

About to configure the following software products:

Sun Directory Services 3.1
    Hostname: sunray1
    UT root entry: o=utdata
    UT root name: utdata
    UT utdata admin password: (not shown)
    SunDS ’rootdn’: cn=admin,o=utdata

Sun Web Server 2.1
    UT admin web server instance name: utadmin
    UT admin web server port number: 1660
    CGI username: www

Sun Ray enterprise server 1.1

# Continue ([y]/n)? y
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8. スクリプトの処理が完了したら、/var/tmp/utconfig.xxx.log の内容を確認し、
エラーが発生しているかどうかを調べます。この xxx の部分には、スクリプトのプロ
セス ID が入ります。

9. 正常に完了した場合には、53 ページの「インストールと構成のテスト」に進みます。

インストールと構成のテスト
コマンド行インタフェースとWebベースインタフェースの両方で管理アプリケーショ
ンを実行して、インストールと構成のテストを実行します。

▼ 管理アプリケーションのコマンド行インタフェースのテス
ト方法

1. Sun Ray サーバーにログインします。

2. 次のコマンドを実行します。

ソフトウェアが正しくインストールされていれば、ここでユーザーのリストが表示さ
れるか、またはユーザーがゼロであることが示されます。コマンドの実行結果がエ
ラーであった場合は、構成エラーが発生しているのでこれを修正する必要がありま
す。通常は /var/adm/messagesファイルに、問題の詳細を示すメッセージが記述
されています。

3. 正常に動作するようになったら、第 5 章「初期設定」 に進みます。

▼ 管理アプリケーションの Web ベースインタフェースのテ
スト方法

1. Sun Ray サーバーにログインします。

注 – SSL を構成した場合は、システムに適した認証をインストールして、
http://<ホスト名>:1669にアクセスしてください。

% /opt/SUNWut/sbin/utuser -l
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2. Web ブラウザを起動し、http://localhost:1660 を開くと、Web ベース管理ア
プリケーションのログインぺージが表示されます。

サーバーの構成時にポート番号に 1660以外の番号を指定した場合は、指定したポー
ト番号を使用します。

■ ブラウザが Sun Rayサーバーまたはその appliance で動作していること。
■ ブラウザが、別のマシンを HTTP Proxy Serverとして使用してWeb サーバーへプロ

キシ接続しようとしていないこと。

注 – SSLを有効にしていて、遠隔サーバーから接続する場合は、まず SSL認証の設
定をする必要があります。第 4章で、SSL認証の設定手順を説明します。

3. 管理ユーザー名 (”admin”) と Sun Ray パスワード (ワークシートの UTPASSWD) を
入力して、「Log In」 をクリックします。

4. 「ユーザー」 リンクをクリックします。

5. 「ID によりすべてのユーザーを表示」 リンクをクリックします。

ソフトウェアが正しくインストールされている場合は、リンク先のページが表示され
るか、”No Users Found”というメッセージが返されます。コマンドの実行結果がエ
ラーであった場合は、構成エラーが発生しているのでこれを修正する必要がありま
す。通常は /var/adm/messagesファイルに、問題の詳細を示すメッセージが記述
されています。

6. テストが正常に完了したら、第 5 章「初期設定」 に進みます。
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第4章

SSL認証の構成

この章では、Sun Ray Webサーバーで SSL (Secure Socket Layer) 認証を構成する際の
基本的な手順について説明します。SSL 認証を構成することにより、遠隔クライアン
トから管理アプリケーションへのアクセスのセキュリティーを高めることができま
す。

SSL認証の設定と管理についての詳細は『Sun WebServer 2.1 Installation Guide』の第
3章を参照してください。このマニュアルは、Sun Ray Enterprise Server Software 1.1
CD-ROM内の次のファイルとして提供しています。
/cdrom/cdrom0/Sun_WebServer_2.1/Solaris_2.6+/Docs/SWS_Installation.ps

この章では、次の項目について説明します。

■ 55ページの「SSL (Secure Socket Layer)認証」

■ 57ページの「必要な情報」

■ 58ページの「SSL の構成」

■ 61ページの「SSL 構成に関する障害追跡」

SSL 認証の構成が正常に完了した後、第 5章に進みます。

SSL (Secure Socket Layer)認証
Sun WebServer で SSL (Secure Socket Layer)の暗号を使用するには、公開鍵、秘密
鍵、およびクライアントを示す PKCS#7 証明書が必要です。証明書には、Web サー
バーの識別情報と公開鍵が含まれている情報、発行人の識別情報、およびデジタル署
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名が含まれています。SSL ライブラリは、FNS (Federated Naming Service) を使用し
てこの情報を格納します。証明書は、通常、VeriSign などの他社の認証局 (CA:
Certificate Authority) によって署名されます。

ローカルのルート認証局

認証局 (CA)はWebサーバーの資格を作成・管理します。Sun Ray Web サーバーで
は、ルート認証局 (RootCA)が資格をローカルで作成・管理します。RootCAユー
ザーは、自分自身の資格を作成した後、これらの資格を使用してその他の追加のWeb
サーバーの鍵パッケージと署名証明書を作成します。RootCAユーザーは、root以外
のユーザー名とします。

識別名

識別名 (DN: Distinguished Name)は、鍵パッケージと証明書を発行されたそれぞれの
ユーザーまたはホストに対する全体で一意の識別子です。識別名は鍵パッケージと証
明書の中でも使用されます。識別名は属性で構成されています。属性は、重要なもの
から順にコンマで区切って指定します。

識別名および識別名の属性は、次の形式でユーザーが指定します。

cn=commonname,ou=organizationunit,o=organization,l=locality,st=state,c=country

属性にはテキスト、数値、スペースが含まれます。それぞれの属性の詳細を次の表で
説明します。

表 4-1 識別名の属性

属性 例 説明

cn=commonname cn=sunray.eng.fun.com commonnameは、ホスト名と同じように、一意で
なければなりません。この例では、完全なドメイ
ン名を指定しています。

ou=organizationunit ou=engineering 階層構造上、commonnameが属するグループを指
定します。

o=organization o=funmicrosystems すべての組織ユニットが属する上位グループ（た
とえば、会社名）を指定します。
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完全な識別名の例を次に示します。

cn=sunray.eng.fun.com,ou=engineering,o=funmicrosystems,l=laffland,st=bliss,c=we

必要な情報
Sun WebServer の SSL を構成する前に、次の情報が必要です。

l=locality l=laffland 組織の場所（たとえば、都市名や地域名）を指定
します。

st=state st=bliss locality が属する州あるいは都道府県を指定しま
す。省略しないで、完全な名称を記述する必要が
あります。

c=country c=we 州あるいは都道府県が属する国を指定します。2文
字の省略形で指定します。

表 4-2 必要な情報

情報 例 説明

RootCA ユーザー rcauser 既存ユーザー、または新規ユーザー
を指定します。

RootCA ディレクトリ /var/certs

RootCA 識別名 (DN) cn=rcauser,o=fun,c=we 例示のために簡略化しています。

RootCA パスワード rcapass RootCAが資格に署名する際に必要
となります。

Sun Ray サーバーの rootのパ
スワード

rootpass Sun Rayサーバーの rootのパス
ワードです。

Web サーバーのドメイン名 eng.fun.com

*Web サーバーの IP アドレス 192.144.31.118

*Web サーバーの識別名 (DN) ou=eng,o=fun,l=laffland,
st=bliss,c=we

common name を除いたその他の属
性です。例示のために簡略化してい
ます。

表 4-1 識別名の属性 (続き)

属性 例 説明
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SSLの構成

注 – 以下の手順では、表 4-1と表 4-2の例に示した値を使用します。これらの値は例
であり、実際の値ではありません。SSL を正しく構成するには、実際の値を指定
してください。

▼ プライマリ Sun Ray サーバーの SSL を構成する

1. ログインするか、rlogin コマンドを使用して、Sun Ray サーバーのスーパーユー
ザーになります。

2. skiserv と cryptorand のプロセスが実行中であるかどうかを確認します。実行さ
れていない場合は、次のコマンドを使用してプロセスを再起動します。

3. ローカルの RootCA ユーザーを作成します。

*Web サーバーの証明書ディレ
クトリ

/var/certs/192.144.31.118 ディレクトリはWeb サーバーの IP

アドレスです。

*Web サーバーの証明書パス
ワード

webpass Webサーバーの資格を構成する際に
必要となります。

*それぞれのフェイルオーバー Sun Ray サーバーに対して、追加の値を指定する必要があります。

# /etc/init.d/cryptorand stop
# /etc/init.d/skiserv stop
# /etc/init.d/cryptorand start
# /etc/init.d/skiserv start

# useradd -c “Root CA user” -m -k /etc/skel -d /var/certs rcauser
# passwd rcauser
New password: rcapass
Re-enter new passwd: rcapass
# chmod 700 /var/certs
# chown rcauser /var/certs

表 4-2 必要な情報 (続き)

情報 例 説明
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4. RootCA ユーザーとしてログインし、crca スクリプトを実行して RootCA 資格を作
成します。

a. crca スクリプトの問い合わせに対して次の情報を入力します。

■ RootCA識別名 (cn=rcauser,o=fun,st=bliss,c=we)
■ RootCAディレクトリ (/var/certs)
■ RootCAパスワード (rcapass)
■ RootCAパスワードの再入力

b. crca スクリプトが資格をネームサーバーに格納するかどうかを確認するメッセー
ジに対して、y (yes) と入力します。

c. Sun Ray サーバーの root のパスワードを入力します。

5. Web サーバーの証明書ディレクトリを作成し、アクセス権と所有者を設定します。

6. sslgencrd スクリプトを実行して、Web サーバーの証明書を生成します。

a. httpd サーバーのホスト名の問い合わせに対して Return キーを押します。

b. sslgencrd スクリプトの問い合わせに対して次の情報を入力します。

■ Web サーバーのドメイン名 (eng.fun.com)
■ Web サーバーの common name 以外の識別名 (DN)

(ou=eng,o=fun,l=laffland,st=bliss,c=we)
■ Web サーバーの証明書パスワード (webpass)
■ Web サーバーの証明書パスワードの再入力

# su rcauser
$ /usr/bin/crca

Password: rootpass

$ mkdir /var/certs/192.144.31.118
$ chmod 700 /var/certs/192.144.31.118
$ chown rcauser /var/certs/192.144.31.118

$ /usr/http/bin/sslgencrd -r rcauser -d /var/certs/192.144.31.118 -i 192.144.31.118
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c. sslgencrd スクリプトの問い合わせに対して RootCA のパスワードを入力しま
す。

7. スーパーユーザーとなり、Web サーバーの証明書をインストールします。

a. sslstore スクリプトの問い合わせに対して Web サーバーの証明書パスワードを
入力します。

8. Web サーバーが SSL を使用するように構成します。

注 – この操作は、ユーザーが SSLを有効にするかどうかを尋ねられた際に、
utconfig スクリプトによって自動的に実行されます。

a. /etc/http/utadmin.httpd.conf ファイルをエディタで開きます。

b. 文字列「ssl_enable “no”」を探し、その文字列を「ssl_enable “yes”」に
変更します。

c. ファイルを保存します。

9. SSL を使用する Web サーバーを起動あるいは再起動します。

skilogin: Enter your own key package password: rcapass

$ exit
# /usr/http/bin/sslstore -i 192.144.31.118 -p /var/certs/192.144.31.118 0

/usr/bin/skilogin; Enter host key package password: webpass

# /usr/bin/htserver start

# /usr/bin/htserver restart
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▼ フェイルオーバーサーバーの証明書を構成する

注 – この操作を実行する前に、フェイルオーバーサーバーに Sun Ray サーバーソフ
トウェアをインストールしておく必要があります。

1. ログインするか、rlogin コマンドを使用して、RootCA Sun Ray サーバーの
RootCA ユーザーとなります。

2. フェイルオーバーサーバー用に第二 Web サーバーの証明書ディレクトリを作成しま
す。たとえば、次のように入力します。

3. フェイルオーバーサーバーの値を使用して、前の操作の手順 6 および、そのサブ手順
を実行します。そして、この手順に戻ります。

4. /var/certs/192.144.31.119 ディレクトリ、およびその内容をフェイルオーバーサーバー
にコピーします。

5. ログインするか、rlogin コマンドを使用して、フェイルオーバー Sun Ray サーバー
のスーパーユーザーになります。

6. フェイルオーバーサーバーの値を使用して、前の操作の手順 7 から手順 9 を実行しま
す。そして、この手順に戻ります。

7. フェイルオーバーサーバーが正常に動作したら、フェイルオーバーサーバーから
/var/certs/192.144.31.119 ディレクトリを削除します。

SSL構成に関する障害追跡
SSL 構成にエラーが存在してはいけません。SSL 構成が原因で問題が発生した場合
は、SSL をすべて再構成することが最良の改善策です。この方法によって、問題を
もっとも早く、確実に解決できます。SSL を再構成する前に、構成情報を完全に削除
しておく必要があります。

$ mkdir /var/certs/192.144.31.119
$ chmod 700 /var/certs/192.144.31.119
$ chown rcauser /var/certs/192.144.31.119



62 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル • 2000年 4月

▼ すべての SSL 情報を削除する

注 – 以下の操作は、RootCA情報を含む、すべての SSL 情報を削除します。

1. ログインするか、rlogin コマンドを使用して、Sun Ray サーバーのスーパーユー
ザーになります。

2. skiserv サーバーを停止します。

3. FNS (Federated Naming Service) ディレクトリを削除します。

4. skiserv サーバーを起動します。

5. 58 ページの「プライマリ Sun Ray サーバーの SSL を構成する」の手順に従って、
SSL を再構成します。

# /etc/init.d/skiserv stop

# /usr/bin/rm -rf /var/fn

# /etc/init.d/skiserv start
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第5章

初期設定

この章では、Sun Rayシステムの初期設定について説明します。

■ 63ページの「デフォルトのシステム構成について」

■ 64ページの「Sun Rayインターコネクトファブリックの構成」

■ 68ページの「システムパラメタの設定」

注 – Sun Ray システムに固有のコマンドを表示するには、
% man -a -M /opt/SUNWut/man コマンド名

と入力するか、
% setenv MANPATH=/opt/SUNWut/man

でパスを設定してから、通常の manコマンドを利用してください。

デフォルトのシステム構成について
サーバーに Sun Rayサーバーソフトウェアをインストールした後、インストール済み
のネットワークインタフェースカードに対して Sun Rayインターコネクトファブリッ
クを構成する必要があります (64ページの「Sun Ray インターコネクトファブリック
の構成」を参照)。デフォルトの設定ではインタフェースごとに 225ユニットまでの
applianceの接続を可能にします。実セッションの作成は、Sun Rayインターコネクト
ファブリックに appliance を接続した後で実行されるため、このデフォルトを選択し
ても、すぐに領域が不足したり性能が低下することはありません。
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Sun Ray 1 enterprise applianceには工場出荷時にファームウェアがロードされていま
す。appliance とサーバーのファームウェアのバージョンが異なる場合は、接続時に
自動的に、appliance の方のバージョンがサーバーのファームウェアのバージョンに
合わせて変更されます。すべての appliance のファームウェアバージョンが同じであ
ることを確認するには、utfwadmコマンドを実行します (74ページの「PROM の
バージョン管理」を参照)。

Sun Ray 1 appliance はスマートカードに対応しています。デフォルトの認証プロトコ
ルを使用した場合は、すべてのユーザーに対して Solarisの dtlogin 画面が表示さ
れ、ここから通常の Solarisと同様にユーザー ID とパスワードを利用してログインす
ることになります。デフォルトのプロトコルでは、スマートカードが有効な場合はす
べて受け付けられ、そのユーザーのセッションが作成されます。スマートカードユー
ザーにも、Solarisの dtlogin画面が表示されます。

Solarisシステムへのユーザーの追加には、通常の Solaris と同様の方法を使用しま
す。

「設定」画面を表示するためのデフォルトのキーシーケンスは、Sun キーボードでは
Shift+Propsです。デフォルトキーシーケンスの変更方法の詳細は、83ページの「デ
スクトップ属性の定義」を参照してください。

Sun Rayインターコネクトファブリックの構成
utadm コマンドを実行すると、ネットワークインタフェースカード (NIC)、インター
コネクトファブリック用の DHCPサービス Sun Rayログ管理機能がが構成されま
す。デフォルトの DHCP設定では、各インタフェースが 225のホストに対して設定
され、Sun Rayインターコネクトファブリックのプライベートネットワークアドレス
を使用します。インターコネクトファブリックの構成時に、appliance のファーム
ウェアのバージョンがサーバーのファームウェアのバージョンと異なる場合は、自動
的にサーバー側に合わせて変更されます。

注 – Sun Ray サーバーソフトウェアは、DHCPを使用する他の製品とともに動作し
ます。
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注 – Ethernetコントローラをインストールした直後の場合は、サーバーの起動時に
は必ず -rフラグを使用してください (boot -r)。これにより新しいインタ
フェースが検出され、適切なデバイスファイルが作成されます。

注 – フェイルオーバー機能のためのインタフェース、IPアドレス、DHCPデータの
構成については、『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュアル (上
級編)』を参照してください。インタフェースを構成するときに、DHCP構成
データが正しく設定されていないと、フェイルオーバー機能が正しく機能しませ
ん。

Sun Enterprise 10000 の管理での注意事項

Sun Enterprise 10000で Alternate Pathing (AP) ネットグループを使用している場合
は、インタフェース名が AP メタネットワーク名と同一である必要があります。詳細
については、『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュアル (上級編)』を
参照するか、購入先にお問い合わせください。

▼ インターコネクトを構成する

フェイルオーバー機能の設定に関する詳細については、『Sun Ray Enterprise Server
Software 1.1 管理マニュアル (上級編)』を参照してください。

1. 以下のように入力してください。

インタフェース名は、hme[0-9]、qfe[0-9]、gem[0-9]などと表記されます。

たとえば、次のように入力します。

次のようなダイアログが起動します。ここでデフォルト値を使用する場合は、yを入
力します

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -a interface_name  {-a interface_name} ...

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -a gem0
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デフォルト値を使用しない場合は、nを入力し、新しい値を入力します。この場合は
以下のようなメッセージが表示されます。この例では、ネットワークを
192.168.128から 192.168.129に変更し、最大 14のセッション用に構成していま
す。

Configuring the Sun Ray Interconnect Fabric

### Configuring /etc/nsswitch.conf
### Disabling Routing
### configuring gem0 interface at subnet 128

Selected values for interface "gem0"
host address:  192.168.128.1
net mask: 255.255.255.0
net address:  192.168.128.0
host name: quark-128
net name: SunRay-128
first unit address: 192.168.128.3
last unit address: 192.168.128.254
firmware server:    192.168.128.1

Accept as is?  ([Y]/N): y
### successfully setup "/etc/hostname.gem0" file
### successfully setup "/etc/inet/hosts" file
### successfully setup "/etc/netmasks" file
### successfully setup "/etc/inet/networks" file
### finished install of "gem0" interface
### Building network tables - this will take a few minutes
### Configuring DHCP Service for Sun Ray
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Configuring the Sun Ray Interconnect Fabric

### configuring /etc/nsswitch.conf
### Disabling Routing
### configuring gem0 interface at subnet 128

Selected values for interface "gem0"
host address: 192.168.128.1
net mask: 255.255.255.0
net address: 192.168.128.0
host name: quark-128
net name: SunRay-128
first unit address: 192.168.128.3
last unit address: 192.168.128.254
firmware server: 192.168.128.1

Accept as is?  ([Y]/N): n
new host address:  [192.168.128.1] 192.168.129.1
new netmask: [255.255.255.0]
new first Sun Ray address: [192.168.129.3]
new last Sun Ray address: [192.168.129.254] 192.168.129.16
Selected values for interface "gem0"

host address: 192.168.129.1
net mask: 255.255.255.0
net address: 192.168.129.0
host name: quark-129
net name: SunRay-129
first unit address: 192.168.129.3
last unit address: 192.168.129.16
firmware server: 192.168.129.1

Accept as is?  ([Y]/N): y
### successfully setup "/etc/hostname.gem0" file
 hostname "quark-129" appears in "/etc/inet/hosts" file with
another IP
address, fix? ([Y]/N):  y
### successfully setup "/etc/inet/hosts" file
### successfully setup "/etc/netmasks" file
### successfully setup "/etc/inet/networks" file
### finished install of "gem0" interfac
### Building network tables - this will take a few minutes
### Configuring DHCP Service for Sun Ray
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さらに以下のような出力が続きます。

2. サーバーを再起動して、appliance の電源を再投入します。

注 – utadm -p と入力すると、現在のインタフェース構成を表示できます。

システムパラメタの設定
1つのサーバーでは多くのセッションが行われるため、ユーザーごとの最大プロセス
数 (maxuprc)と端末数 (pt_cnt)を、Solarisのデフォルトレベルより増やしておく必
要があります。最大ユーザー数と、1ユーザーが使用する端末ウィンドウの平均数 (た
とえば、ソフトウェアの開発には 8～ 10の端末ウィンドウが使用されます)の積を、
pt_cnt 値に設定します。utadmコマンドを実行してインターコネクトファブリック
を構成すると、これらの数値が小さい場合は、値の増加を要求するメッセージが表示
されます。

▼ システムパラメタを設定する

1. /etc/system から root として、テキストエディタを使用してこれらのパラメタを
設定します。たとえば、次のように入力します。

### Configuring DHCP Service for Sun Ray

### stopped DHCP daemon
### started DHCP daemon
### Configuring firmware version for Sun Ray
        All the units served by "quark" on the 192.168.128.0
        network interface, running firmware other than version
        "1.0_4,REV=1999.02.23.20.39" will be upgraded at their next power-on.

### Configuring Sun Ray Logging Functions
 syslog service starting.

set maxuprc=50
set pt_cnt=999
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2. システムを再起動します。

以上で Sun Rayシステムが使用できるようになりました。デフォルト以外の認証ポリ
シーを使用する場合は、77ページの「認証ポリシーの選択」を参照してください。選
択したポリシーに準拠してユーザーを追加する方法については、 145ページの「ユー
ザーの追加と削除」を参照してください。
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第6章

Sun Rayシステムの管理

この章では、設定オプションに関する以下の項目について説明します。

■ 71ページの「Sun Rayインターコネクトファブリックのインタフェース」

■ 74ページの「PROM のバージョン管理」

■ 77ページの「認証ポリシーの選択」

■ 82ページの「ユーザー管理」

■ 82ページの「プリンタ管理」

■ 83ページの「デスクトップ属性の定義」

■ 88ページの「セッションマネージャ」

■ 89ページの「システムの監視」

注 – Sun Rayシステムに固有のコマンドについての詳細は、マニュアルページを参照
してください。Sun Rayのマニュアルページは /opt/SUNWut/man ディレクト
リにあります。

Sun Rayインターコネクトファブリックのインタ
フェース
Sun Rayインターコネクトファブリックの管理には、utadmコマンドを使います。こ
のコマンドにより、インタフェースの追加、削除、一覧表示ができます。
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注 – utadm を実行するには、スーパーユーザー権限が必要です。

注 – フェイルオーバー機能のためのインタフェース、IPアドレス、DHCPデータの
構成については、『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル (上
級編)』を参照してください。インタフェースを構成するときに、DHCP構成
データが正しく設定されていないと、フェイルオーバー機能が正しく機能しませ
ん。

▼ インタフェースを追加する

● 以下のように入力します。

このコマンドでは interface_nameで指定したネットワークインタフェースを、Sun Ray
のインターコネクトとして構成します。サブネットアドレスは、独自に指定しても、
デフォルトのものを使用してもかまいません。デフォルトのサブネットアドレスの場
合は、192.168.128.0 ～ 192.168.254.0 の範囲にある予約済みのプライベートサブネット
番号の中から値が選択されます。インターコネクトを選択すると、hosts、
networks、netmasksの各ファイルに適切なエントリが作成されます (これらのファ
イルが存在しない場合は新規に作成されます)。次に、ネットワークインタフェースが
起動されます。

有効な Solarisネットワークインタフェースであれば、どれでも使用できます。たとえ
ば、hme[0-9]、qfe[0-9]などを使用できます。

注 – フェイルオーバー機能の構成に関する詳細については、『Sun Ray Enterprise
Server Software 1.1管理マニュアル (上級編)』を参照してください。

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -a interface_name  {-a interface_name} ...
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▼ インタフェースを削除する

● 以下のように入力します。

このコマンドでは、hosts、networks、netmasksの各ファイルに作成されたエン
トリを削除し、指定したインタフェースの Sun Rayインターコネクトとしての機能を
停止します。

▼ すべてのインタフェースを削除する

● 以下のように入力します。

このコマンドでは、すべての Sun Rayインタフェースに関連するすべてのエントリお
よび構造を削除します。Sun Rayソフトウェアを削除するときは、あらかじめ utadm

-rコマンドを実行しておいてください。

▼ Sun Ray インターコネクト設定を表示する

● 以下のように入力します。

このコマンドでは、各インタフェースのホスト名、ネットワーク、ネットマスク、お
よび DHCPによって Sun Rayユニットに割り当てられた IP アドレスの数を表示しま
す。

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -d interface_name  {-d interface_name} ...

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -r

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -p
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PROMのバージョン管理
この節では、Sun Ray 1 enterprise applianceの PROMに記録されているファームウェ
アの管理オプションについて説明します。サーバーと各 appliance のファームウェア
のバージョンの同期には、主に utfwadmコマンドを使用します。このコマンドは、
以下の機能をサポートしています。

■ DHCPバージョン変数の設定と設定解除

■ 一部またはすべての appliance のアップグレード

■ 一部またはすべてのサブネットのアップグレード

注 – DHCPバージョンの変数を定義していれば、新規に接続した applianceのファー
ムウェアとサーバーのファームウェアのバージョンが一致しない場合は、
applianceのファームウェアはサーバーのファームウェアのバージョンに置き換
えられます。

utfwadm を実行するには、スーパーユーザー権限が必要です。このコマンドは、アッ
プグレードする appliance の選択に使用します。選択は、各 applianceに個別でも、
サブネット単位でも行えます。

表 6-1 utfwadm コマンドのオプション

オプション 説明

-A アップグレードする applianceのリストに指定した applianceを
追加し、適切な DHCPバージョン変数を設定します。

-D アップグレードする applianceのリストから、指定した
appliance を削除します。また、適切な DHCPバージョン変数を
設定解除します。ただし、この場合でも applianceのアップグ
レードは実行されます。

-a すべての applianceを指定します。
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注 – 詳細については、utfwadm (1m)のマニュアルページを参照してください。

使用例

■ hme1インタフェース上のすべての appliance を更新するには、以下のように入力
します。

注 – サーバーは再起動してください。ファームウェアを強制的にアップグレードする
には、Sun Ray 1 applianceの電源を再投入する必要があります。

■ Ethernet (MAC)アドレスが 08:00:20:4c:12:1fである appliance を更新するに
は、次のように入力します。

-e 完全な Ethernet

アドレス (MACア
ドレス)

Ethernetアドレスで applianceを指定します。入力されたアドレ
スは 16進数として解釈されます。

-n interface_name applianceを接続するサブネットを指定します。複数のインタ
フェースの場合は、-n interface_nameエントリを連続して指定
します。すべてのインタフェースを指定する場合は、-n allを
使用します。

-f パス アップグレードファイルがある場所のパスを指定します。
-f を使用しない場合、アップグレードはデフォルトのファーム
ウェアファイルを使って行われます。これらのファイルは、次の
場所にあります。
/opt/SUNWut/lib/firmware

# /opt/SUNWut/sbin/utfwadm -A -a -n hme1

# utfwadm -A -e 0800204c121f -n hme1

表 6-1 utfwadm コマンドのオプション (続き)

オプション 説明
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■ アドレスが 08:00:20:4c:12:1c、08:00:20:4c:12:1d、
08:00:20:4c:12:1e である各 appliance をアップグレードするには、次のよう
に入力します。

▼ utload コマンドを使用不可にする

すべてのユーザーに強制的に、同じバージョンのファームウェアを使用させるには、
allowFWload の値を false に設定します。この設定により utloadコマンドは使用
不可になり、ユーザーはファームウェアを appliance にダウンロードできなくなりま
す。

1. /etc/opt/SUNWut/auth.props ファイルをテキストエディタで開きます。

2. ファイルの末尾近くにある Allow Firmload Download セクションで、エントリのコメ
ントを解除し、値を false に設定します。

▼ utload コマンドを使用可能にする

デフォルト値は true です。ただし、ダウンロードを可能にする必要がある場合は、以
下の手順を実行します。

1. /etc/opt/SUNWut/auth.props ファイルをテキストエディタで開きます。

2. ファイルの末尾近くにある Allow Firmload Download セクションで、エントリのコメ
ントを解除し、値を true に設定します。

# utfwadm -A -e 0800204c121c -n hme1
# utfwadm -A -e 0800204c121d -n hme1
# utfwadm -A -e 0800204c121e -n hme1

allowFWLoad = false

allowFWLoad = true
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認証ポリシーの選択
認証ポリシーの選択 (概要については 22ページの「認証マネージャ」を参照) では、
スマートカード (card)ユーザーと非スマートカード (pseudo)ユーザーに関するいく
つかの質問に回答する必要があります。適切なボックスをチェックして、各質問に回
答してください。どの質問に対する回答も、複数のボックスのチェックが可能です。

表 6-2 認証ポリシーの質問

質問

スマートカード

ユーザー

(card)

非スマートカー

ドユーザー

(pseudo)

1.必ず登録されている必要があるのはどの種類の
ユーザーですか。(登録されていないユーザーは認
証マネージャによって拒否されます。)

[ ] [ ]

2.質問 1で選択したユーザーのうち、自己登録を許
可するのはどの種類のユーザーですか。(ここでの
選択に関係なく、すべての種類のユーザーを集中的
に登録できます。)

[ ] [ ]

3.質問 1で選択しなかったユーザーのうち、
ZeroAdmin モジュールの使用を許可するユーザー
の種類はどれですか。(ZeroAdmin モジュールは、
すべてのユーザーにアクセスを許可します。)

[ ] [ ]
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以下の表に、認証ポリシーの設定例をいくつか示し、それらのポリシーを実現するた
めには前の質問にどのように回答すれば良いかを示します。質問に対する回答
(none、card、pseudo、both のいずれか)は、次の節で説明する認証マネージャ設定
コマンドのオプションとも直接に関係します。

認証ポリシーの有効化

utpolicy コマンドでは、Sun Rayサーバーの認証ポリシーを指定します。このコマ
ンドで指定する引数は、表 6-2で回答した質問の内容に非常に似ています。このコマ
ンドでは、入力された引数に従って、認証モジュールを適切に組み合わせて認証ポリ
シーを実装します。

表 6-3 認証ポリシーの例

認証ポリシーの例

質問 1

(-r オプ

ション)

質問 2

(-s オプ

ション)

質問 3

(-z オプ

ション)

1.すべての種類のユーザーが、登録なしでシ
ステムを使用できるようにします。これは、
Sun Ray システムのデフォルトのポリシーで
す。

none none both

2.サイト管理者が登録を作成したスマート
カードだけを許可します。自己登録は許可せ
ず、ユーザーが applianceを使用する場合はス
マートカードを挿入する必要があります。

card none none

3.スマートカードはすべて無視しますが、非
カードユーザーは許可します。applianceは従
来のワークステーションのように動作しま
す。

none none pseudo

4.スマートカードはすべて登録されている必
要がありますが、非カードユーザーでも
applianceを使用できるようにします。カード
ユーザーは自己登録できます。

card card pseudo

5.スマートカードユーザーも非カードユー
ザーもすべて登録されている必要があります
が、カードユーザーだけに自己登録を許可し
ます。

both card none
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▼ 認証ポリシーを有効にする

1. 表 6-2 の質問に回答し、その答えを手元に控えておきます。

2. 手順 1 で控えた回答を元に、以下のコマンドを入力します。

回答の値として入力できるのは、card、pseudo、both のいずれかです。回答が
「none」だった質問については、その回答に対応する引数とフラグを省略して入力し
ます。

注 – 自己登録方式を使用する場合に、確認のために Solarisユーザー名とパスワード
を入力させる必要がないときは、utpolicyのコマンド行に -pフラグを追加し
ます。-pフラグは、コマンド行の任意の位置に入力できます。

注意 – -pフラグを使うと、登録されていないスマートカード (-r cardまたは -r

bothを指定する場合)または登録されていない appliance (-z pseudoまたは
-z both を指定する場合)からも、登録が許可されます。

注 – ポリシー例 2、4、5のいずれかを指定する場合は、集中的なユーザー登録を支
援するため、トークンリーダー設定情報を入力する必要があります。80ページ
の「トークンリーダーを設定する」を参照してください。

次の表では、表 6-3で示した 5つの例について、それぞれ入力するコマンド行を示し
ます。

# /opt/SUNWut/sbin/utpolicy -a -r <質問 1の回答> -s <質問 2の回答> -z <質問 3の回答>

表 6-4 認証ポリシー例を設定するために使用するコマンド

例 入力するコマンド

1 # utpolicy -a -z both

2 # utpolicy -a -r card

3 # utpolicy -a -z pseudo

4 # utpolicy -a -r card -s card -z pseudo

5 # utpolicy -a -r both -s card
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3. Sun Ray サーバーを再起動します。

注 – サーバーを再起動するまで、認証マネージャは新しいポリシーの使用を開始しま
せん。新しいポリシーを開始する前に既存のセッションをすべて消去する場合
は、表 6-5を参照してください。

▼ トークンリーダーを設定する

コマンドで、スマートカードを登録する appliance を指定する方法を解説します。

● 設定するポリシーを決め、コマンドに -t clear -t add:nnnnnnnnnnnn を追加し
ます。たとえば、以下のように入力します。

nnnnnnnnnnnnには、スマートカードリーダーとして使用する appliance の Ethernet
アドレスを、完全な形式で (たとえば、0800204c121cのように) 指定します。現時
点では、Ethernetアドレスは小文字で指定する必要があります。

utpolicy の考慮事項

この節では、utpolicyコマンドのオプションとポリシーの管理方法について説明しま
す。詳細については、82ページの「古いポリシーの消去」を参照してください。

ポリシーの変更と utpolicy コマンド

ポリシーの変更を適用すると、utpolicyコマンドによって次のどちらかのメッセー
ジが表示されます。

注 – トークンリーダーを追加した場合は、電源を再投入するか、あるいはトークン
リーダー専用に使用されている applianceをリセットする必要があります。

# /opt/SUNWut/sbin/utpolicy -a -r card -z pseudo -t clear -t add:nnnnnnnnnnnn
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図 6-1 utpolicyポリシーの変更メッセージ (1)

次のようなメッセージの場合もあります。認証マネージャーの再起動が必要なことが
通知されます。

図 6-2 utpolicyポリシーの変更メッセージ (2)

THE MOST RECENT POLICY CHANGE WAS SIGNIFICANT.

(If you cannot afford to terminate existing sessions, then you can
restart the authentication manager without clearing existing
sessions. Note that some sessions that were granted access under
the old policy may persist. Use the following command to restart
the authentication manager without clearing existing sessions:
"/opt/SUNWut/sbin/utpolicy -i soft")

The authentication manager must be restarted for changes to take
effect. Note that all existing sessions will be terminated. Please
run the following command:

/opt/SUNWut/sbin/utpolicy -i clear

The authentication manager must be restarted for changes to take
effect. If a significant policy change has been made then the
following command should be run, note that all existing sessions
will be terminated:

/opt/SUNWut/sbin/utpolicy -i clear

If a minor policy change was made, such as adding a dedicated card
reader terminal, then it is not necessary to terminate existing
sessions and the following command is preferred:

/opt/SUNWut/sbin/utpolicy -i soft
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古いポリシーの消去
サーバーを再起動する代わりに、utpolicy -i clear コマンドを使用してくださ
い。の utpolicy コマンドに関する説明を参照してください。

ユーザー管理
現在は、すべてのユーザーが通常の Solarisユーザーと見なされます。Solaris ユー
ザーの管理の詳細については、Solarisのマニュアルを参照してください。Sun Ray
ユーザーの管理の詳細については、第 9章「Sun Rayユーザーの管理」を参照してく
ださい。

プリンタ管理
Sun Ray 1 applianceで使用するプリンタを追加する場合は、Solarisの Admintoolを
使用して、通常のネットワークプリンタまたはローカル (サーバー) プリンタとして追
加します。Sun Rayインターコネクトファブリックには追加しません。Sun Ray 1
appliance への直接のプリンタ接続は、今回のリリースではサポートしていません。

表 6-5 utpolicy (clear、soft)コマンド

コマンドおよびオプション 結果

/opt/SUNWut/sbin/utpolicy -i clear 重要なポリシー変更を行った場合は、こ
のオプションを使用します。現在のセッ
ションはすべて終了します。

/opt/SUNWut/sbin/utpolicy -i soft 専用のトークンリーダー (スマートカード
リーダー端末)の追加など、ポリシーの小
さな変更な場合は、このオプションを使
用します。小さな変更では現在のセッ
ションを終了する必要はありません。
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デスクトップ属性の定義
この節では、Sun Ray 1設定 GUI (グラフィックユーザーインタフェース)の使用方法
と構成方法について説明します。この Sun Ray 1 設定 GUIは、Sun Ray 1 enterprise
appliance の設定変更に使用します。

図 6-3 「Sun Ray 1 設定」ウィンドウ

Sun Ray 1 設定 GUI の使用

Sun Ray 1設定 GUIは、ユーザーが現在ログインしている Sun Ray 1 enterprise
appliance の設定内容を表示および変更するための対話型プログラムです。このプロ
グラムは、以下の 2つの方法で起動できます。
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■ デフォルトでは、ユーザーが dtloginでセッションにログインしたときに、Sun
Ray サーバーが各セッションのインスタンスを起動します。「Sun Ray 1設定」
ウィンドウは最初は表示されず、ユーザーがホットキー (デフォルトでは
Shift+Props) を押すと表示されます。ホットキーをもう一度押すと、閉じます。

■ 以下のコマンドを入力して、別のインスタンスを起動する方法もあります。

いずれの場合も、Sun Ray 1設定 GUIはセッションマネージャに問い合わせて現在使
用されている enterprise applianceを特定し、その applianceに接続して現在の値を取
得します。この GUIはセッションマネージャへの接続の維持もサポートするので、
ユーザーが別の appliance に移動した場合でも、セッションマネージャはこの GUIの
通知が可能です (ユーザーの移動は、スマートカードを取り出して別の enterprise
appliance に挿入することによって行います)。

ユーザーが別の enterprise appliance に移動すると、Sun Ray 1設定 GUIはユーザー
を追跡し、移動先の appliance に接続して現在の設定を取得します。Sun Ray 1 設定
GUIはユーザーの移動を追跡しますが、appliance の設定はそのまま維持されます。
たとえば、ユーザーが Sun Ray 1設定 GUIを使って appliance 1の音量を 28に設定
した後に appliance 2に移動した場合、Sun Ray 1設定 GUIには appliance 2の現在の
音量が表示されます。その後、ユーザーが appliance 1 に戻った場合、その間にほか
のユーザーが設定を変更していなければ、Sun Ray 1設定 GUIの音量表示は 28に戻
ります。

Sun Ray 1設定 GUIを起動すると、ユーザーは「カテゴリ」プルダウンメニューから
「オーディオ出力」、「オーディオ入力」、「マウス」、「ディスプレイ」、「ビデ
オ」の各グループの設定を表示することができます。適切なスライダ、チェックボッ
クス、またはプルダウンの移動や変更を行うだけで、appliance の設定が直ちに更新
されます。ただし、「解像度@リフレッシュレート」の設定だけは例外で、appliance
が変更される前と後に確認のダイアログが表示されます。

% /opt/SUNWut/bin/utsettings
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Sun Ray 1設定 GUIでは、次のコマンド行オプションがサポートされます。

注 – Sun Ray 1設定 GUIは、ホットキーモードでは 1セッションにつき 1つのイン
スタンスしか実行できません。

Sun Ray 1 設定 GUI の設定

Sun Ray 1設定 GUIでは、ウィンドウの表示と非表示を切り替えるときにユーザーが
押すホットキーを設定できます。このカスタマイズは 3つのレベルで行うことができ
ます。

■ サイト全体のデフォルトの設定

■ ユーザーのデフォルトの設定

■ サイト全体の必須の設定

これらのカスタマイズレベルをサポートするために、Sun Ray 1設定 GUIは起動時に
以下の Java属性ファイルを以下の順序で探します。

■ /etc/opt/SUNWut/utsettings_defaults.properties (サイト全体のデフォ
ルト) このファイルは最初に読み込まれ、役に立つデフォルトの属性を含みます。
ここで指定した属性は、アプリケーションに組み込みのデフォルト値に優先しま
す。

表 6-6 コマンド行オプション

オプション 説明

-H Sun Ray 1設定 GUI をホットキーモードで起動します。この
モードでは、Sun Ray 1設定 GUI は非表示であり、ホットキー
を押すと表示されます。ホットキーをもう一度押すと、「Sun

Ray 1設定」ウィンドウが閉じます。ホットキーはユーザーまた
はサイト単位で定義できますが、デフォルトのホットキーは
Shift+Props です (Shiftキーを押しながら Props キーを押しま
す)。このモードの場合、Sun Ray 1設定 GUI は移動先の
applianceに従います。ホットキーの定義の詳細は、85ページの
「Sun Ray 1設定 GUI の設定」 を参照してください。
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■ /home/anyuser/.utsettings.properties (ユーザーのデフォルト)このファイ
ルは 2番目に読み込まれ、ユーザーの望む属性値を含みます。ここで指定した属性
は、アプリケーションに組み込みのデフォルト値やサイト全体のデフォルト値に優
先します。

■ /etc/opt/SUNWut/utsettings_mandatory.properties (サイト全体の必須
のデフォルト) このファイルは最後に読み込まれ、ユーザーが取り消すことができ
ないサイト全体の強制的な設定を含みます。ここで指定した属性は、アプリケー
ション、サイト全体、およびユーザーのデフォルト値に優先します。

使用例

■ Sun の Props キーのない、一般の PCキーボードを使用するサイトの場合、サイト
全体のデフォルトファイルを使用して、Props キーの代わりにファンクションキー
を指定することができます。この場合、ユーザーが別のデフォルト値を指定したけ
れば、ユーザーのデフォルトファイルを使って指定することができます。

■ ユーザー教育やサポートの負担を軽減するなどの目的で、サイトのすべての
appliance で標準のホットキーを必ず使用するポリシーを定めているとします。こ
のような場合は、サイト全体の必須のデフォルトファイルを使用することで、標準
のホットキーを指定することができます。この場合、ユーザーが独自に設定変更を
行うことはできません。

属性ファイルのホットキーエントリの形式は、次のとおりです。

ここで、valueには、サポートされている修飾キー (Ctrl、Shift、Alt、Meta)を 1
つ以上、任意の順序で指定し、有効な X の keysym名を指定します。次の表に値の例
を示します。

utsettings.hotkey=value

表 6-7 ホットキーの値の例

値の例 備考

Shift SunProps これがアプリケーションのデフォル
トです。

F3

Shift F4

Ctrl Shift Alt F5
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▼ Sun 以外のキーボードのホットキー設定をサイト全体で変更する

1. root でログインし、テキストエディタで
/etc/opt/SUNWut/utsettings_defaults.properties ファイルを開きます。

注 – 必須の値に変更を加えるには、
/etc/opt/SUNWut/utsettings_mandatory.propertiesファイルの値を
変更します。

2. ホットキーの本来のエントリを見つけたら、文の先頭に # を追加します。

#は本来のホットキー属性をコメントアウトします。

3. 最初のステートメントの後に、新しいホットキー属性を入力します。たとえば、次の
ように入力します。

4. utsettings_defaults.properties ファイルを保存します。

新しいホットキーは、次にユーザーがログインしたときに有効になります。変更後に
ログインしたユーザーは、新しいホットキーを使って「Sun Ray 1 設定」ウィンドウ
を表示できます。変更前にすでにログインしていたユーザーは、以前の値を使用しま
す。

▼ Sun 以外のキーボードのホットキー設定をユーザー単位で変更す
る

1. ユーザーのホームディレクトリ (/home/username) で、ユーザーに次のように入力さ
せます。

これにより、.utsettings.propertiesファイルが作成されます。

# utsettings.hotkey=Shift SunProps

utsettings.hotkey=Shift F8

% touch .utsettings.properties
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2. ユーザーに .utsettings.properties ファイルを編集させます。ユーザーが希望
するホットキーを指定する行をファイルに追加します。たとえば、次の行を追加しま
す。

3. .utsettings.properties ファイルをユーザーに保存させます。

4. 新しいホットキーを有効にするために、ユーザーにログアウトさせ、続いてログイン
させます。

セッションマネージャ
セッションマネージャは、Sun Ray enterprise serverのソフトウェアデーモンです。
このデーモンは、認証マネージャや各種サービスと連携して動作します。デフォルト
の Sun Rayシステムを使用している場合は、セッションマネージャのデフォルト設定
を変更する必要はありません。しかし、変更が必要な場合は、Sun Ray固有のコマン
ドである utsessiond を使って以下のことを行うことができます。

■ セッションマネージャデーモンの再起動

■ セッションマネージャのホスト名の設定

■ セッションマネージャの待機ポートの設定

■ 許可される認証マネージャの指定

注 – このコマンドを使用するには、スーパーユーザーである必要があります。

▼ セッションマネージャを再起動する

● セッションマネージャが終了後に自動的に再起動しない場合は、次のように入力しま
す。

utsettings.hotkey=Shift F8

# /etc/init.d/utsvc stop すべてのデーモンを停止
# /etc/init.d/utsvc start すべてのデーモンを起動
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システムの監視
デフォルトの Sun Rayシステムでは、appliance とスマートカードはそれぞれ 1つの
セッションにマッピングされています。セッション番号と X サーバー番号は 1対 1で
対応します。

▼ 実行中のすべての X サーバーを一覧表示する

● 端末エミュレータの幅を広げてから、次のように入力します。

注 – ルートの Xsunプロセス (通常、プロセス ID 1)が停止して、Xsunの子プロセス
が残った場合は、新しい一般ユーザーは画面に緑とかげカーソルが表示されま
す。

▼ 暴走しているプロセスを見つける

暴走しているプロセスは、cpuや vszを使用している割合が高かったり、アプリケー
ションや X サーバーで 100 Mバイト以上のメモリーを使用していたりします。

% ps -ef | grep Xsun
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● 暴走しているプロセスを見つけるには、ps コマンドを使用します。次のように入力し
ます。

出力されたプロセス情報をファイルに保存し、ソートすると読みやすくなります。

以下のログファイルは特定のイベントを追跡します。

■ /var/opt/SUNWut/log/messages appliance と認証マネージャのイベント

■ /var/adm/message 通常のシステムメッセージと、セッションマネージャのイベ
ント

注 – Sun Ray 1 applianceのログのレベルは、DHCP パラメタによって制御されま
す。

使用されていないセッションと切断されたセッションは、15分経過すると自動的にク
リーンアッププログラムによって削除されます。

その他の便利な監視ツールには、次のものがあります。

■ パフォーマンスメーター—システムのパフォーマンスを表示する

% ps -o rss -o vsz -o pcpu -o args -e -o user
または

% ps -o rss,vsz,pcpu,args,user -e

表 6-8 ps コマンドのオプション (抜粋)

オプション/指定 説明

-o コマンドの出力をフォーマットします。

-e 現在実行中のすべてのプロセスを一覧表示します。

rss 常駐セットのプロセスのサイズを KBで表示します。

vsz 仮想記憶内のプロセスのサイズを KBで表示します。

pcpu 使用可能な CPU時間のうち、プロセスが使用中の CPU時間の割
合をパーセントで表示します。

args プロセスの起動に使用したコマンドの完全な名前を一覧表示しま
す。

user プロセスを起動したユーザーのユーザー ID を一覧表示します。
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■ snoop コマンド—パケットレベルでネットワークデータを解析する
■ netstat コマンド—ネットワークの統計情報を提供する
■ dhtadm コマンド— DHCP情報を構成する
■ Solaris Resouce Manager (SRM) —主なシステム資源の割り当てと管理を行う

▼ Open Windows™ パフォーマンスメーターを起動してサー
バーの統計情報を表示する

● 次のように入力します。

▼ ネットワークパケットを調べる

1. snoop コマンドを実行すると、ネットワークパケット (DHCP) 情報を調べることがで
きます。たとえば、Sun Ray 1 appliance 08:00:20:af:24:1c のアクティビティ記録を
/tmp/trace.snoop ファイルに出力するには、スーパーユーザーとして次のように
入力します。

2. ネットワークを指定して snoop コマンドを実行するには、次のように入力します。

▼ ネットワークの状態を調べる

1. netstat コマンドを実行してネットワークの状態を調べるには、次のように入力し
ます。

このコマンドでは、ループバック、インターネット、イントラネット、および Sun
Ray ネットワークの状態と、トラフィックのレベルを表示します。

% /usr/openwin/bin/perfmeter -a -d

# snoop -o /tmp/trace.snoop 08:00:20:af:24:1c

# snoop -d hme1

% netstat -i
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2. netstat コマンドを実行して、どのポートがアクティブであるか、何が待機している
か (たとえば、セッションマネージャがポート 7007、認証マネージャが 7009と 7010

で待機しているなど)、タイムアウト、および再起動を表示するには、次のように入力
します。

▼ DHCP 情報にアクセスする

● dhtadm コマンドを実行します。

このコマンドでは、DHCPテーブルを表示します。DHCPテーブルには IP アドレス
も表示されます。

% netstat -n

# dhtadm -P
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第7章

管理アプリケーション

この章では、Sun Ray管理の概要を説明します。また、Sun Ray 管理アプリケーショ
ンの使用方法について説明します。

以下の項目について説明します。

■ 93ページの「管理アプリケーションの概要」

■ 95ページの「トークンリーダー」

■ 97ページの「管理アプリケーションの使用」

管理アプリケーションの概要
Sun Rayシステムではできる限り UNIX の概念を使用しながら、必要に応じて Sun
Ray server software 固有の機能を追加しています。Sun Ray 管理アプリケーションを
使用して、Sun Rayユーザーや Sun Ray 1 enterprise appliance (デスクトップ)を管理
することができます。2つの概念の概要と従来の UNIXの概念の違いについて説明し
ます。

Sun Ray 1 appliance

Sun Ray 1 enterprise applianceには従来のワークステーションと同じ機能も多数あり
ますが、異なる機能もあります。従来のワークステーションと異なり、Sun Ray 1
appliance には名前が付けられず、組み込みの Ethernet アドレスによって一意に識別
されます。appliance は、Solarisの動作環境を実行しません。ファームウェアで提供
される非常に小さなマイクロカーネルを実行し、Solarisサーバーに接続します。
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各 appliance の状態が変化すると、Sun Ray の管理フレームワークに通知され、管理
データベースの appliance のエントリが更新されます。管理者は、管理アプリケー
ションを使用して appliance を表示し、各 applianceの現在の属性を確認し、各
appliance に関連情報 (たとえば、applianceの場所や部門) を割り当てることができま
す。

Sun Ray appliance の管理についての詳細は、第 8章「Sun Ray 1 appliance の管理」
を参照してください。

Sun Ray ユーザー

Sun Rayユーザーは、従来の UNIX ユーザーの概念を基にしています。Sun Ray ユー
ザーは、トークン (通常は スマートカードだが、applianceの組み込み IDの場合もあ
る)により識別されます。トークンによって、Xウィンドウのセッションに対するアク
セス権が割り当てられます。このセッションは、標準の dtlogin画面で開始されま
す。通常のデスクトップのウィンドウ環境が表示される前に、UNIXのユーザー名と
パスワードを入力するログイン画面が表示されます (Sun Rayユーザーと標準の UNIX
ユーザーアカウントの間には明確な関係はありません。Sun Rayユーザーは、任意の
UNIXアカウント (パスワードがわかっている場合)としてログインすることができま
す)。

ただし、スマートカードを使用して Sun Rayセッションを開始した場合は、スマート
カードを取り出し、同じ Sun Rayサーバーに接続している他の enterprise appliance
に挿入すると、そのセッションはユーザーに追従します。このため、複数の
appliance からユーザーのウィンドウ環境と現在のアプリケーションに、簡単にアク
セスすることができます。

使用可能な Sun Rayユーザー管理機能の範囲は、現在の認証ポリシーに依存します。
デフォルトのポリシーでは、すべてのカードおよび appliance から登録なしでアクセ
スすることができ、ユーザーに関する管理データベースの照会または更新は行われま
せん。スマートカードユーザーは appliance 間でセッションを移動することができま
すが、カードの名前付けおよび追跡は行われません。

登録されたユーザーまたは applianceに関する認証ポリシーが有効な場合は、Sun Ray
管理データベ－スに照会されてから、セッションに対するアクセス権が特定のユー
ザーまたは appliance に (ポリシーに応じて)割り当てられます。Sun Ray ユーザーの
作成、変更、および削除は、管理者が Sun Ray管理アプリケーションを使用して 1か
所から行います。また、現在の認証ポリシーで自己登録が有効になっている場合は、
ユーザー自身が Sun Rayユーザーを作成することができます。トークンの追加 (たと
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えば、カードを家に置いてきたり、現在のセッションにアクセスする必要がある場合)
または削除 (たとえば、カードを紛失したり破損した場合) を行うことができます。
トークンの有効または無効は、必要に応じて切り替えることができます。ユーザーの
一覧、現在のログイン、および個々のユーザープロパティなどが含まれるユーザー統
計も利用できます。

認証マネージャおよび適切な認証ポリシーの選択方法についての詳細は、77ページの
「認証ポリシーの選択」を参照してください。

Sun Rayユーザーの管理については、第 9章「Sun Ray ユーザーの管理」を参照して
ください。

管理データ

Sun Ray管理データは、持続的管理データを保管する LDAP データストアおよび認証
マネージャという 2つの要素で構成され、必要に応じて動的データに対する照会が行
われます。Sun Ray管理データは、自身の LDAP データストアに保管されます。この
データストアに対する読み込みアクセス権は、すべての LDAP クライアントに割り
当てられますが、変更は、特権のある UT Adminユーザーとして接続している LDAP
クライアントだけが行うことができます。他の LDAP データと同様に、Sun Ray 管理
データは、標準の LDAP インタフェースとアプリケーションを介してアクセスするこ
とができます。ただし、Sun Ray server softwareが提供する標準アプリケーション以
外のアプリケーションで変更すると、Sun Rayシステムが正常に動作しないことがあ
ります。

トークンリーダー
登録ユーザーの認証ポリシーを有効にした場合は、スマートカードの ID を識別する
必要があります。カード上にスマートカードの ID が印刷されていることもあります
が、多くの場合、印刷されていません。このトークン ID はすべての管理機能で参照
されるため、Sun Ray server softwareでは、1台以上の特定の enterprise applianceを
専用のトークンリーダーとして指定できるようになっています。この専用 appliance
は、Sun Rayユーザーを管理するためにサイトの管理者が使用することができます。

以下の図で示すハードウェア構成の例は、Sun Rayシステムのサイト管理者にとって
使用される可能性の高いものです。
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図 7-1 トークンリーダーを使用したスマートカードの登録

解説

1. 個人用 enterprise appliance

2. トークンリーダー appliance

3. スマートカード

4. スイッチ

5. サーバー

サイトの管理者は、個人用 enterprise appliance は通常の方法で使用しますが、別の
appliance をトークンリーダーとして同じサーバーに接続します。トークンリーダー
は通常の Sun Ray appliance としてのサービスは利用しないので、キーボード、マウ
ス、モニターを接続する必要はありません。トークンリーダーの位置に関する詳細に
ついては、136ページの「トークンリーダーの配置」を参照してください。

1

2

3

4

5



第 7章　管理アプリケーション　 97

追加した appliance がトークンリーダーとして指定されるように Sun Ray server
softwareを設定することで、管理者は、スマートカードの ID を入力する代わりに、
管理アプリケーションから ID を読み込むように設定することができます。

トークンリーダーを構成するには、77ページの「認証ポリシーの選択」を読み、80
ページの「トークンリーダーを設定する」の手続きを使用します。

管理アプリケーションの使用
Sun Ray server softwareでは、Webベースのグラフィカルインタフェースとコマンド
行インタフェースという、2通りの管理アプリケーションの使用方法を提供していま
す。

Web ベースのインタフェース (ログイン)

管理アプリケーションのWebベースインタフェースを実行するために必要なサポート
ソフトウェアのインストールおよび設定を行うと、任意のWebブラウザから Sun Ray
ユーザーと appliance を管理することができます。

注 – HotJava™ ブラウザはサポートされていません。Netscape 4.05 Communicator
(またはそれ以降のバージョン)および Internet Explorer 4.0 (またはそれ以降の
バージョン)を推奨します。

▼ Web ベースインタフェースにログインする

1. Sun Ray サーバーのコンソールまたは接続されている enterprise appliance にログイ
ンして、通常のウィンドウ環境を起動します。

2. 任意のブラウザ (たとえば、Netscape™ Communicator) を起動します。

3. ブラウザのロケーションフィールドに次の URL を入力します。

http://localhost:1660/
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注 – Sun Ray サポートソフトウェアの設定で別のポートを選択した場合は、上記の
URLの“1660”をそのポートに置き換えます。

次のような「ログイン」画面が表示されます。

図 7-2 「ログイン」ページ
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この画面は、/etc/opt/SUNWut/utadmin.confでデフォルトロケールを jaに変更し
ておくと、日本語で表示されます。

アクセスを拒否するメッセージが表示された場合は、次の事項を確認してください。

■ Sun Rayサーバーまたはその appliance の 1つで、ブラウザが動作している。

■ ブラウザが、Webサーバーへの接続のプロキシを使用するために、HTTP Proxy
サーバーとして別のマシンを使用していない。

4. 管理者ユーザー名 adminと、Sun Ray server softwareを設定したときに指定した UT

管理パスワードを入力します。

5. 別のロケールを選択する場合は、「言語」プルダウンメニューから選択します。

注 – 「言語」を変更する前に、Xサーバーの正しいフォント (選択したロケールに関
連のある)が読み込まれていること、正しいロケールが設定されていることを確
認してください。ブラウザのフォントを上書きしないことをお勧めします。
HTML 規格で指定されているようにデフォルトのフォントを使用してくださ
い。

6. 「ログイン」ボタンをクリックします。

「Sun Ray 1管理」ページが表示され、管理ログインセッションが開始されます。管
理者がシステムにログインすると、管理者の状態に対応して「ログイン」リンクが
「ログアウト」リンクに変わります。

「再表示」ボタンをクリックして、管理ページに表示されたデータを再表示します。
「システムの状態」フレームに表示される情報に関する詳細は、表 8-2を参照してく
ださい。
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図 7-3 主 (初期) 管理ページ
セキュリティー上の理由で、管理ログインセッションは 30分に制限されています。ア
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クティブではない状態が 30分続くと、再度ログインすることを要求されます。ナビ
ゲーションフレームにある「ログアウト」リンクをクリックすると任意のときにログ
アウトすることができます。

7. 検査するカテゴリを選択します。

■ 管理—パスワード、ポリシー、サービスのリセット、トークンリーダーの情報の
リンクを提供します。Webベースのインタフェースの使用方法については、第 8章
「Sun Ray 1 applianceの管理」を参照してください。

■ デスクトップ—すべて表示、現在のデスクトップの表示、デスクトップの検索情
報へのリンクを提供します。第 8章「Sun Ray 1 applianceの管理」を参照してく
ださい。

■ フェイルオーバー—フェイルオーバー状態のフレーム情報へのリンクを提供しま
す。123ページの「フェイルオーバーグループの状態の表示」を参照してくださ
い。

■ ログファイル—メッセージログ、認証ログ、管理ログ、保存されたログの内容を
表示するためのリンクを提供します。129ページの「ログファイルの検査」を参照
してください。

■ スマートカード—スマートカードの設定、プローブ順、追加、削除のためのリン
クを提供します。176ページの「供給元の異なるスマートカードの管理」を参照し
てください。

■ 状態—状態一覧フレームへのリンクを提供します。107ページの「システムの状
態の表示」を参照してください。

■ ユーザー —ユーザーに関連した作業 (ID順の表示、ユーザーの追加など)を実行す
るリンクを提供します。詳細については、第 8章を参照してください。

■ オンラインマニュアル—ロケール別のオンラインマニュアルへのリンクを提供し
ます。140ページの「オンラインマニュアルの使用」を参照してください。

■ ログアウト—システム管理者がセッションからログアウトできます。

コマンド行インタフェース

管理アプリケーションのコマンド行インタフェースは、utuser (ユーザー管理用) お
よび utdesktop (デスクトップ管理用) の 2つのプログラムで提供されます。この 2
つのプログラムは、/opt/SUNWut/sbinにインストールされます。頻繁に使用する
場合は、パスに追加してください。

コマンド行プログラムは、対応するWebベースプログラムの機能のほとんどを使用す
ることができ、1つのコマンドで複数のユーザーまたは appliance の管理操作を行う
ためのバッチ処理を行うこともできます。
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▼ コマンド行インタフェースを使用する

1. Sun Ray サーバーにログインします。

2. スーパーユーザーになります。

注 – コマンド行プログラムは、スーパーユーザーまたは特権を持たない通常のユー
ザーとして実行することができます。ただし、管理データの変更または削除を行
う場合は、スーパーユーザーとしてログインする必要があります。他の操作 (た
とえば、ユーザーの一覧表示)は、通常のユーザーで実行することができます。

3. 適切な utdesktop または utuser コマンドを実行します。

コマンド行インタフェースの使用についての詳細は、第 8章「Sun Ray 1 appliance の
管理」および第 9章「Sun Ray ユーザーの管理」を参照してください。
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第8章

Sun Ray 1 applianceの管理

この章では、Sun Ray Webベースおよびコマンド行の管理アプリケーションを使用し
て、Sun Ray 1 enterprise applianceを管理する方法について説明します。次の
appliance (デスクトップ)管理手続きについて説明します。

■ 104ページの「主管理ページ」

■ 106ページの「管理者のパスワードの変更」

■ 107ページの「システムの状態の表示」

■ 110ページの「すべてのデスクトップの一覧表示」

■ 112ページの「デスクトップの検索」

■ 114ページの「現在接続されているデスクトップの一覧表示」

■ 116ページの「ダンプ形式でデスクトップを一覧表示」

■ 117ページの「デスクトップの現在の属性の表示」

■ 119ページの「デスクトップの属性の編集」

■ 121ページの「複数のデスクトップの属性の編集」

■ 123ページの「フェイルオーバーグループの状態の表示」

■ 129ページの「ログファイルの検査」

■ 135ページの「Sun Rayサービスのリセットと再起動」

■ 141ページの「スマートカードの使用と Solarisのロックスクリーン」

■ 142ページの「Sun Ray 1スマートカードの購入」
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Sun Ray 1 appliance および管理アプリケーションについての詳細は、第 7章「管理ア
プリケーション」を参照してください。

Webベースインタフェースについては、この章では、すでにブラウザを起動し、Web
ベースのアプリケーションにログインしていることを前提としています。この章で説
明している機能はすべて、図 8-1で示す主 (初期)管理ページからアクセスすることが
できます。

コマンド行インタフェースについては、この章では、スーパーユーザーとして Sun
Ray サーバーにログインしていること、パス環境変数に /opt/SUNWut/sbinが含ま
れていること、シェルプロンプトが表示されていることを前提としています。

主管理ページ
主管理ページは、システム管理者がサーバーにログインしたときに表示される、最初
のページです。
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図 8-1 主管理ページ

状態一覧中のデータに関する詳細は、107ページの「システムの状態の表示」を参照
してください。
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管理者のパスワードの変更

▼ 管理者のパスワードを変更する
管理者はパスワードを使用して、管理アプリケーションから Sun Ray管理データにア
クセスしたり変更したりできます。パスワードがなくても Sun Ray管理データにアク
セスすることはできますが、変更はできません。

1. 主管理メニューの、「管理」 ➤ 「パスワード」をクリックします。

次のようなフレームが表示されます。

図 8-2 「管理者パスワード変更」フレーム

2. 現在のパスワードを入力します。

3. 新しいパスワードを入力します。

4. 新しいパスワードを再度入力します。

フィールドを消去して、やり直す場合は、「フィールドをリセット」をクリックしま
す。
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注 – パスワードの正しい構文については、passwdのマニュアルページを参照してく
ださい。

5. 「変更」ボタンを押します。

新しいパスワードが有効になり、LDAP データ階層が更新されます

システムの状態の表示

▼ システムの状態を表示する

1. 主管理メニューの、「状態」 ➤ 「状態一覧」をクリックします。

次のようなフレームが表示されます。

表 8-1 管理者パスワードの変更属性の説明

オプション 説明

現在のパスワード 現在のパスワードを入力するフィールド

新しいパスワード 新しいパスワードを入力するフィールド

新しいパスワードの確認 2回目に新しいパスワードを入力するフィールド
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図 8-3 システムの状態フレーム

「再表示」ボタンをクリックすると、最新のシステム情報が表示されます。

表 8-2 System Statusフレームのフィールドの説明

オプション 説明

デスクトップ状態一覧

接続したユニット インターコネクトファブリックに接続された Sun Ray 1

appliance の総数が表示されます。

切断したユニット インターコネクトファブリックから切断した Sun Ray 1

appliance の総数が表示されます。



第 8章　Sun Ray 1 applianceの管理　 109

トークンカードリーダー インターコネクトファブリックに接続されたトークン
カードリーダーとして設定された Sun Ray 1 applianceの
総数が表示されます。

ユーザー状態一覧

データベース中のユーザー LDAPデータベース中のユーザーの総数です。

ログインしたユーザー システムにログインしているユーザーの総数です。

ログアウトしたユーザー 指定した時間帯にログアウトしたユーザーの総数です。

アクティブでないセッショ
ン

活動していないセッションの総数です。

有効なカード 有効なスマートカードの総数です。

無効なカード 無効なスマートカードの総数です。

カードを使用してログイン
したユーザー

スマートカードでログインしているユーザーの総数で
す。

カードを使用しないでログ
インしたユーザー

スマートカードを使用しないでログインしているユー
ザーの総数です。

システム情報

ルートファイルシステム Sun Rayサーバーが使用できる、総ディスク容量、使用
済みディスク容量、および使用可能なディスク容量で
す。

スワップ領域 Sun Rayサーバーが使用できる、総スワップ空間、使用
済みスワップ空間、および使用可能なスワップ空間で
す。

メモリー Sun Rayサーバーが使用できる、総メモリー、使用済み
メモリー、および使用可能なメモリーです。

表 8-2 System Statusフレームのフィールドの説明

オプション 説明
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すべてのデスクトップの一覧表示

▼ Web ベースインタフェースからすべてのデスクトップを
一覧表示する

1. 主管理メニューの、「デスクトップ」 ➤ 「すべて表示」をクリックします。

フレーム内に次のような表が表示され、管理データベースのデスクトップの一覧がす
べて表示されます。1ページ以上の情報が表示される場合は、「戻る」(データの前
ページ)、「次へ」(データの次ページ)、「ホーム」(最初のページに戻る) のリンクを
使用してナビゲートします。

図 8-4 「すべてのデスクトップの表示」フレーム
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2. ページの下部のナビゲーションボタンを使用すると、20 以上のデスクトップが表示さ
れた場合の追加のページを表示できます。

このボタンを使用すると、前後の 20デスクトップを表示したり、最初のページの 20
デスクトップに戻ることができます。詳細は、表 8-3を参照してください。

▼ コマンド行インタフェースからすべてのデスクトップを表
示する

● 次のコマンドを入力します。

管理データベースのデスクトップがすべて表示されます。以下に例を示します。

表 8-3 すべてのデスクトップの表示属性

オプション 説明

デスクトップ ID デスクトップの一意の ID です (appliance の Ethernetアドレ
ス)。

場所 管理者が applianceの位置を識別するために使用する省略可能な
フィールドです。

その他の情報 管理者が applianceに関連する情報を表示するために使用する省
略可能なフィールドです。

# utdesktop -l

# utdesktop -l

Desktop ID Location Other Info
--------------- ------------------------- ----------------------
08002086e18f SFO12-2103 Token Reader
080020a85112 SFO12-210
080020a8512c SFO12-2105 John Smith’s office

3 desktops total
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デスクトップの検索

▼ Web ベースインタフェースからデスクトップを検索する

1. 「デスクトップ」➤ 「デスクトップの検索」をクリックします。

「デスクトップの検索」フレームが表示されます。

2. 「デスクトップの検索」ページの「デスクトップ ID」、「場所」、「その他の情報」
フィールドに検索する値を入力します。

3. 「検索」ボタンを押します。

次のような結果ページが表示され、管理データベースで一致したデスクトップがすべ
て表示されます。複数の検索値を入力すると、論理積によって検索されます。指定し
たすべての値と一致するデスクトップだけが返されます。
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図 8-5 「デスクトップの検索」フレーム

4. ページの下部のナビゲーションボタンを使用すると、20 を越えるデスクトップが表示
された場合の追加のページを表示できます。

▼ コマンド行インタフェースからデスクトップを検索する

● 次のコマンドを入力します。

<substring>は、検索対象のデスクトップ IDの全部または一部です。このコマンドに
よって、トークン IDがこの部分文字列と一致する、管理データベース内の appliance
の一覧が表示されます。以下に例を示します。

# utdesktop -li <substring>

# utdesktop -li a851

Desktop ID Location Other Info
--------------- ------------------------- ----------------------
080020a85112 SFO12-2103
080020a8512c SFO12-2105 John Smith’s office

2 desktops Total
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現在接続されているデスクトップの一覧表示

▼ Web ベースインタフェースから現在接続されているデス
クトップを一覧表示する

注 – 以下の手続きを行うには、認証マネージャが動作中である必要があります。

1. 主管理ページを表示し、「デスクトップ」➤ 「現在のデスクトップの表示」をクリッ
クします。

次のようなフレームに、現在 Sun Rayサーバーに接続され、認証マネージャまたはこ
の Sun Rayサーバーと同じフェイルオーバーグループにある Sun Rayサーバーと通信
しているデスクトップだけが表示されます。

図 8-6 現在のデスクトップの一覧フレーム
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2. ページの下部のナビゲーションボタンを使用すると、20 を越えるデスクトップが表示
される場合の追加のページを表示できます。

このボタンを使用すると、前後の 20デスクトップを表示したり、最初のページの 20
デスクトップに戻ることができます。

▼ コマンド行インタフェースから現在接続されているデスク
トップを表示する

1. 次のコマンドを入力します。

現在 Sun Rayサーバーに接続され、認証マネージャまたはこのサーバーと同じフェイ
ルオーバーグループにある Sun Rayサーバーと通信しているデスクトップだけが表示
されます。以下に例を示します。

2. 次のコマンドを入力すると、詳細な一覧が表示されます。

詳細な一覧には、通常の一覧と同じ情報以外に「Other Info」(その他の情報)が表示
されます。

3. 次のコマンドを入力すると、現在接続されているデスクトップとそれらのデスクトッ
プが接続しているサーバーを表示できます。

# utdesktop -lc

# utdesktop -lc

Desktop ID Location Current user
------------ -------------------- -------------------------------------------
080020a85112 SFO12-2103 MicroPayflex.00004f9665000100 (John Parker)
080020a8512c SFO12-2105

2 desktops currently connected

# utdesktop -Lc

# utdesktop -G
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ダンプ形式でデスクトップを一覧表示
この手続きには、Webベースインタフェースはありません。

▼ ダンプ形式のコマンド行インタフェースでデスクトップを
表示する

● 次のコマンドを入力します。

管理データベース内のすべてのデスクトップの一覧が、コンマで区切られた形式で出
力されます。以下に例を示します。

各行の形式は次のとおりです。

この情報は、ファイルに保存できるので、後でバッチ編集操作を行うときに使用でき
ます。たとえば、Sun Ray enterprise serverを移動したり、アップグレードしたりす
るときに使用します。

# utdesktop -o

# utdesktop -o
08002086e18f,SFO12-2103,Token Reader
080020a85112,SFO12-2103,
080020a8512c,SFO12-2105,John Smith’s office

<Desktop ID>,<Location>,<Other Info>
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デスクトップの現在の属性の表示

▼ Web ベースインタフェースからデスクトップの現在の属
性を表示する

1. デスクトップページを表示し、一覧表示または検索操作を行います (図 8-4、図 8-5、
または図 8-6 を参照してください)。

2. 目的のデスクトップの「デスクトップ ID」のハイパーリンクをクリックします。

次のようなフレームが表示されます。

図 8-7 デスクトップの属性のフレーム
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管理データベースと認証マネージャから取得した appliance (デスクトップ)に関する
情報が表示されます。次のフィールドが表示されます。

表 8-4 デスクトップの属性フィールド

オプション 説明

デスクトップ ID デスクトップの一意の ID (applianceの Ethernetアドレス)

機種名 デスクトップで使用している機種

ファームウェアバー
ジョン

現在デスクトップに読み込まれているファームウェアのバージョ
ン

場所 applianceの場所を識別するために管理者が入力するオプション
のフィールド

その他の情報 applianceに関連する追加情報を表示するために、管理者が入力
するオプションのフィールド

トークンリーダー applianceがトークンリーダーとして設定されているかどうかを
指定

現在の状態 applianceの現在の状態。動作中または停止

最新の状態更新日時 「現在の状態」フィールドが最後に更新された日付と時間

最初の接続 Sun Rayサーバーにより appliance が最初に認識された日付と時
間

現在のユーザー スマートカードのユーザーのトークン ID。ユーザーが登録され
ている場合は、ユーザー名も表示されます
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▼ コマンド行インタフェースからデスクトップの現在の属性
を表示する

● 次のコマンドを入力します。

<Desktop ID>は、属性を取得するデスクトップの IDです。このコマンドによって、管
理データベースと認証マネージャから取得した、特定のデスクトップに関する情報が
すべて表示されます。以下に例を示します。

表示されたフィールドについての詳細は、表 8-4を参照してください。

デスクトップの属性の編集

▼ Web ベースインタフェースからデスクトップの属性を編
集する

1. 編集対象のデスクトップのデスクトップ属性フレームを表示し、「属性の編集」ボタ
ンをクリックします。

次のようなフレームが表示されます。

# utdesktop -p <Desktop ID>

# utdesktop -p 080020a85112

Current Property:
  Desktop ID            = 080020a85112
  Model                 = CoronaP1
  Firmware revision     = 1.0,REV=1999.04.22.19.24
  Location              = SFO12-2103
  Other Info            =

  Current Status        = Up
  Last Status Update    = 04/29/1999 16:06:38
  First Connection      = 04/29/1999 15:40:04
Current User = MicroPayflex.00004f9665000100 (John Parker)
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図 8-8 「デスクトップ属性の編集」フレーム

2. 目的の編集可能フィールドをすべて変更します。変更が終了したら、「変更を保存」
ボタンをクリックします。

変更は管理データベースに保存されます。
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▼ コマンド行インタフェースからデスクトップの属性を編集
する

● 次のコマンドを入力します。

各フィールドをクリアする場合は、<Location>と <Other Info>を空白のままにします。
このコマンドによって、管理データベースのデスクトップの情報が更新されます。以
下に例を示します。

オプションのフィールドを指定する場合は、コンマの間にテキストを入力しません。
次の例では、「Location」フィールドがクリアされます。

参照 – utdesktop -o コマンドの出力を、このコマンド (行単位) への入力として使
用します。データは引用符で囲んでください。

複数のデスクトップの属性の編集
この手続きにはWebベースインタフェースは対応していません。

# utdesktop -e "<Desktop ID>,<Location>,<Other Info>"

# utdesktop -e "080020a85112,SFO12-2103,John’s Office"
1 Desktop Modified

# utdesktop -e "080020a85112,,John’s Office,"
1 Desktop Modified
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▼ コマンド行インタフェースから複数のデスクトップの属性
を編集する

1. デスクトップ情報が格納されたファイルを指定します。デスクトップ単位に 1 行を使
用します。次の例を示します。

注 – utdesktop -o の出力を使用してこのファイルを作成することができます。

2. 次のコマンドを入力します。

<filename> は、手順 1で作成したデスクトップファイルです。指定したファイルの各
行に対して、変更が行われているかどうかがチェックされ、変更が検出されたときは
管理データベースに保存されます。

以下に例を示します。

<Desktop ID>,<Location>,<Other Info>

# utdesktop -ef <filename>

# utdesktop -o > desktops
# cat desktops
08002086e18f,SFO12-2103,Token Reader
080020a85112,SFO12-2103,
080020a8512c,SFO12-2105,John Smith’s office
# vi desktops
# cat desktops
08002086e18f,SFO12-2103,Token Reader
080020a85112,SFO12-2103,Desktop 1
080020a8512c,SFO12-2105,Desktop 2
# utdesktop -ef desktops
No modification necessary for 08002086e18f
Modified 080020a85112
Modified 080020a8512c

2 desktops modified
1 desktop did not require chenges
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フェイルオーバーグループの状態の表示
「フェイルオーバーグループの状態」フレーム (図 8-9) では、フェイルオーバーグ
ループ内の複数の Sun Rayサーバーの現在の状態を表示します。Sun Ray ブロード
キャストに応答した Sun Rayサーバーの健全性についても表示されます。

■ 「フェイルオーバーグループの状態」フレームは、グループのメンバーとネット
ワーク接続に関する情報を提供します。

■ Sun Rayサーバーは、他の Sun Rayサーバーから、インターフェース構成やアクセ
ス状況などの情報を継続的に収集します。

■ 「フェイルオーバーグループの状態」には、一般のネットワークと Sun Rayイン
ターコネクトファブリックだけが表示されます。

たとえば、図 8-9に示すように、左から 2番目の列は一般のネットワーク
(192.144.167.0の IPアドレスで表される)です。3番目と 4番目の列には、2つの Sun
Ray インターコネクトファブリックに関する情報が表示されています。

注 – Sun Ray サーバーのブロードキャストは、ルーターを越えてまたは Sun Ray
サーバー以外は通過しません。

フェイルオーバーグループに関する詳細については、『Sun Ray Enterprise Server
Software管理マニュアル (上級編)』を参照してください。表 8-5に、フェイルオー
バーグループの状態アイコンを示します。
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.

表 8-5 Sun Ray フェイルオーバーグループの状態アイコン

アイコン 名前・意味

Sun Rayファブリック: Sun Ray インターコネクトファブリック
が確立され、正常に機能しています。

Sun Rayファブリック - 到達不能: Sun Ray インターコネクト
ファブリックが確立されません。このネットワークは、「フェイ
ルオーバーグループの状態」を実行しているサーバーから到達で
きません。

接続不可能:サーバーに到達できません。このネットワークは
「フェイルオーバーグループの状態」を実行しているサーバーか
ら到達不可能です。警告状態の可能性があります。ルーターを越
えて通過できない Sun Rayブロードキャストを除いては、一般の
ネットワーク経由での状態は正常である可能性があります。

サーバー起動中:グループ内の接続されていないサーバーを表し
ます。このアイコンは、一般のネットワーク (row) の表示でのみ
表示されます。表示されている情報が、「フェイルオーバーの状
態」を実行しているシステムから見た情報であることを強調しま
す。

グループ:同じグループに属するサーバーであることを表しま
す。それらの 2台のマシンのシグニチャーファイル
/etc/opt/SUNWut/gmSignature は同一です。また、システ
ムを信頼できるホストであると識別します。これらのシステムに
接続されているどの Sun Ray appliance にもフェイルオーバーが
発生します。utgroupsig ユーティリティーを使用して、
gmSignature ファイルを設定します。gmSignature ファイル
とutgroupsig ユーティリティーについては、『Sun Ray

Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル (上級編)』を参照
してください。
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▼ 「フェイルオーバーグループの状態」を表示する

1. 主管理ページを表示して、「フェイルオーバー」 ➤ 「状態」を選択します。

「フェイルオーバーグループの状態」フレームが表示されます (図 8-9)。

図 8-9 「フェイルオーバーグループの状態」フレーム

「フェイルオーバーグループの状態」の情報について

状態画面には、グループメンバーとして識別するすべての Sun Rayサーバーが表示さ
れます。サーバーがフェイルオーバーグループ内にあることを示す、グループアイコ
ン (表 8-5) によって信頼できるホストを識別します。また、列形式で識別できるすべ
てのネットワーク (サーバーあたり) と、それらが一般のネットワークであるか Sun
Rayインターコネクトファブリックであるかを表示します。サーバーの IPアドレスも
表示されます。
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たとえば、図 8-9には 1つの一般のネットワークと 2つの Sun Ray インターコネクト
ファブリックがあります。Sunray5 (a) は、192.168.128.1のネットワーク上にあるすべ
ての Sun Ray applianceに対するフェイルオーバーとして使用できます。192.168.140.0
のネットワーク (e) は、フェイルオーバーとして使用する予定はなく、完全に
Sunray5 (a) 専用になっています。

注 – 「フェイルオーバーグループの状態」を実行しているサーバーは、状態フレーム
のヘッダーにも反映されます。たとえば、Sunray5 は、(a)と (d)の位置に表示
されています。

Sunray5 サーバーは、「フェイルオーバーグループの状態」フレームに表示されてい
る IPアドレスと通信できます。これらのアドレスのうち、Sunray11 (b)が Sunray5と
同じグループにある唯一のサーバーです。これらのサーバーには、グループアイコン
が表示されます。確立した接続は、フレームの左上部分に表示され、その位置から外
側に増えていきます。通常、フレーム内には空白のセルがあります。

注 – IPアドレス中の /24は、CIDR (Common InterDomain Routing) のサブネット
マスクの表記です。ネットマスクの一部として重要なビット数を表します。たと
えば、/24は 255.255.255.0と同じです。

ネットワークとネットマスクのヘッディングは、監視されているネットワークのすべ
てを表します。グループのメンバーはグループアイコンによって表されます。画面に
表示されている他の Sun Rayサーバーは、他のグループのメンバーである可能性があ
ります。この情報は、別のサーバーを選択して視点を変更するまで表示されません。
別のサーバーを選択すると、ブロードキャスト情報が更新して、他のグループが表示
されます。複数のグループが、それぞれのインターコネクトファブリック用に同じ
ネットワーク IDを使用する場合もあり、これは正当な構成です。たとえば、Sunray5
と Sunray11のグループは特定のネットワークを使用していて、これらの 2つのサー
バー間でのみ接続しています。

Sunray41 から見ると、192.168.128.1のインターコネクトファブリックは機能していま
すが、Sunray5 から見ると、Sunray41 の 192.168.128.0のネットワークは到達できま
せん (アドレス空間は同じです)。これは、2つのフェイルオーバーグループが同じ
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ネットワークを使用しているため、正当な構成であるとみなされたことを意味しま
す。ただし、物理的に共通のネットワークを共有しているのではなく、ネットワーク
名を共有しているという点に注意してください。

構成例

異なるグループに複数のサーバーがある場合は、2台のサーバーを 1つのグループ
に、別の 2台のサーバーを別のグループに振り分けることができます。これらのサー
バーが一般のネットワークに接続することもできますが、別のグループの 2台のサー
バーに広がる専用のネットワークを持つこともできます。

表 8-6 アイコンの背景の定義

背景色 説明

濃い青色 接続中

薄い青色またはグレー 警告。ネットワークの接続状態が変更されました。
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図 8-10 ネットワーク構成の例

説明:

1. 一般のネットワーク(129.144.167.0)

2. 専用ネットワーク(192.168.128.0)

3. Sunray5 Sun Ray enterprise server

4. Sunray11 Sun Ray enterprise server

5. Sunray41 Sun Ray enterprise server

6. Sunray55 Sun Ray enterprise server

7. フェイルオーバーグループ 1

129.144.167.0

7 8

4 5 6

129.144.167.11129.144.107.5 129.144.167.41 129.144.167.55

3

192.168.128.2 192.168.128.1

192.168.128.1 192.168.128.2

2
2

1
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8. フェイルオーバーグループ 2

図 8-10では、両方のネットワークが専用ネットワークと識別され、一般のネットワー
クに接続しています。Sunray5 は専用ネットワークも使用しています。Sunray5 と
Sunray55 は、同じ IP アドレスを使用していますが、物理的には接続されていませ
ん。Sunray11と Sunray41 についても同様です。両方のセグメント内の 2つの専用
ネットワークは、どちらも同じ要領のアドレス空間を持ちます。このため、これらが
接続することはなく、専用ネットワークであるためアドレスの衝突もありません。

ログファイルの検査
Sun Rayサーバーからファイルが取り出されるたびに記録されます。サーバーは、こ
の情報をテキストファイルに保存します。認証ログファイルとメッセージログファイ
ルには、拡張子として数字が付加されます。次のような管理活動が記録されます。

■ ポリシーの変更
■ ログイン・ログアウト
■ 時間切れ
■ ログインの失敗
■ ポリシーの修正
■ パスワードの変更
■ サービス、ユーザー、デスクトップの中断

Sun Rayサーバーから表示できるログファイルは以下のとおりです。

メッセージログファイル (/var/opt/SUNWut/log/messages) —登録の詳細やス
マートカードの挿入や取り出しなどの appliance からのイベントをリストします。
メッセージログファイルは毎日作成され、一週間分サーバーに保存されます。保存さ
れたファイルには、数字の拡張子が付加されます (例: messages.0、messages.5)。
図 8-11を参照してください。

認証ログファイル (/var/opt/SUNWut/log/auth_log) —認証マネージャーから記
録されたイベントをリストします。認証ログファイルは、サーバーの認証ポリシーが
変更されて、起動するたびに作成されます (最高 10まで)。保存された認証ログファイ
ルには、数字の拡張子が付加されます(例: auth_log.0から auth_log.9)。
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管理ログファイル (/var/opt/SUNWut/log/admin_log) —サーバーの管理の際に
実行された操作をリストします。このログは毎日作成され、保存されたファイルは数
字の拡張子が付加されて、サーバーに一週間保存されます (例: admin_log.0から
admin_log.5)。

次の節に、ログファイルへのアクセス方法を示します。
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メッセージログの表示

▼ メッセージログを表示する

1. 主管理ページを表示して、「ユーザー」➤ 「メッセージログ」を選択します。

「メッセージログファイル」フレームが表示されます。フレームの右側のデータを表
示するには、スライドバーを使用してください。

図 8-11 「メッセージログファイル」フレーム
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認証ログの表示

▼ 認証ログを表示する

1. 主管理ページを表示して、「ログファイル」➤ 「認証ログファイル」を選択します。

「認証ログファイル」フレームが表示されます。

図 8-12 「認証ログファイル」フレーム

管理ログの表示

▼ 管理ログを表示する

1. 主管理ページを表示して、「ログファイル」➤ 「管理ログ」を選択します。

「管理ログファイル」フレームが表示されます。
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図 8-13 「管理ログファイル」フレーム
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保存されたログの表示

▼ 保存されたログを表示する

1. 主管理ページを表示して、「ログファイル」➤ 「保存されたログ」を選択します。

2. メインフレームから目的のアーカイブされたログファイル (メッセージログ、認証ロ
グ、管理ログ) を選択します。

「保存ログファイル」フレームが表示されます。

図 8-14 「保存ログファイル」フレーム
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Sun Rayサービスのリセットと再起動

▼ Sun Ray サービスをリセットする

1. 主管理ページを表示して、「管理」➤ 「サービスのリセット」を選択します。

「Sun Rayのサービス」フレームが表示されます (図 8-15)。

図 8-15 Sun Ray サービスのリセットと再起動

2. 「リセット」を選択します。

Sun Rayサービスがリセットされ、セッションが保存されます。
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▼ Sun Ray サービスを再起動する

1. 主管理ページを表示して、「管理」➤ 「サービスのリセット」を選択します。

「Sun Rayのサービス」フレームが表示されます (図 8-15)。

2. 「再起動」を選択します。

すべてのセッションが終了され、Sun Rayサービスが再起動します。

トークンリーダーの配置
管理アプリケーションを使用して、トークンリーダーとして選定した Sun Ray
appliance を配置できます。これらの専用 applianceは、サイトの管理者が Sun Ray
ユーザーの管理のために使用できます。製造元によっては、カードにスマートカード
IDを印刷することもありますが、多くの場合は印刷されません。すべての管理機能が
このトークン IDを参照するため、Sun Ray サーバーソフトウェアは、複数の
enterprise appliance を専用のトークンリーダーとして指定する方法を提供していま
す。登録ユーザーに対して認証ポリシーを有効にした場合は、スマートカード IDを
識別する必要場あります。

▼ トークンリーダーを配置する

● 主管理ページを表示して、「管理」➤ 「トークンリーダー」を選択します。

「トークンリーダー」フレームが表示されます。図 8-16では、1台の Sun Ray 1
appliance がトークンリーダーとして表示されています。1ページを越える情報が表示
される場合は、「戻る」(データの前ページ)、「次へ」(データの次ページ)、「ホー
ム」(最初のページに戻る) リンクを使用してナビゲートしてください。
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図 8-16 「トークンリーダー」フレーム

Sun Directory Servicesの再起動
Sun Directory Services (SunDS)のデーモン (dsserv)を再起動するには、Sun Ray 認
証マネージャを再起動する必要があります。Sun Directory Services のデーモンの構成
パラメタを変更した場合は、再起動が必要になることがあります。SunDS の再起動に
必要な正しい手順について説明します。

▼ Sun Directory Services を再起動する

1. Sun Ray サービスを停止します。

2. SunDS デーモンを停止します。

3. SunDS デーモンを再起動します。

# /etc/init.d/utsvc stop

# /etc/init.d/dsserv stop

# /etc/init.d/dsserv start
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4. Sun Ray サービスを再起動します。

ポリシーの変更
ポリシーの変更には、ポリシーの範囲 (ローカルまたはグループ) の変更がともないま
す。デフォルトの範囲はグループです。通常の構成 (グループ) では、全ポリシーがす
べての Sun Rayサーバー上で同一です (図 8-17)。管理者がデフォルトの設定を上書き
する必要がある場合は、「ローカル」の設定を選択できます。ローカルの設定は、現
在のサーバーだけを拘束し、他の Sun Rayサーバーには適用されません。

注 – 同じフェイルオーバーグループ内のすべての Sun Ray サーバーに対して、同じ
ポリシーを使用することを推奨します。たとえば、すべてのサーバーが同じポリ
シーを使用するように構成されていると、フェイルオーバーが発生しても、ポリ
シーは整合性を保ちます。

グループポリシーの変更は、同じグループ内のすべての Sun Rayサーバーに影響を与
えます。

Solaris 認証の考慮事項

ユーザーが登録されている場合は、正当なユーザーネームとパスワードを入力して
Solarisによって認証される必要があるかどうかを識別できます。「ポリシーの変更」
フレーム (図 8-17) の「自己登録に Solarisの認証を要求する」ボタンを選択すると、
確実に識別できます。これは標準の dtloginとは異なります。たとえば、管理者が
「登録ユーザー」を選択すると、スマートカードを使用しない登録ユーザーとスマー
トカードを使用する登録ユーザーのどちらかまたは両方が使用できます。Solarisの認
証を選択すると、すべての登録ユーザーを参照します。スマートカードを使用しない
ユーザーは、疑似ターミナルとして定義されます。スマートカードを使用するユー
ザーは登録ユーザーです。

# /etc/init.d/utsvc start
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ローカルまたはグループポリシーの変更

▼ ローカルまたはグループポリシーを変更する

1. 主管理ページを表示して、「管理」➤ 「ポリシー」を選択します。

「ポリシーの変更」フレームが表示されます (図 8-17)。

図 8-17 「ポリシーの変更」フレーム (ローカルポリシー)

2. 「カードを使用するユーザー」または「カードを使用しないユーザー」を選択しま
す。

カードを使用するユーザーは登録ユーザーとして定義されます。カードを使用しない
ユーザーは疑似ターミナルとして定義されます。
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3. 「すべてのユーザー」、「登録ユーザー」、「自己登録を許す」のいずれかを選択し
ます。

登録ユーザーはシステム管理者によってあらかじめ登録されています。「自己登録を
許可」を選択すると、カードを挿入したときに自己登録を促されるユーザーが含まれ
ます。「すべてのユーザー」では、すべての種類のユーザーが含まれます。

4. 必要に応じて、「自己登録に Solaris の認証を要求する」を選択します。

詳細については、138ページの「Solaris認証の考慮事項」を参照してください。

5. 「範囲:」を選択します。

同じグループ内のすべての Sun Rayサーバーに適用されるようにするには、「グルー
プ」を選択します。ローカル (同じサーバー) のポリシーを変更するには、「ローカ
ル」を選択します。

オンラインマニュアルの使用
管理アプリケーションからオンラインマニュアルを使用できます。システム管理者が
管理アプリケーションにログインするときに言語が選択されます。これによって、オ
ンラインマニュアル (HTML形式)の言語が決定されます。ログインに成功すると、次
のマニュアル (言語別) を使用できます。

■ 『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 インストールマニュアル』
■ 『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュアル』
■ 『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュアル (上級編)』

注 – 管理アプリケーションでは、すべての言語から英語版の HTML マニュアルにリ
ンクしています。ただし、日本語版は HTML 形式で提供されています。

▼ オンラインマニュアルを表示する

1. 主管理ページを表示して、「オンラインマニュアル」を選択します。

2. 一覧から目的のマニュアルを選択します。

ボディフレームにマニュアルが表示されます。
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スマートカードの使用と Solarisの
ロックスクリーン
ユーザーがスマートカードを取り出したときにスクリーンをロックするには、以下の
コマンドを使用します。

CDE を使用しているユーザー

現在のセッションのスクリーンをロックするには、以下のように入力します。

この機能をデフォルトとして設定するには、ユーザーのホームディレクトリにある
.dtprofile ファイルの最終行に上記のコマンドを追加します。

OpenWindows を使用しているユーザー

現在のセッションのスクリーンをロックするには、以下のように入力します。このコ
マンドは 1行に入力してください。

この機能をデフォルトとして設定するには、ユーザーのホームディレクトリにある
.xinitrc ファイルの最終行に上記のコマンドを追加します。

% /opt/SUNWut/lib/utaction -d ’/usr/dt/bin/dtaction LockDisplay’ &

% /opt/SUNWut/lib/utaction -d ’/usr/openwin/bin/xlock -delay 1000000 -mode blank’
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システムのデフォルトとしての設定

システム管理者は、/etc/dt/config/Xsession.dディレクトリに、
以下のスクリプトを実行可能ファイルとして (たとえば
/ect/dt/coonfig/Xsesssion.d/0999.screenlockのようなファイル名で)保
存することによって、システムのデフォルトとして設定できます。

Sun Ray 1スマートカードの購入
スマートカードは、Solaris™ の取り扱い店で購入できます。カスタムスマートカード
を購入した場合は、貴社のロゴまたはベンダーのロゴが付きます。Sun Ray 1 スマー
トカードの詳細については、次の URLを参照してください。

http://www.sun.com/sunray1/

http://www.sun.co.jp/sunray1/

#!/bin/ksh
#
# Turn on screen-lock on disconnect for Sun Ray sessions
#

if [ "$DTUSERSESSION" != "" -a "$SESSIONTYPE" != "altDt" ]
then

/opt/SUNWut/lib/utaction -d ’/usr/dt/bin/dtaction LockDisplay’ \
2>/dev/null >/dev/null &

else
/opt/SUNWut/lib/utaction -d \
’/usr/openwin/bin/xlock -delay 1000000 -mode blank’ \
2>/dev/null >/dev/null &

fi
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第9章

Sun Rayユーザーの管理

この章では、Sun Ray Webベースおよびコマンド行の管理アプリケーションを使用し
て Sun Rayユーザーを管理する方法について説明します。次のユーザー管理手続きに
ついて説明します。

■ 144ページの「ユーザーフィールド」

■ 145ページの「ユーザーの追加と削除」

■ 154ページの「ユーザーの検索」

■ 162ページの「ユーザーの属性」

■ 171ページの「トークンの管理」

■ 176ページの「供給元の異なるスマートカードの管理」

■ 186ページの「スマートカードベンダーの構成ファイル」

Sun Rayユーザーおよび管理アプリケーションについての詳細は、93ページの「管理
アプリケーションの概要」を参照してください。Webベースインタフェースについて
は、この章では、すでにブラウザを起動し、Webベースのアプリケーションでブラウ
ザをポイントし、ログインしていることを前提としています。この章で説明している
機能はすべて、「ユーザー」ページからアクセスすることができます。コマンド行イ
ンタフェースについては、この章では、root として Sun Ray サーバーにログインし
ていること、環境変数 pathに /opt/SUNWut/sbinが含まれていること、シェルプ
ロンプトが表示されていることを前提としています (図 9-1 参照)。

最初の管理ページから、「ユーザー」を選択してオプションを選びます。



144 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル • 2000年 4月

図 9-1 ユーザーの選択の一覧

ユーザーフィールド
Sun Ray管理データベースでは、以下のユーザーフィールドを指定できます。

表 9-1 主なユーザーフィールド

フィールド 説明

トークン ID ユーザー固有のトークンタイプと ID。スマートカードの場合
は、製造元タイプおよびカードのシリアル ID です。enterprise

applianceの場合は、タイプ “pseudo”および applianceの
Ethernetアドレスです。次に例を示します。
mondex.9998007668077709

pseudo.080020861234

サーバー名 ユーザーが使用している Sun Rayサーバーの名称。

サーバーのポート Sun Rayサーバーの通信ポート。このフィールドは通常、7007
に設定する必要があります。

ユーザー名 ユーザーの名前

その他の情報 ユーザーに関連する追加情報 (たとえば、従業員または部門番
号)。このフィールドはオプションです。
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ユーザーの追加と削除

注 – トークンリーダーでユーザーを追加するには、ユーザーのトークンを目的のリー
ダーに挿入して「トークン IDの取得」をクリックします。

ユーザーの追加

▼ Web ベースインタフェースからユーザーを追加する
ユーザーを追加するには、トークンをリーダーに挿入して「トークン ID の取得」を
クリックします。

1. 主管理ページを表示して、「ユーザー」➤ 「ユーザーの追加」をクリックします。

以下のようなページが表示されます。
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図 9-2 「ユーザーの追加」ページ

2. トークン ID が不明で、トークンリーダーの設定が終了している場合 (80 ページの
「トークンリーダーを設定する」を参照してください) は、次の手順を実行します。

a. 選択したトークンリーダーに、ユーザーのトークンを挿入します。

b. 使用可能なリーダーのプルダウンリストから、特定のトークンリーダーを選択しま
す。

c. 「トークン ID の取得」ボタンを押します。

アプリケーションによってトークンリーダーに照会され、受け付けられた場合は、
「トークン ID」フィールドに値が設定された状態でフォームが再表示されます。
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3. 必要なフィールドに入力します。

「その他の情報」フィールドはオプションです。

4. 「ユーザーの追加」ボタンを押します。

ユーザーおよび関連付けられたトークンが管理データベースに作成されます。

▼ コマンド行インタフェースからユーザーを追加する

● 適切な utuser コマンドを入力します。

a. すでにトークン ID がわかっている場合は、次のように入力します。

管理データベースにユーザーおよび関連付けられたトークンが作成されます。以下
に例を示します。

b. トークン ID が不明で、トークンリーダーの設定が終了している場合は、以下のよ
うに入力します。

新しいトークン ID の代わりに指定されている “x”により、<Token Reader>に対し
てトークン ID の照会が行われます。コマンドが実行可能状態になると、トークン
リーダーからトークンの挿入を要求されます。この結果、ユーザーおよび関連付け
られたトークン (リーダーから取得した IDを使用) が管理データベースに作成され
ます。以下に例を示します。

# utuser -a "<Token ID>,<Server Name>,<Server Port>,<User Name>,<Other Info>"

# utuser -a "MicroPayflex.00004f9265000100,localhost,7007,John Anderson,C987"
Added 1 user.

# utuser -a "x,<Server Name>,<Server Port>,<User Name>,<Other Info>" -r <Token
Reader>

# utuser -a "x,localhost,7007,John Anderson,C987" -r 08002086e18f
Insert token into token reader ’08002086e18f’ and press return.
Read token ID ’MicroPayflex.00004f9265000100’
Added 1 user.
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注 – <Other Info> 引数はオプションです。

複数ユーザーの追加

この操作にはWebベースのインタフェースは対応していません。

▼ コマンド行インタフェースから複数のユーザーを追加する

1. ユーザー情報が格納されたファイルを指定します。ユーザー単位に 1 行を使用しま
す。

ユーザーのトークン IDが不明で、トークンリーダーの設定が終了している場合は、
トークン IDに “x”を指定します。この指定により、トークンリーダーに対してその
トークン IDの照会が行われます (80ページの「トークンリーダーを設定する」を参照
してください)。

2. 適切な utuser コマンドを入力します。

<Token ID>,<Server Name>,<Server Port>,<User Name>,<Other Info>
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a. すでにすべてのトークン ID を指定している (トークンリーダーを使用する必要がな
い) 場合は、以下のように入力します。

<filename> は、手順 1で作成したユーザーファイルです。指定したファイルの各行
に対して、ユーザーおよび関連付けられたトークンが管理データベースに追加され
ます。

以下に例を示します。

# utuser -af <filename>

# cat users
mondex.9998008800007658,localhost,7007,Eric Seilnacht,C987
mondex.9998008458700965,localhost,7007,John Stone,C2310
mondex.9998007300058900,localhost,7007,Ethan Williams,E1049

# utuser -af users
Added Eric Seilnacht
Added John Stone
Added Ethan Williams

3 users added, 0 lines skipped due to errors.
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b. 1 つ以上のトークン ID に対して “x” を指定する場合 (つまり、トークンリーダーを
使用する必要がある場合) は、次のコマンドを入力します。

<filename> は、手順 1 で作成したユーザーファイルで、<Token Reader>は、トーク
ンリーダーとして設定した enterprise applianceです。

“x”が指定された行ごとに、リーダーにトークンを挿入し、Return キーを押すよう
に要求されます。すでにトークン ID が指定されている行の場合には要求されませ
ん。各行の操作が完了するたびに、ユーザーおよび関連付けられたトークンが管理
データベースに追加されます。

以下に例を示します。

ユーザーの削除

▼ Web ベースのインタフェースからユーザーを削除する

1. 主管理ページを表示して、「ユーザー」➤ 「名前順に表示」を選択し、削除するユー
ザーの名前 (図 9-9 参照) をクリックします。

# utuser -af <filename> -r <Token Reader>

# cat users
x,localhost,7007,Eric Seilnacht,C987
mondex.9998008458700965,localhost,7007,John Stone,C2310
x,localhost,7007,Ethan Williams,E1049

# utuser -af users -r 08002086e18f
Insert token for ’John Smith’ into token reader ’08002086e18f’
 and press return.
Read token ID ’mondex.9998008800007658’
Added Eric Seilnacht
Added John Stone
Insert token for ’John Williams’ into token reader ’08002086e18f’
 and press return.
Read token ID ’MicroPayflex.00004f8f65000100’
Added John Williams

3 users added, 0 lines skipped due to errors.
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2. 「はい - ユーザーを削除する」を押します。

次のような確認ページが表示されます。

図 9-3 ユーザーの「削除の確認」ページ

注意 – この操作によって、ユーザーおよびすべての関連付けられたトークンが削除さ
れます。ユーザーのトークンを 1つだけ削除する場合は、173ページの「Web
ベースのインタフェースからユーザーのトークンを削除する」を参照してくだ
さい。

3. さらにユーザーを削除する場合は、「はい - ユーザーを削除する」を押します。削除
操作をキャンセルする場合は、「いいえ - 削除を取り消す」を押します。

「はい」を選択した場合は、ユーザーおよびすべての関連付けられたトークンが管理
データベースから削除され、削除操作の確認画面が表示されます。

「いいえ」を選択した場合は、「現在の属性」ページに戻ります。
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図 9-4 「ユーザーの削除」の「確認」フレーム

▼ コマンド行インタフェースからユーザーを削除する

● 次のコマンドを入力します。

<Token ID>は、削除するユーザーのトークン ID の 1つです。

注意 – この操作によって、ユーザーおよびすべての関連付けられたトークンが削除さ
れます。ユーザーのトークンを 1つだけ削除する場合は、173ページの「Web
ベースのインタフェースからユーザーのトークンを削除する」を参照してくだ
さい。

以下に例を示します。

複数ユーザーの削除

この操作にはWebベースのインタフェースは対応していません。

# utuser -d <Token ID>

# utuser -d mondex.9998008800007658

Deleted 1 user.
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▼ コマンド行インタフェースから複数のユーザーを削除する

1. 削除するユーザーおよびその最新の情報が格納されたファイルを指定します。ユー
ザー単位に 1 行を使用します。

注 – このコマンドでは最初のコンマの後はすべて無視されるので、utuser -o コマ
ンドの出力を入力として使用することができます。

注意 – この操作によって、各ユーザーおよびすべての関連付けられたトークンが削除
されます。ユーザーのトークンを 1つだけ削除する場合は、173ページの「コ
マンド行インタフェースからユーザーのトークンを削除する」を参照してくだ
さい。

2. 次のコマンドを入力します。

<filename>は、手順 1で作成したユーザーファイルです。指定したファイルの行単位
に、管理データベースからユーザーが削除されます。

以下に例を示します。

<Token ID>

# utuser -df <filename>

# cat users
mondex.9998008800007658,localhost,7007,Eric Seilnacht,C987
mondex.9998008458700965,localhost,7007,John Stone,C2310
mondex.9998007300058900,localhost,7007,Ethan Williams,E1049

# utuser -df users
Deleted mondex.9998008800007658
Deleted mondex.9998008458700965
Deleted mondex.9998007300058900

3 users deleted



154 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル • 2000年 4月

ユーザーの検索

すべてのユーザーを ID 順に表示

▼ Web ベースのインタフェースからすべてのユーザーを ID 順に表
示する

1. 主管理ページを表示して、「ユーザー」➤ 「ID 順に表示」をクリックします。

次のようなフレームが表示されます (図 9-5)。管理データベースのすべてのユーザー
が、トークン IDフィールド順にソートされて表示されます。ユーザーが複数のトー
クンを持っている場合は、別々に表示されます。

図 9-5 「ID 順にユーザーの表示」の結果

2. フレームの下部のナビゲーションボタンを使用すると、20 ユーザーを超えている場合
の追加のフレームを表示できます。

このボタンを使用すると、前後の 20ユーザーを表示したり、最初のフレームの 20
ユーザーに戻ることができます。
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▼ コマンド行インタフェースから ID によりすべてのユーザーを表
示する

1. 次のコマンドを入力します。

管理データベースのユーザーがすべて表示されます。以下に例を示します。

2. 次のコマンドを入力すると、詳細な一覧が表示されます。

詳細な一覧には、通常の一覧と同じ情報に加え、サーバーとポートの列が表示されま
す。

すべてのユーザーを名前順に表示

この操作にはコマンド行インタフェースは対応していません。

# utuser -l

# utuser -l

Token ID User Name Other Info
------------------------------ ------------------------------ ---------------
mondex.9998008800007658        Eric Seilnacht                 C987
mondex.9998008458700965        John Stone                     C2310
mondex.9998007300058900        Ethan Williams                 E1049
mondex.9998006885500934        Trevor Young C3303
mondex.9998007668000076        Richard Parker C4501
mondex.9998007587333001        Helen Anderson C987
mondex.9998007777965800        Cecilia Brown C4501

7 tokens total.

# utuser -L
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▼ Web ベースのインタフェースからすべてのユーザーを名前で表
示する

1. 主管理ページを表示して、「ユーザー」➤ 「名前順に表示」をクリックします。

次のようなフレームが表示されます。管理データベースのすべてのユーザーが、
「ユーザー名」フィールド順にソートされて表示されます。ユーザーが複数のトーク
ンを持っている場合は、名称で分類されます。

図 9-6 「名前順にユーザーの表示」ページ

2. フレームの下部のナビゲーションボタンを使用すると、20 ユーザーを超えている場合
の追加のフレームを表示できます。

このボタンを使用すると、前後の 20ユーザーを表示したり、最初のフレームの 20
ユーザーに戻ることができます。

デスクトップ (ユーザー) の検索

▼ Web ベースのインタフェースからデスクトップ (ユーザー) を検
索する

1. 主管理ページを表示して、「デスクトップ」➤ 「デスクトップの検索」を選択しま
す。「名前」、「トークン ID」、「その他の情報」の各フィールドに検索する値を入
力します。
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2. 「検索」ボタンを押します。

次のような結果フレームが表示され、管理データベースで一致したデスクトップがす
べて表示されます。複数の検索値を入力すると、論理積によって検索されます。指定
したすべての値と一致するユーザーだけが返されます。

検索値にトークン ID が指定された場合は、結果はトークン IDでソートされます。指
定しなかった場合は、ユーザー名でソートされます。

図 9-7 検索の結果

3. フレームの下部のナビゲーションボタンを使用すると、20 ユーザーを超えている場合
の追加のフレームを表示できます。

このボタンを使用すると、前後の 20ユーザーを表示したり、最初のフレームの 20
ユーザーに戻ることができます。
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▼ コマンド行インタフェースからユーザーを検索する

1. ユーザー名で検索するには、次のコマンドを入力します。

<substring> は、検索するユーザー名の全部または一部です。このコマンドによって、
この文字列と一致する、管理データベース内のユーザー名の一覧が表示されます。以
下に例を示します。

2. ユーザー名で検索してから次のコマンドを入力すると、詳細な一覧が表示されます。

詳細な一覧には、通常の一覧と同じ情報に加え、サーバーとポートの列が表示されま
す。

# utuser -ln <substring>

# utuser -ln anderson

Token ID User Name Other Info
------------------------------ ------------------------------ ---------------
mondex.9998007587333001        Helen Anderson C987

2 tokens, 1 user total.

# utuser -Ln <substring>
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3. トークン ID で検索するには、次のコマンドを入力します。

<substring> は、検索するトークン IDの全部またはその一部です。このコマンドに
よって、トークン ID がこの部分文字列と一致する、管理データベース内のユーザー
の一覧が表示されます。以下に例を示します。

現在のユーザーの一覧表示

注 – 以下の手続きを行うには、認証マネージャが動作中である必要があります。

▼ Web ベースのインタフェースから現在ログインしているユー
ザーを表示する

1. 主管理ページを表示して、「ユーザー」➤ 「現在のユーザーの表示」をクリックしま
す。

次のようなフレームが表示され、この Sun Rayサーバーに接続している appliance (デ
スクトップ)に現在ログインしている登録ユーザーだけが表示されます。この Sun
Ray サーバーと同じフェイルオーバーグループ内の Sun Ray サーバーにも適用されま
す。

# utuser -li <substring>

# utuser -li 0934

Token ID User Name Other Info
------------------------------ ------------------------------ ---------------
mondex.9998006885500934        Trevor Young C3303

1 token total.
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図 9-8 現在ログインしているユーザー

2. フレームの下部のナビゲーションボタンを使用すると、20 ユーザーを超えている場合
の追加のフレームを表示できます。

このボタンを使用すると、前後の 20ユーザーを表示したり、最初のフレームの 20
ユーザーに戻ることができます。

▼ コマンド行インタフェースから現在ログインしているユーザーを
表示する

1. 次のコマンドを入力します。

Sun Rayサーバーに接続されている appliance に現在ログインしている登録ユーザー
だけが表示されます。この Sun Rayサーバーと同じフェイルオーバーグループ内の
Sun Rayサーバーにも適用されます。以下に例を示します。

# utuser -lc

# utuser -lc

Token ID User Name Desktop ID
------------------------------ ------------------------------ ---------------
mondex.9998006885500934        Trevor Young C3303
1 user currently logged in.
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2. 次のコマンドを入力すると、詳細な一覧が表示されます。

詳細な一覧には、通常の一覧と同じ情報に加え、デスクトップのロケーションの列が
表示されます。

3. 現在ログインしているユーザーと接続しているサービスを表示するには、以下のコマ
ンドを入力します。

ダンプ形式でユーザーを表示

この手続きにはWebインタフェ－スはありません。

# utuser -Lc

# utuser -G
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▼ コマンド行インタフェースからダンプ形式でユーザー一覧を出力
する

● 次のコマンドを入力します。

管理データベース内のすべてのユーザーの一覧が、コンマで区切られた形式で出力さ
れます。以下に例を示します。

各行の形式は以下のとおりです。

この出力は、ファイルに保存することができ、後でバッチ追加、編集、削除操作を行
うときに使用できます。

ユーザーの属性
この節では次のトピックについて説明します。

■ 163ページの「属性の表示」

■ 167ページの「ユーザーの属性の編集」

■ 169ページの「複数ユーザーの属性の編集」

# utuser -o

# utuser -o
mondex.9998008800007658,localhost,7007,Eric Seilnacht,C987
mondex.9998008458700965,localhost,7007,John Stone,C2310
mondex.9998007300058900,localhost,7007,Ethan Williams,E1049
mondex.9998006885500934,localhost,7007,Trevor Young,C3303
mondex.9998007668000076,localhost,7007,Richard Parker,C4501
mondex.9998007587333001,localhost,7007,Helen Anderson,C987
mondex.9998007777965800,localhost,7007,Cecilia Brown,C4501

<Token ID>,<Server>,<Server Port>,<User Name>,<Other Info>
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属性の表示

▼ Web ベースのインタフェースからユーザーの現在の属性を表示
する

1. 「ユーザー」ページを表示し、一覧表示 (図 9-5、図 9-6、または図 9-8 を参照) また
は検索操作 (図 9-7 を参照) を行います。
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2. 目的のユーザーの「トークン ID」または「ユーザー名」をクリックします。

次のようなフレームが表示されます。

図 9-9 「現在の属性」フレーム
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管理データベースから取得したユーザーに関する情報が表示されます。次のフィール
ドが表示されます。

また、ユーザーの現在のログイン状態に関する情報が表示されます。以下の 3通りの
状態があります。

■ ログインしていません

■ 現在ログインしているユーザー

■ 直前のログイン

表 9-2 ユーザー属性フィールド

オプション 説明

ユーザー名 ユーザーの名前

その他の情報 ユーザーに関連する追加情報を表示するために、管理者が入力す
るオプションのフィールド

サーバー名 ユーザーが登録されている Sun Rayサーバーの名前

サーバーのポート Sun Rayサーバー上で使用される通信ポート

ユーザー作成時刻 このサーバー上でユーザーが作成 (登録)された日時

トークン ID ユーザーに現在関連付けられている 1つまたは複数のトークンの
ID

使用可 トークンが有効な場合は、「はい」が表示されます。無効な場合
は、「いいえ」が表示されます。無効なトークンを使用しても、
登録済みのトークンが必要な Sun Ray 1 enterprise applianceにロ
グインすることはできません



166 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル • 2000年 4月

「現在ログインしているユーザー」または「直前のログイン」の場合は、次のフィー
ルドが表示されます。

表 9-3 ログイン状態フィールド

オプション 説明

現在のデスクトップ/

直前のデスクトップ
ユーザーがログインしている現在の appliance (デスクトップ)

またはログインしていた最後の appliance (デスクトップ)。

デスクトップの 場所 appliance (デスクトップ)の設置されている場所情報。

ログインした時刻/

ログオフした場所
ユーザーが appliance (デスクトップ)にログインまたはログオ
フした日時 (場所)。
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▼ コマンド行インタフェースからユーザーの現在の属性を表示する

● 次のコマンドを入力します。

<Token ID>は、属性を取得するユーザーが持っているトークン ID の 1つです。この
コマンドによって、管理データベースから取得したユーザーに関する情報が表示され
ます。以下に例を示します。

表示されるフィールドについての詳細は、表 9-2および表 9-3 を参照してください。

ユーザーの属性の編集

▼ Web ベースのインタフェースからユーザーの属性を編集する

1. 編集するユーザーの「現在の状態」フレームを表示し、「属性の編集」ボタンを押し
ます。

次のようなフレームが表示されます。

# utuser -p <Token ID>

# utuser -p MicroPayflex.00004f9165000100
Current Properties:

User Name = John Parker
Other Info = C4501
Server Name = localhost
Server Port = 7007
User Created = 04/29/1999 16:06:20

Token Enabled?
---------------------------------------- --------
mondex.9998007668000076 Yes
mondex.9998007668077709 Yes

Last Login
Last Desktop = 08002086e18f
Desktop Location = SFO12-2103
Logged Off At = 04/29/1999 16:33:09
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図 9-10 「ユーザー属性の編集」フレーム
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2. 目的の編集可能なフィールドを変更します。

同時にユーザーに対してトークンの追加または削除を行うこともできます。詳細は、
171ページの「Webベースのインタフェースからトークンをユーザーに追加する」お
よび 173ページの「Webベースのインタフェースからユーザーのトークンを削除す
る」を参照してください。

3. 終了したら、「変更を保存」ボタンを押します。

管理データベースが更新されます。

▼ コマンド行インタフェースからシングルユーザーの属性を編集す
る

● 次のコマンドを入力します。

<Other Info>に入力する情報が特に存在しない場合は、そのフィールドを空白のまま
にします。このコマンドによって、管理データベースのユーザーの情報が更新されま
す。以下に例を示します。

<Other Info>フィールドを消去する場合は、コンマの後にテキストを入力しません。
次の例では、<Other Info>フィールドに何も入力していません。

参照 – utuser -o コマンドの出力をこのコマンドの入力として使用することができ
ます。データは引用符で囲んでください。

複数ユーザーの属性の編集

この手続きにはWebインタフェ－スはありません。

# utuser -e "<Token ID>,<Server>,<Server Port>,<User Name>,<Other Info>"

# utuser -e "mondex.9998007668000076,localhost,7007,Richard Parker,D0001"
1 User Modified.

# utuser -e "mondex.9998007668000076,localhost,7007,Richard Parker,"
1 User Modified.
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▼ コマンド行インタフェースから複数ユーザーの属性を編集する

1. 編集するユーザーおよびその変更情報が格納されたファイルを指定します。ユーザー
単位に、フォームの 1 行を使用します。

参照 – utuser -o の出力を使用して編集し、その結果のファイルをこのコマンドの
入力として使用することができます。

注 – Token IDは既存のトークン IDと一致しなければならないため、このフィールド
は変更できません。Token ID を変更する場合は、新しいトークンを追加し (172
ページの「コマンド行インタフェースからトークンをユーザーに追加する」を参
照)、古いトークンを削除します (173ページの「コマンド行インタフェースから
ユーザーのトークンを削除する」を参照)。

2. 次のコマンドを入力します。

<filename>は、手順 1で作成したユーザーファイルです。指定したファイルの各行に
対して、変更が行われているかどうかがチェックされ、変更が検出されたときは管理
データベースに保存されます。

以下に例を示します。

<Token ID>,<Server Name>,<Server Port>,<User Name>,<Other Info>

# utuser -ef <filename>

# cat users
mondex.9998007300058900,localhost,7007,Ethan Williams,D0002
mondex.9998006885500934,localhost,7007,Trevor Young,C3303
mondex.9998007777965800,localhost,7007,Cecilia Brown,D0003

# utuser -ef users
Modified Ethan Williams
No modifications necessary for Trevor Young.
Modified Cecilia Brown

2 users modified
1 user did not require changes
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トークンの管理

トークンをユーザーに追加

▼ Web ベースのインタフェースからトークンをユーザーに追加す
る

1. トークンを追加するユーザーの「現在の属性」フレームを表示し、「属性の編集」ボ
タンを押します。

「属性の編集」フレームが表示されます。図 9-10を参照してください。

2. 新しいトークン ID がわかっている場合は、空の「トークン ID」テキストフィールド
に入力してください。

3. 新しいトークン ID が不明で、トークンリーダーの設定が終了している場合は、
80 ページの「トークンリーダーを設定する」を参照してください。

a. 選択したトークンリーダーにユーザーのトークンを挿入します。

b. 使用可能なリーダーのプルダウンリストから、特定のトークンリーダーを選択しま
す。

c. 「トークン ID の取得」ボタンを押します。

アプリケーションによってトークンリーダーに照会され、受け付けられた場合は、
「トークン ID」フィールドに値が設定された状態でフォームが再表示されます。

4. 新しいトークン ID の横の「使用可」チェックボックスをオンにします。

5. 新しいトークン ID の横の「追加」チェックボックスをオンにします。

同時にユーザーに対して、任意の別の編集を行うこともできます。167ページの
「Webベースのインタフェースからユーザーの属性を編集する」を参照してくださ
い。

6. 「変更を保存」ボタンを押します。

管理データベースが更新されます。
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▼ コマンド行インタフェースからトークンをユーザーに追加する

● utuser コマンドを使用して、以下の手順を実行します。

a. ユーザーの新しいトークン ID がわかっている場合は、次のコマンドを入力しま
す。

<Current Token ID>はユーザーの既存のトークン ID の 1つで、<New Token ID>は
追加するトークンの ID です。このコマンドによって管理データベースのユーザー
に新しいトークンが追加されます。

以下に例を示します。

b. ユーザーの新しいトークン ID が不明で、トークンリーダーの設定が終了している
場合は、次のコマンドを入力します。

<Current Token ID>は、ユーザーの既存のトークン ID の 1つです。新しいトーク
ン IDの代わりに指定された “x”により、<Token Reader>に対してトークン IDの照
会が行われます。コマンドが実行可能状態になると、トークンリーダーからトーク
ンの挿入を要求されます。この結果、管理データベースのユーザーに新しいトーク
ンが追加されます。以下に例を示します。

# utuser -ai <Current Token ID> <New Token ID>

# utuser -ai mondex.9998007668000076 mondex.9998007668077709

1 Token ID added to user.

# utuser -ai <Current Token ID> x -r <Token Reader>

# utuser -ai mondex.9998007668000076 x -r 08002086e18f
Insert token into token reader ’08002086e18f’ and press return.
Read token ID ’mondex.9998007668077709’

1 Token ID added to user.
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ユーザーからトークンを削除

▼ Web ベースのインタフェースからユーザーのトークンを削除す
る

1. トークンを削除するユーザーの「現在の属性」フレームを表示し、「属性の編集」ボ
タンを押します。

「属性の編集」フレームが表示されます。図 9-10を参照してください。

2. 削除するトークン ID の「削除」チェックボックスをオンにします。

注 – ユーザーのトークンをすべて削除することはできません。ユーザーおよび関連付
けられたトークンをすべて削除する場合は、150ページの「Webベースのインタ
フェースからユーザーを削除する」を参照してください。

3. 「変更を保存」ボタンを押します。

管理データベースが更新されます。

▼ コマンド行インタフェースからユーザーのトークンを削除する

● 次のコマンドを入力します。

<Token ID>は、現在そのトークンを持っているユーザーから削除するトークンです。
このコマンドによって、管理データベースのユーザーからトークンが削除されます。

注 – あるユーザーのトークンをすべて削除することはできません。あるユーザーとそ
のユーザーに関連するすべてのトークンを削除する場合は、152ページの「コマ
ンド行インタフェースからユーザーを削除する」を参照してください。

以下に例を示します。

# utuser -di <Token ID>

# utuser -di mondex.9998007668077709

1 Token ID removed from user.
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ユーザーのトークンを有効または無効に変更

▼ Web ベースのインタフェースからユーザーのトークンを有効ま
たは無効にする

1. 有効または無効にするトークンを持っているユーザーの「現在の属性」フレームを表
示し、「属性の編集」ボタンを押します。

「属性の編集」フレームが表示されます。図 9-10を参照してください。

2. 有効にするトークン ID の「使用可」チェックボックスをオンにします。

3. 無効にするトークン ID の「使用可」チェックボックスをオフにします。

4. 「変更を保存」ボタンを押します。

管理データベースが更新されます。

▼ コマンド行インタフェースからユーザーのトークンを有効または
無効にする

1. ユーザーのトークンを有効にするには、次のコマンドを入力します。

<Token ID>は、有効にするトークンの ID です。このコマンドによって、管理データ
ベースのトークン情報が更新されます。

2. ユーザーのトークンを無効にするには、次のコマンドを入力します。

<Token ID>は、無効にするトークンの ID です。このコマンドによって、管理データ
ベースのトークン情報が更新されます。

# utuser -ei <Token ID> enable

# utuser -ei <Token ID> disable
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トークンリーダーからトークン ID を取得

▼ Web ベースのインタフェースからトークンリーダーのトークン
ID を取得する

1. 「ユーザー」フレームを表示し、「トークン ID を取得」をクリックします (80 ペー
ジの「トークンリーダーを設定する」を参照してください)。

次のようなフレームが表示されます。

図 9-11 「トークン ID の取得」フレーム

2. 選択したトークンリーダーに読み込むトークンを挿入します。

3. 特定のトークンリーダーを、使用可能なリーダーのプルダウンリストから選択しま
す。

4. 「トークン ID の取得」ボタンを押します。

アプリケーションによってトークンリーダーに照会され、受け付けられた場合は、
「トークン ID」テキストフィールドに値が設定された状態で再表示されます。
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▼ コマンド行インタフェースからトークンリーダーのトークン ID
を取得する

● 次のコマンドを入力します。

<Token Reader> は、IDの読み込み元のリーダーです。コマンドが実行可能状態になる
と、トークンリーダーからトークンの挿入を要求されます。この結果、トークンリー
ダーに対してトークン IDの照会が行われ、受け付けられた場合は表示されます。

供給元の異なるスマートカードの管理
Sun Ray enterprise server softwareでは、供給元の異なるスマートカードを使用でき
ます。一般ユーザーに割り当てられた個々のスマートカードの管理とは対照的です。
さらに、管理アプリケーションからスマートカードを表示したり追加したりできま
す。認証デーモンによって検索されるスマートカードの順番も設定できます。スマー
トカードの情報は、供給元が提供する設定ファイルから抽出されます。これらの設定
ファイルは、/etc/opt/SUNWut/smartcardディレクトリに格納されています。設
定ファイルは、正しい形式で記述されていて、.cfgという拡張子が付加されている
必要があります。(例: acme_card.cfg)

特定の供給元のスマートカードは、Sun Rayが検索するために追加ソフトウェアが必
要な場合があります。必要な場合は、ソフトウェアを Jar ファイル内に Javaクラスと
して追加してください。このファイルには .jarという拡張子があり、設定情報が含
まれている .cfgファイルと同じ接頭辞のファイル名である必要があります。

▼ 設定されたスマートカードを表示する

1. 主管理ページを表示して、「スマートカード」➤ 「表示」を選択します。

設定されたスマートカードがアルファベット順に一覧表示されます。

# utuser -r <Token Reader>

# utuser -r 08002086e18f
Insert token into token reader ’08002086e18f’ and press return.
Read token ID ’mondex.9998007668077709’
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図 9-12 スマートカードの表示

このフレームから、現在のスマートカードの一覧をアルファベット順で表示できま
す。スマートカードの供給元とバージョン番号が表示されます (図 9-12)。

表 9-4 スマートカードの構成一覧フィールド

オプション 説明

スマートカード スマートカードの名前

バージョン スマートカードのバージョン

供給元 スマートカードの供給元



178 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル • 2000年 4月

▼ コマンド行インタフェースから設定されたスマートカードを表示
する

● 設定されたスマートカードを表示するには、以下のコマンドを入力します。

以下に例を示します。

▼ 特定のスマートカードの属性を表示する

● 主管理ページを表示して、「スマートカード」➤ 「表示」を選択し、「スマートカー
ド」列の任意のスマートカードをクリックします。

に、選択されたスマートカードの主な属性を示します。すべてのスマートカード設定
ファイルには、これらの属性値が含まれている必要があります。 Jar ファイル属性に
ハイフン (-)が含まれていると、ファイル内の属性を使用して通常の方法でカードを検
索することができます。Jarファイル形式で追加のソフトウェアクラスを用意する必要
はありません。

# /opt/SUNWut/sbin/utcard -l

#  /opt/SUNWut/sbin/utcard -l
Card Name            Ver. Probe
-------------------- ---- -----
iButton              1.0     1
iButton              1.3     2
JavaCard             2.1     3
MicroFlexCard        5.3     4
Mondex               1.1     5
SampleCard           4.0     6
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図 9-13 「スマートカードの属性」フレーム

▼ コマンド行インタフェースからスマートカードの属性を表示する

● スマートカードの属性を表示するには、以下のコマンドを入力します。

<name> はスマートカード名、<version> はバージョン番号です。

# /opt/SUNWut/sbin/utcard -p “<name>,<version>”
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スマートカードの検索順

▼ スマートカードの検索順を表示する

1. 主管理ページを表示して、「スマートカード」➤ 「検索順序」を選択します。

「スマートカードの検索順序」フレームが表示されます (図 9-14)。

図 9-14 「スマートカードの検索順序」フレーム
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スマートカードの検索順序の変更

スマートカードの検索順序を変更する

1. 主管理ページを表示して、「スマートカード」➤ 「検索順序」を選択します。

「スマートカードの検索順序」フレームが表示されます。カードを選択して適切なボ
タンを押すことによって、検索順序を変更できます。.

図 9-15 「スマートカードの検索順序」フレーム

2. スマートカードを選択して、強調表示します (上図参照)。

3. 上矢印または下矢印をクリックして、カードの位置を移動します。

最上部または最下部のボタンをクリックすると、選択したカードが一覧の最上列また
は最下列に移動します。
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▼ コマンド行インタフェースからスマートカードの検索順序を変更
する

1. スマートカードの検索順序を変更するには、以下のコマンドを実行します。

現在の検索順序が示されます。

2. 検索順序中のスマートカードの位置を指定するには、以下のコマンドを入力します。

<name> はスマートカード名、<version> はバージョン番号、<new position> は新しい
位置を指定します。

注 – カードに対して新しい順番が指定されると、変更に適応して既存の順序が変わり
ます。

# /opt/SUNWut/sbin/utcard -l

# /opt/SUNWut/sbin/utcard -r <name>,<version>,<new position>
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スマートカードの追加

▼ スマートカードを追加する

1. 主管理ページを表示して、「スマートカード」➤ 「追加」を選択します。

「スマートカードを検索リストに追加する」フレームが表示されます (図 9-16)。

図 9-16 スマートカードの追加

2. スマートカードを強調表示して「追加」ボタンをクリックします。
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▼ コマンド行インタフェースからスマートカードを追加する

1. 検索順序に構成されていないカードの詳細を含むファイルを一覧表示するには、次の
コマンドを入力します。

以下に例を示します。

2. 一覧中のカードを追加するには、次のように入力します。

<filename>は、上の Filenameに表示されたファイルを指定します。

# /opt/SUNWut/sbin/utcard -u

# /opt/SUNWut/sbin/utcard -u
Filename             Name              Ver.
-------------------- ----------------- ----
filename_a.cfg       OtherCard         1.3
filename_b.cfg       SampleCard        3.0
filename_g.cfg       JavaButton        4.0
filename_h.cfg       JavaRolex         5.8
filename_i.cfg       ThumbReader       1.1
filename_l.cfg       SmartButton       1.1
filename_m.cfg       MicroPayflex      1.1

 # /opt/SUNWut/sbin/utcard -a <filename>
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スマートカードの削除

▼ スマートカードを削除する

1. 主管理ページを表示して、「スマートカード」➤ 「削除」を選択します。

「スマートカードを検索リストから削除する」フレームが表示されます (図 9-17)。

図 9-17 スマートカードの削除

2. スマートカードを選択して「削除」ボタンをクリックします。
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▼ コマンド行インタフェースからスマートカードを削除する

1. カードを削除するには、次のコマンドを入力します。

<name> と <version> には、/opt/SUNWut/sbin/utcard -l の結果表示されるもの
を入力します。

スマートカードベンダーの構成ファイル
管理アプリケーションを使用して、スマートカードベンダーの構成ファイルを追加し
ます。構成ファイルは、スマートカードの供給元から入手します。vendor.jarファ
イルと vendor.cfg ファイルの両方が提供されている場合もあります。

▼ 構成ファイルをディレクトリにロードする

● ベンダーの構成ファイルを次のディレクトリにコピーします。

追加したベンダーのカードが「追加」フレームの「使用可」欄に表示されます。図
9-16と図 9-17 を参照してください。

 # /opt/SUNWut/sbin/utcard -d  <name>,<version>

# cp vendor.cfg /etc/opt/SUNWut/smartcard
# cp vendor.jar /etc/opt/SUNWut/smartcard
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▼ データベースに構成ファイルをロードまたは追加する

1. 主管理ページを表示して、「スマートカード」➤ 「追加」を選択します。

「スマートカードを検索リストに追加する」が表示されます。新しいスマートカード
と対応する構成ファイルが表示されます。

図 9-18 検索順序一覧へのスマートカードの追加

2. スマートカードを強調表示して、「追加」ボタンをクリックします。

スマートカードがデータストアに追加されました。次の手順に進んで、操作を確認し
ます。
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▼ 構成ファイルの追加を確認する

1. 主管理ページを表示して、「スマートカード」➤ 「表示」を選択します。

「スマートカードの構成一覧」フレームが表示されます。

図 9-19 ファイルの追加の確認

2. 一覧に新しいベンダーが表示されていることを確認します。

この手順によって、構成ファイルがデータストアに正しく追加されたことを確認しま
す。

OpenWindowsの考慮事項
enterprise appliance上で OpenWindows™を実行しているユーザーに対しては、特別
な設定が必要です。たとえば、Sun Rayサーバーに CD-ROM を挿入すると、
OpenWindows を実行しているすべての appliance のモニターにファイルマネージャ
のアプリケーションが表示されます。これを避けるには、OpenWindows の各ユー
ザーが以下の手順を実行する必要があります。本来、この手続きはすべてのユーザー
の /home ディレクトリにある設定でそれぞれ実行する必要があります (appliance に
は関係ありません)。この手続きは 1回だけ行います。
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注 – 「デフォルトに保存」をクリックしないで、「適用」ボタンを選択すると、繰り
返し手順を実行する必要があります。

▼ OpenWindows の属性を変更する

1. ファイルマネージャを起動します。

2. 「編集」を選択します。

3. 「プロパティ…」をクリックします。

「プロパティ」パネルが表示されます。

4. 「カテゴリ」➤ 「拡張設定」を選択します。

5. 「挿入時にファイルマネージャをオープン:」の「CDROM:」に対して「いいえ」を選
択します。

6. 「適用」をクリックします。

7. デフォルトとして保存します。
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第10章

Sun Rayソフトウェアの削除

この章では、サーバーから Sun Rayソフトウェアを削除する方法について説明しま
す。スクリプトベースおよび手動の削除手続きについて説明します。この章は、以下
の 2つの節で構成されています。

■ 191ページの「スクリプトによるソフトウェアのアンインストール」

■ 198ページの「手動によるソフトウェアのインストール解除」

スクリプトによるソフトウェアのアンインストー
ル
システム管理者は構成解除スクリプトとアンインストールスクリプトを使用して、
Sun Rayサーバーソフトウェアを削除することができます。

この節では、Sun Rayサーバーソフトウェアの構成解除およびアンインストールの方
法について説明します。

注 – Sun Ray サーバーソフトウェアを削除するには、uninstall -u を使用する前
に、Sun Ray サーバーソフトウェアを構成解除する必要があります。
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以下の説明では、ワークシートで選択した値を使用して、適切な位置に代入する必要
があります。46ページの「主要な構成パラメタの収集」を参照してください。たとえ
ば、@(WEBSERVER_NAME)に utadminを設定したと仮定して、以下のコマンドに
実際の値を代入する例を示します。

結果は、以下のようになります。

▼ Sun Ray サーバーソフトウェアを構成解除する

1. スーパーユーザーとして、以下のコマンドを入力します。

2. Sun Ray サービスを停止します。

サービスが終了します。

3. 以下のコマンドを入力します。

Sun WebServer のインスタンスが終了します。@(WEBSERVER_NAME) は、管理アプ
リケーションをサポートするWebServerインスタンスの名前です。ワークシート上で
選択した値を参照してください (47ページの「構成ワークシート」を参照)。

4. SunDS を終了します。

# htserver stop @(WEBSERVER_NAME)

# htserver stop utadmin

# cd /etc/init.d

# ./utsvc stop

# htserver stop @(WEBSERVER_NAME)

# ./dsserv stop
Stopping SunDS daemon
SunDS daemon stopped
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5. 以下のコマンドを入力します。

すべての Sun Rayインタフェースに関連するエントリと構造がすべて削除されます。
Sun Rayサーバーソフトウェアを削除できる状態になりました。

6. 構成解除プロセスを開始します。

7. 次のメッセージに応答します。
Unconfigure Sun Web Server 2.1 ([y]/n)?

このスクリプトにより、Sun Web Server 2.1を構成解除するかどうかを確認されま
す。デフォルト値は yです。

8. 以下のようにメッセージに応答します。

注 – この例では、Web サーバーインスタンス名の @(WEBSERVER_NAME)、および
CGIユーザー名の @(CGI_USER) は、デフォルト値である utadminおよび
www)を使用しています。異なる値を入力した場合は、ここで入れてください。
元の値については、構成ワークシートを参照してください (47ページの「構成
ワークシート」を参照)。

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -r

### Removing interface "<interface>"

# /opt/SUNut/sbin/utconfig -u
Un-configuration of Sun Ray enterprise server Software

Unconfigure Sun Web Server 2.1([y]/n)y
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Sun Rayサーバーの構成解除プロセスが開始します。以下のメッセージが表示されま
す。

Enter UT admin web server instance name [utadmin]:

Delete CGI username account ([y]/n) y
# Enter CGI username [www]:

About to un-configure the following software products:

Sun Directory Services 3.1
Sun Web Server 2.1
Sun Ray enterprise server 1.1

Continue ([y]/n)y

Removing Sun Ray enterprise server Configuration ...

Removing Sun Web Server ’utadmin’ instance ...
utadmin : Not running.
utadmin : Deleted.

Deleting user account for ’www’ ...
www:x:130001:10:ut admin web server cgi user:/tmp:/bin/sh

Unloading Sun Directory Services Datastore ...

Removing Sun Directory Services Datastore ...

Downdating Sun Directory Services ACL’s ...

Downdating Sun Directory Services schema ...
Starting SunDS daemon .
Tue Apr 20 16:58 : dsservd starting

Un-configuration of Sun Ray enterprise server has completed.
Please check the log file, /var/tmp/utconfig.xxxxx.log, for
errors.
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9. スクリプトが完了したら、エラーが発生していないかどうかを確認するために、
/var/tmp/utconfig.xxx.log をチェックします。xxx はスクリプトのプロセス id

です。

▼ Sun Ray ソフトウェアをアンインストールする

この節では、utinstall -uコマンドを使用して、Sun Rayサーバーソフトウェアを
削除する方法について説明します。

注 – 現在の作業用ディレクトリは、削除するディレクトリの配下にあってはなりませ
ん。作業用ディレクトリに対して cd /を実行して確認してください。

1. 作業ディレクトリに移動します。

2. 削除プロセスを開始します。

# cd /

# /opt/SUNWut/sbin/utinstall -u
Removal of Sun Ray enterprise server Software
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3. 以下のようにメッセージに応答します。

#Remove Sun Directory Services 3.1 ([y]/n)? y

About to remove the following software products:

Sun Ray enterprise server 1.1
Sun Web Server 2.1
Sun Directory Services 3.1
In addition, any running Sun Ray enterprise server services will
be stopped. All existing sessions will also be cleared out.

Continue ([y]/n)y
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パッケージが削除されました。以下のメッセージが表示されます。

4. スクリプトが完了したら、エラーが発生していないかどうかを確認するために、
/var/tmp/utconfig.xxx.logをチェックします。xxx はスクリプトのプロセス id

です。

Removing Sun Ray enterprise server version 1.0 ...

Removal of <SUNWuta> was successful.

Removal of <SUNWutj> was successful.

Removal of <SUNWutm> was successful.

Removal of <SUNWuto> was successful.

Removal of <SUNWutr> was successful.
### successfully removed Sun Ray audio pseudo driver (utadem)
### successfully removed Sun Ray pseudo driver

Removal of <SUNWutk> was successful.

Removal of <SUNWutu> was successful.

Removing Sun Web Server version 2.1 ...
No running servers found.

Removing SWS does not remove your websites or configurations.
Server instances and websites are typically found in /var/http,
although they may be placed anywhere you choose.  See
"/etc/http/httpd-instances.conf" for the master list of server
configurations.

Checking installed packages and patches...
...Removal of <SUNWsds> was successful.

Removal of <SUNWsdsc> was successful.

Removal of Sun Ray enterprise server has completed, see
/var/tmp/utinstall.xxxxx.log
#
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手動によるソフトウェアのインストール解除
pkgrmを使用して Sun Rayサーバーソフトウェアをアンインストールするには、以下
の手続きで行います。スクリプトを使用したソフトウェアの削除の手続きについて
は、191ページの「スクリプトによるソフトウェアのアンインストール」を参照して
ください。

注 – Sun Ray サーバーソフトウェアを削除するためには、utinstallスクリプトを
使用することを推奨します。詳細については、191ページの「スクリプトによる
ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。

▼ Sun Ray サーバーソフトウェアを削除する

1. スーパーユーザーとして Sun Ray サービスを終了します。

2. ネットワークインターコネクトをすべて削除します。

# /etc/init.d/utsvc stop

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -r
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3. ソフトウェアパッケージを削除します。

各パッケージの削除の確認に対して、yで応答します。以下のメッセージが表示され
ます。

SunDS 3.1 と Sun WebServer 2.1

アンインストールと構成解除については、サポートしているソフトウェアのマニュア
ルを参照してください (Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 CD-ROMに格納され
ています)。

# pkgrm SUNWuta SUNWutm SUNWuto SUNWutr SUNWutux SUNWutu SUNWutkx SUNWutk SUNutj

The following package is currently installed:
SUNWuto  Sun Ray enterprise server Core Software
(sun4m,sun4u,sun4d) Alpha4

Do you want to remove this package? y

## Removing installed package instance <SUNWuto>
## Verifying package dependencies.
## Processing package information.
## Removing pathnames in class <none>
/tftpboot/view
/tftpboot/tftpboot
/tftpboot <non-empty directory not removed>
/opt/SUNWut/lib/tftpboot
/opt/SUNWut/lib <shared pathname not removed>
/opt/SUNWut/bin/utfwupgrade
/opt/SUNWut/bin/esdl
/opt/SUNWut/bin <shared pathname not removed>
/opt/SUNWut <shared pathname not removed>
## Updating system information.

Removal of <SUNWuto> was successful.
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付録A

障害追跡

この章は、以下の 3つの節で構成されています。

■ 201ページの「appliance 関連の質問」

■ 209ページの「ユーザー関連の質問」

■ 215ページの「サーバー関連の質問」

appliance関連の質問
質問 : OSD (オンスクリーン表示) についてユーザーから問い合わせがあった場合は、個々
の対応はどのようにすればいいでしょうか。

答え : 次の各アイコンに対して次の手順で対応してください。

起動アイコン

起動アイコン : 砂時計の下に進行状況を示すダッシュが表示されま
す。

- インターコネクトを待機中

-- DHCP保留

---認証マネージャとの接続を待機中

■ 起動 1－インターコネクトを待機中
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意味 : applianceでは、電源投入時自己診断はパスしましたが、Ethernet 信号が検
出されていません。このアイコンは、通常の起動フェーズの一部として表示され、
通常は数秒間表示されるだけです。

このアイコンが 10秒以上表示された場合の対処方法

■ Ethernetケーブルが applianceの背面に正しく差し込まれ、ハブ、スイッチ、
ネットワークコンセントに正しく接続されていることを確認します。

■ applianceがハブまたはスイッチ経由で接続されている場合は、ハブまたはス
イッチの電源が投入され設定が正しいことを確認します。

■ Sun Ray サーバーが起動し、動作していることを確認します。

■ 起動 2－ DHCP保留

意味 : applianceでは、Ethernet キャリアを検出しましたが、DHCP から初期パラ
メタを受け取っていません。このアイコンは、通常の起動フェーズの一部として表
示され、通常は数秒間表示されるだけです。

このアイコンが 10秒以上表示された場合の対処方法

■ Sun Ray サーバー上の DHCPが正しく設定されていて、正常に起動し、クライ
アントに割り当てる IPアドレスが不足していないことを確認します。

■ DHCPを再起動するには、 rootで以下のように入力します。

# /etc/init.d/dhcp stop

# /etc/init.d/dhcp start

■ 起動 3―認証マネージャとの接続を待機中

意味 : applianceでは DHCPから初期パラメタを受け取りましたが、Sun Ray 認証
マネージャにはまだ接続されていません。このアイコンは通常の起動フェーズの一
部として表示され、通常は数秒間表示されるだけです。このアイコンが消えると、
接続が確立されているので、スマートカードの挿入またはログイン、あるいはその
両方を行うことができます。

このアイコンが数秒以上表示された場合の対処方法

■ Sun Ray サーバー上で、認証マネージャを含む Sun Ray サービスが起動し動作
していることを確認します。
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appliance の障害

applianceの障害 :このアイコンは、『Sun Ray 1 障害追跡の概要』
ではハードウェア障害と呼ばれます。

意味 : appliance が Sun Ray サーバーから新しい PROM ソフトウェ
アを読み込もうとしましたが、失敗しました。

アイコンが数秒以上表示された場合の対処方法。

1. Sun Rayサーバーのソフトウェアログに原因を示すエラーメッセージがないかどう
かを調べます。

2. Sun Rayサーバー上の DHCPの設定が正しく、正常に稼動していることを確認し
ます。

3. Sun Rayサーバー上の /tftpbootを調べて、新しい PROM ソフトウェアが存在
し、appliance にダウンロードできる状態であることを確認します。

4. 問題が解決したら、appliance の電源を再投入して、PROMソフトウェアを再ロー
ドできるようにします。

Ethernet が認識されない

Ethernet が認識されていません。すべての接続が正しいことを確認
します。

16進数の Ethernetアドレスの最後の 6桁が表示されます。

意味 : appliance で Ethernet 信号が失われました。このアイコン
は、appliance が正常に起動され Ethernet信号が失われた後に表示されます。

対処方法

1. Ethernetケーブルが appliance の背面に正しく差し込まれ、ハブ、スイッチ、ネッ
トワークコンセントに正しく接続されていることを確認します。

2. appliance がハブまたはスイッチ経由で接続されている場合は、ハブまたはスイッ
チの電源が投入され設定が正しいことを確認します。

3. Sun Rayサーバーが起動し、動作していることを確認します。
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ソフトウェア障害

ソフトウェア障害またはサーバー障害

意味 : applianceで Sun Ray認証マネージャとの接続が失われたか、
DHCPが IP アドレスの割り当てを更新できませんでした。

対処方法

1. Sun Rayサーバーが起動し、動作していることを確認します。

2. Sun Rayサーバー上で、認証マネージャを含む Sun Rayサービスが起動し、動作し
ていることを確認します。

3. Sun Rayサーバー上の DHCPの設定が正しく行われ、クライアントに割り当てる
IP アドレスが不足していないことを確認します。

ファームウェアのダウンロード

ファームウェアのダウンロード : マシンの下に進行状況を示すダッ
シュが表示されます。

- PROMソフトウェアをダウンロード中

-- PROM ソフトウェアを保存中

■ ファームウェア 1－ PROM ソフトウェアをダウンロード中

意味 : applianceでは、Sun Ray サーバーから新しいフラッシュ PROM ソフトウェ
アをダウンロードしています。

対処方法

■ ダウンロードが完了するまで待機します。新しい PROMソフトウェアのダウン
ロードと保存は、通常 1分以内で終わります。ダウンロードを中断した場合
は、applianceを次に起動したときに新しい PROM ソフトウェアをダウンロー
ドする必要があります。

■ ファームウェア 2－ PROM ソフトウェアを保存中

意味 : applianceでは、Sun Ray サーバーから新しい PROM ソフトウェアのダウン
ロードが完了し、appliance の PROM に保存しています。
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対処方法

■ ダウンロードが完了するまで待機します。新しい PROMソフトウェアのダウン
ロードと保存は、通常 1分以内で終わります。ダウンロードを中断した場合
は、applianceを次に起動したときに新しい PROM ソフトウェアをダウンロー
ドする必要があります。

Ethernet アドレス

Ethernet アドレス :

3つの音量コントロールキーを同時に押すと、16進数の Ethernet ア
ドレスの最後の 6桁が表示されます。この値によって、appliance
が一意に識別できます。5～ 15秒間表示されます。サン以外のキー
ボードを使用している場合は、Ethernet ケーブルをはずして接続し
なおしてください。アイコンの下部にリンク速度が表示されます
(例: 10F、10H、100F、100H)。Fは全二重、Hは半二重を表しま
す。

カード読み込みエラー OSD

カード読み込みエラー OSD は、ファームウェアがカードを読み込
むことができないときに表示されます。原因は以下のいずれかで
す。

■ applianceが、その特定のカードを読めない古い型のハードウェ
アである。
■ applianceで実行しているファームウェアが古く、アップグレー
ドが必要である。

■ カードの接点あるいはカードリーダー上の接点が汚れている、またはカードが正し
く挿入されていない。

■ カードに異常があり交換が必要である。

■ ファームウェアが読み込めるように設定されていないタイプのカードである (176
ページの「供給元の異なるスマートカードの管理」参照)。

■ この種類のカードに対する設定にエラーがある (186ページの「スマートカードベ
ンダーの構成ファイル」参照)。

10F
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カード挿入プロンプト OSD

現在の認証ポリシーによって、カードでのアクセスだけに制限
されている場合に、この OSDが表示され、ユーザーにカードを
挿入するように促します。

アクセス拒否 OSD

アクセス拒否 OSDは、提示されたトークンに対して現在の認証
ポリシーがアクセスを拒否する場合に表示されます。たとえば、
無効になったカードが applianceに挿入されるとこのアイコン
が表示されます。

LED

質問 : appliance が動作しない場合は、どこを調べればよいでしょうか。

答え : /var/opt/SUNWut/log にログファイルがあります。たとえば、appliance
が認証モードの場合には、/var/opt/SUNWut/log/messagesにログメッセージが
ある可能性があります。

1. 画面表示 (OSD) をチェックします。

2. Ethernetが認識されていない場合は、コネクタをすべてチェックします。

表 A-1 電源 LED

LED の状態 対処方法

オフ applianceが接続されていることを確認します。2つのヒューズが
切れている可能性があります。applianceを交換します。

黄色 ハードウェア障害 : applianceを交換します。

点滅 PROMが破損しています。utfwadmを使用してファームウェア
を復元します。
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3. DHCPがサーバー上で稼動していることを確認します。

4. 認証マネージャとの通信に問題がある場合は、セッションマネージャをチェックし
ます。

5. 認証マネージャが稼動していることを確認します。

認証マネージャではログファイル /var/opt/SUNWut/log/messagesを作成しま
す。

質問 : Sun Ray 1 appliance でオーディオファイル (*.au) を再生できるかどうかを調べる
には、どのようなチェック方法がありますか。

答え : ユーザーに次の入力を依頼します。

Sun Rayソフトウェアは、$AUDIODEVで動作するように設計されています。
/dev/audio を使用するアプリケーションもあります。Sun Rayには事前ロード済み
のライブラリがあり、/dev/audioと /dev/audioctlにアクセスすると、Sun Ray
1 appliance のオーディオ装置用の適切なファイル名に変換されます。この機能が有効
かどうかを調べるには、次のように入力します。

出力には libc_ut.soなどのファイル名が含まれています。この変換はデフォルトで
は有効になっています。

注 – パッチが適用されていない ShowMe TV™ 1.2.1は、この方法では正常に動作し
ないことがわかっています。 ShowMe TV 1.3 にアップグレードしてください。

% ps -ef | grep dhcp

% ps -ef | grep utsessiond

% /usr/ucb/ps -axww | grep utauthd

% cat /usr/demo/SOUND/sounds/whistle.au >/dev/audio

% echo $LD_PRELOAD
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質問 : キオスクで Sun Ray 1 appliance を使用する場合、どんなオプションがあります
か。

答え : Sun Ray 1 appliance 用のキオスクのマウントについては、次の URLを参照し
てください。

http://www.sun.com/sunray1/

http://www.sun.co.jp/sunray1/

キオスク、no-adminユーザーモードに関する詳細については、『Sun Ray Enterprise
Server Software管理マニュアル (上級編)』を参照してください。

質問 : Sun Ray 1 appliance の専用台が壊れたり、不適切な場所に置いたりした場合はど
うなりますか。

答え : appliance を専用台から外して置く場合は、スピーカ側を上に向ける必要があり
ます。スピーカ側を下にして置くと過熱します。

質問 : 現在使用しているすべての (またはほとんどの) モニターでは、1152 × 900 の解像
度以外はサポートされていません。X サーバーは、1280 × 1024 の解像度で表示されるた
め、画面に表示されない場合はスクロールする必要があります。どうすればいいでしょう
か。

答え : 「設定」画面を使用します。

utxconfig(1M) コマンドを使用してデフォルトの X サーバーの解像度を、
appliance に接続されているモニター用に調整することができます。個々のユーザー
の要求に対しては、utxconfig(1M)で、ユーザーごとに特定のパラメタを作成する
ことができます (これはユーザーの認証トークンに基づきます。ワークステーション
交換モードでは、トークンは appliance の Ethernetアドレスです。その他のモードの
場合は、スマートカードに基づきます)。
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解像度を設定するには、rootとして次のように入力します。

質問 : appliance をリセットする方法はありますか。appliance の電源を再投入するには
どうしたらいいですか。

答え : appliance をリセットするには、その電源を再投入します。

▼ Sun Ray 1 appliance の電源を再投入する

1. <コントロール> キーと <電源> キーを同時に押すように、ユーザーに依頼します。

ユーザーが Sun USBキーボードまたは電源コントロールキー付きのキーボードを使用
している場合は、<コントロール>キーと <電源> キーを同時に押して applianceをリ
セットすることができます。Sun USBキーボードの電源キーには、通常三日月形の印
がキーボードの右上についています (11ページの図 1-4を参照してください) 。

2. または、電源コードを抜いて再接続するようにユーザーに依頼します。

質問 :会社の勤務時間は、午前 8 時 から 午後 5 時までです。appliance を 午前 7:45 時に
起動してすべて正常に動作しているかどうかを確認する方法はありますか。

答え : IP アドレスを使用して通常の方法で appliance を Pingします。DHCPテーブ
ルからアクティブな IP アドレスを取得します。

Sun Ray管理アプリケーションを使用して現在接続されている appliance を一覧表示
します (114ページの「現在接続されているデスクトップの一覧表示」を参照してくだ
さい)。

ユーザー関連の質問
質問 : 画面がロックしています。どうすればよいでしょうか。

答え : 可能性は 2つあります。

1. 症状 :アイコン化されたウィンドウがすべて元に戻り、移動とサイズ変更はできま
せんが、マウスポインタは動かすことはできます。

原因 :ウィンドウマネージャ dtwm または olwm が機能していません。

# utxconfig -a -r 1152x900
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解決方法 :端末エミュレータまたは DISPLAY変数が正しく設定された rlogin を使用
して、dtwmまたは olwmを再起動します。次に例を示します。

2. 症状 :サーバーが動かなくなり、ウィンドウのサイズ変更と移動を行うことができ
ません。マウスを動かすことはできますが、ウィンドウを強調表示できません。

原因 :通常は、ユーザーの最後のアプリケーションによってサーバーがロックされた
まま解放されていません。

解決方法

a. 最後に使用されたアプリケーションを特定し、強制終了します。

b. appliance の電源を再投入します。スマートカードを使用している場合は、カー
ドの取り出しを要求します。スマートカ－ドを取り出しても画面が空にならない
場合は、Sun Ray 1 enterprise appliance の交換が必要です。

c. 最後の手段として、X サーバーを終了することもできます。

i. X サーバーの PIDを調べるには、次のように入力します。

ii. 次に、X サーバーに関連するプロセスを終了します。次のように入力しま
す。

% rlogin <machine_name> -l  <user_name>
% setenv DISPLAY xxxx
% /usr/dt/bin/dtwm &

% ps -ef | grep Xsun | grep <username>

% kill <pid>
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質問 : アプリケーション起動時に、ユーザーに次のエラー (または同様のエラー) が発生

します。

答え :アプリケーションが、8ビットの擬似カラーグラフィックスのみを使用するよう
に設計されている可能性があります。古いプログラムには、多くの場合、8ビットの
擬似カラー画像が必要です。

Sun Rayソフトウェアでは、8ビットの画像をサポートしていますが、X サーバーに
より多くのメモリーが必要になり、グラフィック性能が低下します。8ビット画像サ
ポートを多用すると、Sun Rayサーバーの拡張性が低下します。

ユーザーの重要なアプリケーションが動作しない場合は、utxconfig(1M)コマンド
を使用して 8ビットサポートを有効にするか、8ビットをデフォルトの画像にしま
す。

必要がなければ、8ビット画像は無効にします。8ビットサポートを有効にしてから、
デフォルトの画像にします。単に 8ビットサポートを有効にしたときに比べて、デ
フォルトの画像として 8ビット画像を使用すると、性能および拡張性が低下するため
です。ただし、必要な画像を検索せずに無条件にデフォルトの画像を使用するアプリ
ケーションもあります。このようなプログラムの場合は、デフォルトの画像として 8
ビット画像を使用してください。

8ビットの擬似カラー画像を有効にするには、rootで次のように入力します。

/usr/openwin/bin/xcolor: unable create colormap (8)

Application initialization failed: couldn’t find an appropriate visual

could not get visual

X Error of failed request: BadValue (integer parameter out of range for operation)
Major opcode of failed request: 91 (X_QueryColors)
Value in failed request: 0xc3b2ae
Serial number of failed request: 82

# utxconfig -d $DISPLAY -p on
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8ビットの擬似カラー画像をデフォルトにするには、rootで次のように入力しま
す。

注 – このコマンドについての詳細は、utxconfigコマンドのページを参照してくだ
さい。

通常のユーザーは、セッションで X ディスプレイにアクセスできる場合は、そのセッ
ションに対して utxconfigコマンドを実行できます。他のユーザーに対する変更ま
たはデフォルト値の変更は、rootだけが行うことができます。

ディスプレイの仕様は、変更対象の X サーバーの構成を確認するときに使用されます
が、utxconfig では、そのセッションにアクセス権を与えるトークンに基づいて構
成を格納します。このため、今後別のディスプレイ番号が割り当てられた場合でも、
構成はユーザー (スマートカードがトークンの場合) または appliance (デフォルトの
トークンの場合)に追従します。

質問 : メニューや CDE バーからコマンドを起動することはできますが、端末ウィンドウか
らは起動できません。どこが悪いのですか。

答え : ユーザーの起動スクリプト (.cshrc、.login、.profile、または
.dtprofile)で DISPLAY 変数を設定している可能性があります。DISPLAY が設定
されていない場合、またはディスプレイ番号 (: の後の部分)を保存する場合は、スク
リプトを変更します。次に例を示します。

質問 : スマートカードを持っていませんが、セッションの途中で appliance に障害が発生
しました。appliance を交換しました。どのようにすればユーザーをセッションに再接続
できますか。

答え : ユーザーの X サーバーを検索して強制終了し、ユーザーが再度ログインしま
す。このリリースには、データを保存するメカニズムはありません。

質問 : ユーザーのセッションがタイムアウトになり、接続しません。どうすればいいで
しょうか。

#  utxconfig -d $DISPLAY -p default

% echo $DISPLAY
yoyodata:62.0
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答え : タイムアウト値を変更します。

サーバーの負荷が大きい場合は、Sun Ray 1 appliance から要求を受け取るときの認証
マネージャの待機時間を増やすことにより、セッションのタイムアウトが発生しなく
なります。

タイムアウト値は、appliance と認証マネージャ間通信の最大許容時間間隔です。認
証マネージャは、auth.propsファイルで定義されている既定の時間だけ待機します
(60秒)。60秒経過してもメッセージが受信されない場合は、認証マネージャでは
appliance に照会します。60秒経過しても応答がない場合は、認証マネージャでは
appliance への TCP接続を閉じます。

参照 – サーバーの負荷が大きい場合は、タイムアウト値をデフォルトの 60秒より大
きい値に変更することもできます。

▼ タイムアウト値を変更する

1. root として、テキストエディタで /etc/opt/SUNWut/auth.props ファイルを開
きます。
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# Copyright (c) 04/03/99 Sun Microsystems, Inc. All Rights Reserved
# @(#)auth.props.txt1.22 99/04/03

# Timeout
# Terminals are required to send a message to the authentication manager
# at least once every {timeout} seconds.
timeout = 60

# Workers
# This is the target number of spare threads to maintain to handle
# new terminal connections.
workers = 3
           :
           :
           :
# Service port
# The authentication manager listens on this port for connections from
# terminals.
port = 7009

# Admin/LDAP configuration file.
# Uncomment the following line to
# enable raw to logical token name mapping, logical token record lookup,
# and desktop status reporting.
# The “RegisteredDistributed” authentication policy depends on a
# properly configured LDAP database.
# This property has no default value.
#
#adminConfigFile = utadmin.conf

# Module Directory
# All authentication modules must be located in the following directory
moduleDir = /opt/SUNWut/lib/modules

# Policy
# The active authentication policy determines which tokens and terminals
# are accepted and granted access to system services.
policy = ZeroAdmin
# policy = RegisteredDistributed
           :
           :
           :
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2. デフォルトのタイムアウト値を確認します (コード一覧の開始部)。

3. デフォルト値のコメントを解除して、サーバーの条件に最適な新しい値を入力します
(値は秒単位です)。

4. ファイルを保存して、Sun Ray サーバーを再起動します。

注 – /etc/opt/SUNWut/auth.propsファイルにも認証方式情報が格納されていま
す。

サーバー関連の質問
質問 : インストールプロセスで追加、削除、または変更されるファイルは何ですか。

答え : 次のファイルが Sun Rayソフトウェアのインストールの影響を受けます。

変更部分には、プロジェクト ID 文字列でマークされます (文字列 "SUNRAY
ADD"、"SUNRAY DEL"、"SUNRAY BEGIN"、および "SUNRAY END" が使用されま
す)。

timeout=60

#timeout=60
timeout=120

/etc/nsswitch.conf
/etc/hostname.{hme,qfe,gem}[0-9]
/etc/inet/hosts
/etc/inet/netmasks
/etc/inet/networks
/var/dhcp
/var/dhcp/dhcptab
/etc/default/dhcp
/etc/init.d/dhcp
/etc/default/sys-suspend
/usr/dt/config/sessionetc
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質問 : サーバーのハードドライブへのアクセスが頻繁に発生しています。Sun Ray サー
バーのスワップが多いのはなぜですか。

答え : サーバーのメモリーを増やす必要があります。ほとんどのネットワーク環境で
は、256M バイト以上の RAMが推奨値で、各ユーザーに 45～ 65M バイトが割り当
てられるようにします。推奨値以外の場合は、ハードドライブの使用可能なスワップ
容量に依存します。wsinfoコマンドを使用してシステムのリソースを確認してくだ
さい。

図 A-1 ワークステーションのリソース情報へのアクセス

% /usr/openwin/bin/wsinfo &
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スワップが発生しているかどうかを調べるには、次のように入力します。

srとマークされた列が 10よりも多い場合 (スワップ時間が多すぎる場合) は、メモ
リーの追加を検討してください。

質問 : Unable to get pty というエラーメッセージを受け取りました。原因は何でしょう
か。

答え : Sun Ray サーバーによって、定義済みの擬似端末数がすべて使われました。定
義済みの擬似端末が不足している場合は、シェルウィンドウを起動できず、ログイン
できません。たとえば、ネットワークが 50台の Sun Ray 1 appliance で構成され、
ptyエントリに 40が設定されていると仮定します。41番目のユーザーがシェルウィ
ンドウを開こうとすると、このエラーメッセージが表示されます。rootとして、
/etc/systems ファイルの pt_cnt値を編集して、使用可能な擬似端末数を増やし
ます。pt_cnt エントリを大きい値に変更します (ユーザー数の 4～ 5倍以上)。再起
動が必要です。次に例を示します。

詳細については、68ページの「システムパラメタの設定」を参照してください。

質問 : Sun Ray ソフトウェアでは、X11 に対して Direct Graphics Access (DGA) 拡張機
能をサポートしますか。

答え : Sun Ray server softwareでは、X11に対して SunDGA (Direct Graphics Access)
拡張をサポートしません。Sun Ray server softwareでは、照会を行うアプリケーショ
ンに対して DGAがサポートされていないというメッセージを出力します。通常、ア
プリケーションでは、DGAおよび代替パスが使用できない場合は、ライブラリ (XIL
など)を介して DGA を利用します。

質問 :複雑なグラフィックスの CADプログラムを使用しています。グラフィックスをスク
ロールしても、スムーズにスクロールしません。何か方法はありますか。

答え : Enterpriseデスクトップで 100 MBの全二重リンクが使用されていることを確認
します。また、システムの構成とアプリケーションの要件もチェックします。サー
バー側で可能な対策は、プロセスの優先順位の調整、メモリーの追加、CPUの増設、
ディスク容量の追加などです。

% vmstat 5

# set pt_cnt=40
set pt_cnt=100
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質問: ShowMe TV™ セッションの動作が遅いのはなぜでしょうか。

答え: Sun Ray サーバーで最良の性能を得るには、ShowMe TV の最新のバージョンを
使用します。ShowMe TV 1.3またはそれ以降のバージョンを推奨します。このアプリ
ケーションは次の URLからダウンロードすることができます

http://www.sun.com/

質問: AutoCAD を使用する場合には、どの設定を有効にしておく必要がありますか。

答え: AutoCADは 8ビットのみのプログラムであるため、8ビット画像が有効になっ
ている必要があります。次の用に入力して、設定できます。

この設定をシステム全体に適用する方法などの詳細については、utxconfig(1M)の
マニュアルページを参照してください。変更を有効にするには、いったんログアウト
して、ログインしなおす必要があります。

# /opt/SUNWut/lib/utxconfig -p on
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付録B

緑とかげカーソル

緑とかげカーソルは、Sun Ray 1 applianceのデフォルトのカーソルです。X Window
サーバー (Xsun)などのアプリケーションがカーソルを X 、砂時計、矢印などに変化
させるまで緑とかげカーソルが表示され続けます。緑とかげカーソルは Sun Ray 1
appliance がハングまたはエラー状態にあるということではなく、通常 Sun Ray 1
applianceが待機中で Xsunからの描画コマンド待ちの状態であることを意味します。

Xsunサーバーは dtloginデーモンによって起動されます。Xsunサーバー起動中に
dtlogin デーモンは以下の 2つの構成ファイルを読み取ります。

■ /etc/dt/config/Xservers

■ /etc/dt/config/Xconfig

緑とかげカーソルが長い時間表示されたままの場合は、X Window サーバーが動作し
ていません。ほとんどの場合、原因は古いバージョンの dtloginデーモンか構成
ファイルにあります。

障害追跡のためには次の事項を確認する必要があります。

■ 本当に問題が存在するか?
■ ハードウェア障害はないか ?
■ dtlogin コマンドは古くないか ?
■ dtlogin セッションはハングしていないか ?
■ 構成ファイルは壊れていないか ?

本当に問題が存在するか?
Sun Ray の管理モデルには 6つのユーザーセッションタイプがあります。
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■ デフォルト—通常のユーザーログイン
■ 登録—ユーザーの自己登録
■ キオスク—匿名ユーザーの操作
■ カード挿入—ユーザーのスマートカードの挿入要求
■ カードエラー—認知できないスマートカードタイプ
■ エントリなし—スマートカードのトークンがブロックされている

最初の 3つのセッションタイプでは通常のプロセスでログインできます。その他の
セッションタイプではログインのプロセスがないため、Sun Ray 1 appliance のモニ
ターに緑とかげカーソルとともにアイコンを表示します。アイコンはログイン前に他
の操作をしなければならないことを示しています。ユーザーがスマートカードをいっ
たん取り出し、その直後に再度挿入した場合は、アイコンはモニターから消えます
が、緑とかげカーソルは表示されたままとなります。

最後の 3つのセッションタイプでのアイコン、緑とかげカーソルは異常による警告で
はありません。ユーザーは次の手順を実行してください。

■ 認知されたスマートカードを正しい方向に挿入します。
■ Sun Ray管理者にアクセス許可を求めます。

Sun Ray 1 appliance の起動とアイコン表示の詳細は、『Sun Ray 1 クイックリファレ
ンス』および『Sun Ray 1障害追跡の概要』を参照してください。

ハードウェア障害はないか ?
Sun Rayサーバーのパフォーマンスが悪い、または過度のディスクスワップが発生す
る場合は Sun Rayサーバーにシステム資源が不足していることを示しています。この
状態では、ユーザーセッションのために X Window サーバーを起動するための十分な
仮想記憶が確保できなくなっています。何回かの再試行でも Xsunプロセスが起動し
ない場合、 dtlogin デーモンは起動をあきらめます。X Window サーバーが動作し
ていない場合、緑とかげカーソルは表示されたままになります。

この状況を解決するには、メモリーを増設するか、あるいはスワップパーティション
のサイズを増やす必要があります。詳細は『Sun Ray Enterprise Server Software 1.0
管理マニュアル』および『Sun Ray Enterprise Server Software 1.0 インストールマ
ニュアル』を参照してください。
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dtloginコマンドは古くないか ?
dtlogin デーモンは、Solaris™ オペレーティング環境の一部です。また dtlogin

デーモンは、Sun Rayソフトウェアが開発される以前から存在しています。Sun Ray
の管理モデルには dtloginが新しい方式で使用されているため、dtloginデーモン
のバグが問題となる場合があります。このため、dtloginデーモンのバグを解決する
ためのパッチが利用できるようになっています。

このマニュアルの執筆時点では、次のパッチが提供されています。

■ CDE対応

■ 105703-17 (Solaris 2.6 SPARCstation™)

■ 107180-12 (Solaris 7 SPARCstation)

■ X Window サーバー対応

■ 105633-29 (Solaris 2.6 SPARCstation)

■ 107078-18 (Solaris 7 SPARCstation)

Sun Rayソフトウェアのバグおよびパッチに関する最新情報は、次の URL を参照し
てください。

http://www.sun.com/products/sunray1/patches.html

Solarisオペレーティング環境およびその他のソフトウェアのパッチは、次の URL を
参照してください。

http://access1.sun.com

注 – utdtsession コマンドのバグを解消するための追加のパッチ (108303-xx)は
http://access1.sun.com にあります。このパッチにより、
/etc/dt/config/Xserversおよび /etc/dtconfig/Xconfigファイルの
破壊を防ぐことができます。
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dtloginセッションはハングしていないか ?
ある状況下では dtlogin デーモンが Xsunサーバーを起動できないことがありま
す。X Window サーバーが動作していない場合、緑とかげカーソルは表示されたまま
になります。dtlogin デーモンは Xsunサーバーの起動を中止して、以降そのユー
ザーセッション用のすべての X Window サーバーの起動ができなくなります。

この状況を解決するには、dtloginセッションを手動で構成解除する必要がありま
す。その後、システムが自動的にセッションを再構成します。

注意 – パッチ 108303-xxを適用していない場合は、手順 6により
/etc/dt/config/Xserversまたは /etc/dtconfig/Xconfigファイル
が破壊されることがあります。手順 6の実行後、これらのファイルが正常か確
認してください。また、「構成ファイルは壊れていないか ?」を参照してくだ
さい。

▼ dtlogin セッションを特定・構成解除する

1. 緑とかげカーソルの表示されている Sun Ray 1 appliance のキーボードから 3 つのす
べてのオーディオキーを同時に押します。

Sun Ray 1 appliance の Ethernetアドレスの下 6桁を表示したアイコンが現れます。

2. 6 桁の 16 進数を書き留めます。

例 : B05E25

3. ハングしている Sun Ray 1 appliance に挿入されているスマートカードをそのままに
しておきます。

4. 他の Sun Ray 1 appliance または Sun Ray サーバー上でスーパーユーザーでログイン
し、シェルウィンドウを開きます。
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5. サーバーのステータスファイルを作成します。

sunraystatus の後に Returnキーを押してください。

sunraystatus ファイルが作成され、telnet セッションが終了します。

6. vi で sunraystatus ファイルを編集します。

次は sunraystatusファイルからの抜粋です。この例は手順 1から手順 4で使用さ
れた情報を示しています。

7. Ethernet アドレスを検索します。

ここで、address は手順 2で取得した Ethernetアドレス (例：B05E25 ) に置き換えま
す。

この例では、カーソルは次の行に移動します。
terminalId=CoronaP1.080020b05e25

8. end が現れるまで下方向へカーソルを移動させます。

# telnet localhost 7010 > /tmp/sunraystatus
status

# vi /tmp/sunraystatus

.

.
begin
terminalId=CoronaP1.080020b05e25(Step 7)

.

.
tokenName=ZeroAdmin.m1.MicroPayflex.00005bca65000100(Step 9, 10)

.

.
end (Step 8)

.

.

:set ic
:/address
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9. 逆に上方向へ tokenName が現れるまでカーソルを移動させます。

この例では、カーソルを次の行まで上方向へ移動させます。
tokenName=ZeroAdmin.m1.MicroPayflex.00005bca65000100

10. = 記号の後のテキストを書き留めます。

この例では、次のテキストを書き留めます。
ZeroAdmin.m1.MicroPayflex.00005bca65000100

11. vi を終了します。

12. dtlogin セッションの構成を解除します。

ここで textは手順 10で書き留めたテキストに置き換えます。この例では次のテキスト
です。
ZeroAdmin.m1.MicroPayflex.00005bca65000100

13. Control キーと電源制御キーを同時に押して、ハングしている Sun Ray 1 appliance を
再起動するか、またはスマートカードをいったん取り出し、再び挿入します。

dtlogin セッションが自動的に再構成され、Sun Ray 1 appliance に表示されます。

構成ファイルは壊れていないか ?
次の 2つの構成ファイルが壊れている可能性があります。

■ /etc/dt/config/Xservers

■ /etc/dt/config/Xconfig

これらの構成ファイルは dtloginデーモンによって使用されます。これらのファイ
ルが壊れていると、dtloginデーモンは Xsunサーバーを正しく起動できません。X
Window サーバーが動作していないと、緑とかげカーソルは表示されたままとなりま
す。

:q!

# /opt/SUNWut/lib/utdtsession -t text delete
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▼ 構成ファイルの完全性を確認する

1. ユーザーとして Sun Ray サーバーにログインし、シェルウィンドウを開き、次の 2

つのファイルを比較します。
/usr/dt/config/Xservers

/etc/dt/config/Xservers

このコマンドにより、完全であることがすでに確認されているファイルと壊れている
可能性があるファイルとを比較します。結果は次の例のようになります。

注 – この例は単純化してあります。実際の結果はこの何十倍もの行数になります。

この例の最初の行 106a107,130の 106は、2つのファイルが 106行までは同一であ
ることを示しています。a107,130は、2つ目のファイルの 107行から 130行を 1つ
目のファイルに対して追加することによって同一になることを示しています。

結果の最初の 3桁が 100より小さい数字である場合は、
/etc/dt/config/Xserversファイルが壊れています。

% diff /usr/dt/config/Xservers /etc/dt/config/Xservers

106a107,130
> # BEGIN SUNRAY CONFIGURATION
> :8 SunRay local@none /usr/openwin/bin/Xsun :8 -nobanner

.

.
> :9 SunRay local@none /usr/openwin/bin/Xsun :9 -nobanner
> # END SUNRAY CONFIGURATION
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2. 次の 2 つのファイルを比較します。
/usr/dt/config/Xconfig

/etc/dt/config/Xconfig

結果は次の例のようになります。

注 – この例は単純化してあります。実際の結果はこの何十倍もの行数になります。

結果の最初の 3桁が 154より小さい数字である場合は、/etc/dt/config/Xconfig
ファイルが壊れています。

▼ Xservers および Xconfig ファイルを上書きする

注 – Xservers ファイルを上書きするには、すべての Sun Ray 1 applianceのサービ
スを停止する必要があります。サービスの停止をユーザーへ知らせてください。

1. スーパーユーザーでログインし、シェルウィンドウを開き、Sun Ray サーバーを停止
します。

2. Xservers ファイルおよび Xconfig ファイルを上書きします。

% diff /usr/dt/config/Xconfig /etc/dt/config/Xconfig

156a157,180
> # BEGIN SUNRAY CONFIGURATION
> Dtlogin.*_8.environment: CORONA_TOKEN=ZeroAdmin.m1.at88sc1608.6d0400aa

.

.
> Dtlogin.*_9.environment: CORONA_TOKEN=ZeroAdmin.m1.at88sc1608.a10100aa
> # END SUNRAY CONFIGURATION

# /etc/init.d/utsvc stop

# /bin/cp -p /usr/dt/config/Xservers /etc/dt/config/Xservers
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3. 認証ポリシーを再度、初期化します。

utpolicy コマンドは Sun Ray 1 appliance のすべての X Window サーバーが終了し
たことを確認します。

以前の Xservers および Xconfigファイルのその他の行は自動的に再構築されま
す。

# /bin/cp -p /usr/dt/config/Xconfig /etc/dt/config/Xconfig

# /opt/SUNWut/sbin/utpolicy -i clear
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付録C

セキュリティー

Sun Ray システムでは、通信を暗号化しません。このため、データにアクセスできる
人はだれでも、Sun Ray 1 enterprise appliance で入力・表示される情報にアクセスで
きてしまいます。利用できる保護手段の中でもっとも有効な手段は、共有資源 (アッ
プリンク、サーバーなど) を物理的に保護して、Sun Ray 1 appliance に最後につなが
る部分にスイッチドネットワーク機器を使用することです。

注 – Sun Ray システムでは、サーバーは専用のプライベートネットワーク (インター
コネクト)によって Sun Ray 1 applianceに接続されています。appliance とサー
バーは、私設のスイッチドネットワークを介して通信します。

appliance に最後につながる部分にスイッチドネットワーク機器を使用することによ
り、PC を使用した悪意のあるユーザーやネットワーク内を詮索する人が許可されて
ない情報を入手することを妨げることができます。これは、スイッチがパケットを目
的の出力ポートだけに送信し、他のポートに接続してもそのパケットを受信すること
ができないためです。サーバーと配線室のセキュリティーが保護されており、最後に
接続する部分にスイッチを使用し、appliance を壁面に設置されたジャックに直接つ
ないでいる場合は、事実上、サーバーと appliance 間の通信を傍受することは不可能
です。

この付録では、次のセキュリティー項目について説明します。

■ 230ページの「物理的なアクセス」

■ 230ページの「スーパーユーザーのアクセス」

■ 231ページの「Sun Ray ユーザー」

■ 231ページの「インターコネクト上の Sun Ray 以外のクライアント」
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■ 232ページの「スイッチ」

物理的なアクセス
すべての共有のアップリンクとスイッチは物理的にセキュリティーが保護されていな
ければなりません。つまり、サーバー、スイッチにつながるケーブル、およびスイッ
チは鍵がかかる部屋に配置し、その部屋には信頼された人だけが出入りできるように
します。

ネットワークに物理的にアクセスした人は、ネットワーク上を流れる認証およびすべ
てのキー入力を監視できます。

ネットワークのトラフィックは Sun Rayソフトウェアによって書式化されるため、経
験の浅いユーザーが情報を理解するのは困難です。しかし、根気のあるユーザーは情
報を解読できるでしょう。チャレンジ/レスポンスのトークンが利用できる場合は、
メッセージの認証のチャレンジとレスポンス部分はハッシュあるいは暗号化されま
す。チャレンジ/レスポンスのトークンを利用すれば、たとえネットワークのトラ
フィックを監視されたとしても、有用な情報が漏れることはありません。

スーパーユーザーのアクセス
Sun Rayサーバーにスーパーユーザーとしてアクセスした人は、すべてのユーザーの
スマートカード ID、パスワード、および一部のユーザーが行っているインターネット
のビジネスにアクセスすることができます。snoopコマンドを使用すると、すべての
認証情報およびキー入力を参照できるようになります。さらに、スーパーユーザー
は、ファイルを参照・変更すること、ディスクの内容の消去すること、およびサー
バーをクラッシュさせることができます。以上のことより、スーパーユーザーアカウ
ントへのアクセスを管理し、スーパーユーザーアカウントは信頼できる人だけが利用
できるようにする必要があります。
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Sun Rayユーザー
一般の Sun Rayユーザーは、ユーザー自身の情報と、Solarisのアクセス権の設定に基
づいて参照が許可されている他のユーザーの情報 (他のユーザーのホームディレクト
リにある情報)にアクセスできます。

インターコネクト上の Sun Ray以外のクライアン
ト
DHCPのデフォルトの設定では、スイッチに接続したすべてのクライアントに対して
IPアドレスを割り当てます。つまり、インターコネクトに物理的にアクセスできる人
は、コンピュータに接続できることになります。コンピュータに接続できた人は、他
のサーバーからファイルをコピーしたり、性能を低下させたりする場合があります。

注 – Sun Rayシステムで想定しているサービスの品質では、プライベートなインター
コネクト上で Sun Ray 1 appliance (コンピュータ)以外が使用されている場合は
保証されません。Sun Ray インターコネクトに Sun Ray 装置以外を接続しない
でください。

スイッチに接続した PCユーザーが利用できる情報は、接続した 1つのポートに関す
る情報だけに限定されます。

PCをハブに接続すると、その PC ユーザーはハブを経由するすべてのトラフィックを
利用できます。このことより、ハブを使用するとキー入力を詮索してログイン名やパ
スワードを取得する機会を与えることになるという点に十分留意する必要がありま
す。将来、チャレンジ/レスポンスのトークンが利用できるようになれば、ログイン
名とパスワードだけではシステムにアクセスできないようなシステムを構成できま
す。
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スイッチ
スイッチの種類によっては、特定のポートのすべてのトラフィックを密かに別のポー
トにコピーできる遠隔監視機能をサポートしているものがあります。この機能を使用
すると、ユーザーに Sun Ray 1 appliance のすべての IP パケットが参照されてしまい
ます。

ほぼすべてのスイッチでセキュリティーに関して注意しなければならない点は、ス
イッチにアクセスされると、スイッチの特定のポートを簡単に無効にすることがで
き、その結果、ユーザーに対するサービスが停止されてしまうことです。したがっ
て、スイッチにパスワードを設定し、スイッチへの遠隔アクセス制御機能を無効にす
ることによって、スイッチのセキュリティーを高め、許可されてないユーザーがス
イッチにアクセスできないようにすることが重要です。
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付録D

Webベースの管理アプリケーション

Sun Ray 管理アプリケーションのWeb ベースインタフェースは、Sun WebServer 2.1
で動作するように設計されています。ただし、別のWebサーバー環境で実行する場合
は、次の一般的なヒントを参考にしてください。

■ Webサーバーのドキュメントルートは、/opt/SUNWut/lib/locale/htmlに設
定されているか、このパスへのシンボリックリンク (推奨)にします。

■ Webサーバーの cgi-binディレクトリには、/opt/SUNWut/cgi-binの実行可
能ファイルのコピーを格納するか、各実行可能ファイルへのシンボリックリンク
(推奨) を格納します。

■ ドキュメントルートまたは CGI 実行可能ファイルに対してシンボリックリンクを
使用した場合は、Web サーバーでシンボリックリンクを使用できるように設定しま
す。

■ 最上位のドキュメント ("/" ドキュメント) に対するすべての要求が
/cgi-bin/main にマップされるように、Web サーバーのマッピングを設定しま
す。HTTP のリダイレクト、エイリアス、または同様の機構を使用して設定するこ
とができます。

■ ブラウザとサーバー間の接続を暗号化するセキュリティーソフトウェアをインス
トールしていない場合は、ローカルホストからの接続だけを受け付けるようにWeb
サーバーを設定します。

■ CGIアプリケーションがワークシート上で指定した @(CGI_USER)として実行され
(第 3章「ソフトウェアの構成」を参照)、/var/opt/SUNWut/cgitokensサブ
ディレクトリがこのユーザーにより所有され、このユーザーだけが読み書きおよび
実行できるように、Web サーバーを設定します。
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付録E

言語選択のヒント

この章では、Sun Ray サーバーソフトウェアで言語 (ロケール)を変更できるすべての
インタフェースについておよびロケール固有の問題について説明しています。

以下の項目について説明します。

■ 235ページの「システム管理者用の言語選択」

■ 237ページの「ユーザー用の言語選択」

■ 238ページの「英語以外のロケールでの Solaris の admintool (1m)の使用」

■ 238ページの「変換キーとハングルキー」

システム管理者用の言語選択

Sun Ray 管理アプリケーションの Web ベースのインタ
フェース

Webベースの管理アプリケーションは、以下の 4言語に対応しています。

■ 英語― en_US
■ フランス語― fr
■ 日本語― ja
■ 簡体中国語― zh
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Webベースの管理アプリケーションにログインすると、デフォルトのログインページ
(図 7-2 を参照)は、Sun Ray 構成ファイル /etc/opt/SUNWut/utadmin.confに指
定されているように、サーバーのデフォルトロケールになります。

現在の管理ログインセッションに対するこのデフォルトロケールを無効にするには、
ログインページの「Language (言語)」プルダウンメニューから別のロケールを選択
します (図 7-2 を参照)。詳細は、utadmin.conf (4) のマニュアルページを参照して
ください。

自己登録 GUI

Sun Rayサーバーを、自己登録が有効な認証ポリシーを使用して構成すると、ユー
ザーに表示される自己登録 GUIは、以下の 10言語対応になります。

■ 英語― en_US
■ フランス語― fr
■ ドイツ語― de
■ スペイン語― es
■ イタリア語― it
■ スウェーデン語― sv
■ 日本語― ja
■ 韓国語― ko
■ 簡体字中国語― zh
■ 繁体字中国語― zh_TW

自己登録 GUIでは、環境変数を介して、オペレーティングシステムのデフォルトロ
ケールから使用するロケールを検出します。表示されるロケールを変更するには、
/etc/default/init ファイルを編集し、LC_ALL、LC_CTYPE、または LANG 変数
を使用して目的のロケールを指定します (LANG変数の使用を推奨)。サーバーを再起
動する必要はありません。デフォルト値についての詳細は、init(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

注 – このファイルには、このサーバー上で起動された任意のプロセスに渡されるデ
フォルトの環境変数を指定してください。
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自己登録 GUI の入力について

自己登録 GUIの入力には、ASCII 文字を使用してください。アジア言語の文字や分音
符号を使用するヨーロッパ言語の文字などの非 ASCII 文字の入力はサポートされてい
ません。これらの文字を入力するには、管理アプリケーション (GUIまたはコマンド
行インタフェース)を使用します。システム管理者に連絡してください。

注 – 自己登録 GUIを日本語で表示するには、/etc/default/initファイルの
LANG変数に jaを指定します。

ユーザー用の言語選択
ユーザーは、Sun Ray 1設定 GUIを表示する言語を選択できます。

Sun Ray 1設定 GUIは、以下の 10言語に対応しています。

■ 英語― en_US
■ フランス語― fr
■ ドイツ語― de
■ スペイン語― es
■ イタリア語― it
■ スウェーデン語― sv
■ 日本語― ja
■ 韓国語― ko
■ 簡体字中国語― zh
■ 繁体字中国語― zh_TW

dtlogin ページ上で X ウインドウセッションを起動すると、オプションの
「Language (言語)」プルダウンメニューから別の言語を選択することができます。
ここで行った選択は、Sun Ray 1 設定 GUIによって自動的に検出されます。詳細は、
utsettings(1) のマニュアルページを参照してください。
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英語以外のロケールでの Solarisの admintool
(1m)の使用
admintool (1m)を使用して、ログインシェルが Cシェルではないユーザーアカウン
トを作成する場合、admintoolは /etc/skel/local.profileを .profileとし
てユーザーのホームディレクトリにコピーします。.profileファイルには、以下の
行が含まれていて、端末で 8ビット文字を入力することができません。

stty istrip

ユーザーが 8 ビット文字を入力する必要がある場合は、.profileファイルから上記
の行を削除するか、/ect/skel/local.profileファイルを編集してから、
admintool で新規ユーザーを作成してください。

注 – Cシェルのユーザーはデフォルトで、端末での 8ビット文字の入力ができます。

変換キーとハングルキー
回避策: 繁体字中国語の変換キーまたは韓国語のハングルキー (multiple key mode
toggle switch) が正常に動作しないときは、htt (1)のプロパティ設定を使用してトグ
ル方法を指定します。
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付録F

認証マネージャのエラー

この付録は、認証マネージャから受信するエラーとその意味の一覧です。

この付録では、以下の項目について説明します。

■ 239ページの「メッセージ形式」

■ 241ページの「エラーメッセージ」

メッセージ形式
ログメッセージの標準形式は以下のとおりです。

timestamp thread_name message_class message

次に例を示します。

この例では、認証トークン “user.924231680-8477”のためのセッションの初期化
が成功したことを示しています

メッセージ構成要素は、以下のように定義されます。

■ timestamp は次の形式です。

年.月.日 時:分:秒.ミリ秒 タイムゾーン

■ thread_name

1999.04.15 21:46:33.909 PDT Client6 NOTICE: SESSION_OK user.924231680-8477
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複数の種類のスレッドがあります。appliance の認証、アクセスコントロール、セッ
ションの監視を行うスレッドが最も一般的です。これらのスレッドには、“Client” +
番号という名前が付きます。接続が終了すると、Client#スレッド名は再使用されま
す。他に以下のスレッドがあります。

■ SessionManager#― Client#スレッドに代わってutsessiond と通信します。
■ AdminJobQ―スレッドに対する安全性を確保するために、ライブラリのラップ
を目的として実装内で使用されます。

■ CallBack# ― utloadなどのアプリケーションと通信します。
■ Control― utsessiondからの接続、および utloadなどのアプリケーション
との初期通信を待機します。

注 – 同じスレッド名のメッセージには関連性があります。ただし、Client#スレッド
によって applianceが切断され、メモリーから接続情報がパージされた場合を除
きます。Client# DESTROYメッセージの後でそのスレッド名を再使用しても、
過去に使用されたスレッド名とは関連性はありません (つまり、スレッド名が再
使用されます)。

■ message_class

■ CLIENT_ERROR ― applianceの予期しない動作を示します。appliance が再起動
された場合は、これらのメッセージは通常の操作中に生成されます。

■ CONFIG_ERROR ―システム構成エラーを示します。このエラーが検出される
と、認証マネージャは終了します。

■ NOTICE ―通常のイベントを記録します。

■ UNEXPECTED ―通常の操作では予期されないが、通常は致命的ではないイベン
トまたは状況を記録します。これらのエラーの中には、Sun Ray製品開発チーム
に報告する必要があるものもあります。

■ DEBUG ―開発者用で、明示的に使用可能な場合に発生します。デバッグメッ
セージではセッション IDを出力することができます。ただし、適切な安全性を
確保するためにセッション IDは公開しないでください。
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エラーメッセージ

表 F-1 発生する可能性のあるエラー

エラークラス メッセージ 説明

CLIENT_ERROR ... Exception ... :

cannot send keepAliveInf

applianceに対する Keep aliveメッセージの送
信中にエラーが発生しました。

...keepAlive timeout applianceは割り当てられた時間内に応答でき
ませんでした。このセッションは切断されてい
ます。

duplicate key: applianceは認証プロトコルを正しく実装して
いません。

invalid key: applianceは認証プロトコルを正しく実装して
いません。

CONFIG_ERROR attempt to instantiate

CallBack 2nd time.

プログラムエラーです。

AuthModule.load 構成モジュールの読み込み中に問題が発生しま
した。

Cannot find module プログラムまたはインストールエラーです。

Cannot get AdminImpl

methods:

インストールエラーです。

Cannot open call back

socket on port ...

実行時エラーです。cbport がビジーの可能性
があります。

Cannot read properties

file: ...

インストールまたは構成エラーです。

cannot read properties

file: ...

インストールまたは構成エラーです。ファイル
をチェックしてください。

Cannot read session types ファイルをチェックしてください。通常は以下
のファイルをチェックします。
/etc/opt/SUNWut/sessionTypes.props

during status: プログラムエラーまたは Java VMエラーで
す。

Error while reading

policy file ...

インストールまたは構成エラーです。
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Invalid configuration.

Exiting

auth.props:policy の値、およびポリシー
プロパティーが示すファイルの内容をチェック
してください。

Invalid option /opt/SUNWut/lib/utauthd スクリプト内
のプログラムエラーです。

CONFIG_ERROR No policy specified utpolicyコマンドを使用してポリシーを指定
する必要があります。
/etc/opt/SUNWut/auth.props ファイル内
の “policy”キーワードをチェックしてくださ
い。

Policy file does not

exist: ...

インストールまたは構成エラーです。

refreshProperties: file

non-existent: ...

インストールまたは構成エラーです。ファイル
名をチェックしてください。

refreshProperties: no

filename

構成エラーです。
/etc/opt/SUNWut/auth.props ファイルを
チェックしてください。

SessionManager.initiateCal

lback: ... claims to be

already connected

構成エラーの可能性があります。

sessionTypesFile not

specified

必要なパラメタ “sessionTypesFile”が、
/etc/opt/SUNWut/auth.props ファイルに
指定されていません。

UNCONFIGUED MODULE 認証モジュールが構成されていません。また、
トークンが提供されません。重大な問題または
致命的エラーである可能性があります。ただし
現在実装されている認証モジュールはすべて、
このテストで失敗しないはずです。

utjadmin.so or

configuration error in

...

インストールをチェックしてください。

XXX CANNOT instantiate

module instance=

プログラム、構成、またはインストールのエ
ラーです。

表 F-1 発生する可能性のあるエラー (続き)

エラークラス メッセージ 説明
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NOTICE “discarding response: “ +

param

applianceの応答を受信する制御アプリケー
ションがありません。

”NOT_CLAIMED PARAMETERS: “

+ param

トークンは、どの認証モジュールにも取り込ま
れませんでした。

...authentication

module(s) loaded.

認証モジュールが読み込まれたことの通知で
す。

...DISCONNECT ... 切断の通常の通知です。

...finalize lifetime= 認証レコードは、Java VMによってガーベジコ
レクションされました。

...null session in

redirect

通常操作では発生しません。

CLAIMED by トークンは認証モジュールによって取り込まれ
ました。

CONNECT ... セッション接続の通常の表示です。

NOTICE Control established on

...

セッションに対する制御がプログラムに与えら
れたことを示す通常の通知です。

DESTROY ... lifetime= ... 切断されたセッションの通常のクリーンアップ
です。

DISCONNECT ... 切断の通常の通知です。

Invalid call back

attempt: ...

utsessiondからのコールバックが不正です。

Loaded module 認証モジュールが読み込み中であることの通知
です。

SESSION_OK 新しいセッションの通常の開始、または既存の
セッションの検証です。

SessionManager.getSessionM

anager: Initiate callback

to utsessiond at ...

通常です。

SessionManager.initiateCal

lback... established

communication

通常です。

TERMINATE ... セッション終了の通常の通知です。

表 F-1 発生する可能性のあるエラー (続き)

エラークラス メッセージ 説明
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TERMINATE: empty session

cleanup is disabled

auth.props:terminateEnable 機能は、こ
のリリースでは十分に動作せず、デフォルトで
は使用できません。このメッセージは、セッ
ションにメンバーが存在しないことを、
utsessiond から utauthd に通知したこと
を示します。今後のリリースでは、空のセッ
ションをクリーンアップするときに、この情報
を使用する予定です。ユーザーが Xセッション
を終了するときに、このメッセージを受信しま
す。通常は、Dtlogin によってセッションが
再起動され、ログイン画面が表示されます。

TERMINATE: inactive

session

utauthd からすでにパージされたセッション
上で、utsessiondから受け取ったメッセージ
を終了します。

TIMEOUT connection dropped

...

applianceが応答しません。

UNEXPECTED “CallBack: malformed

command”

utload または utidle などのユーザーアプリ
ケーションの構文が不正です。

.../ ... read/0:” + ie プログラムエラーの可能性があります。

.../ ... read/1: ...

Exception ...

applianceからのメッセージの読み込み中にエ
ラーが発生しました。

.../... protocolError: ... このメッセージでさまざまなプロトコル違反が
報告されます。utauthdによって applianceが
強制的にリセットされるときにも表示されま
す。

UNEXPECTED cannot send connInf,

disconnecting session

セッションは applianceとの通信中に発生した
問題によって、接続中に切断されました。

Cannot set socket

timeout: ... Exception

...

プログラムエラーです。

connect failed: ... applianceをセッションに接続中に問題が発生
しました。

Error while closing

socket: ... Exception ...

プログラムエラーの可能性があります。

表 F-1 発生する可能性のあるエラー (続き)

エラークラス メッセージ 説明
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UNEXPECTED Error while processing

protocolError: ...

protocolError メッセージを applianceに送
信中にエラーが発生しました。

Exception ... on ... /

...

applianceからの入力を読み込むときにエラー
が発生しました。

null session in

disconnect

プログラムエラーの可能性があります。

adminEvent strange event= プログラムエラーです。

attempt to instantiate

CallBack()

プログラムエラーです。

AuthReader: “ Java実行時エラー、または applianceの再起動
による通常の IO エラーです。

AuthRecord.connect: ...

already connected”

プログラムエラーの可能性があります。

AuthRecord.disconnect:

Null Client

プログラムエラーの可能性があります。

AuthRecord.send: no

connection.

プログラムエラーの可能性があります。

CallBack.attach: cookie

NOT consumed

utsessiondからのコールバックが不正です。

Callback.control: cannot

begin: ...

utload などのプログラムを処理するスレッド
の起動中に発生する可能性のあるプログラムエ
ラーです。

CallBack.print: ... 制御アプリケーションに applianceの応答を返
送するときに IO エラーが発生しました。

CallBack.run init in: ... IO エラーです。

Callback: malformed

command

セッションを制御するプログラムの構文エラー
です。

Callback: malformed

session id

セッションを制御するプログラムの構文エラー
です。

Cannot accept on socket:

...

実行時エラーです。cbport がビジーの可能性
があります。

表 F-1 発生する可能性のあるエラー (続き)

エラークラス メッセージ 説明
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UNEXPECTED Cannot accept on socket:

... Exception ...

プログラムエラーの可能性があります。

Cannot connect on port

change

utsessiond ログファイルを確認してくださ
い。

Cannot derive

BufferedOutputStream: ...

Exception ...

プログラムエラーです。

Cannot derive

BufferedReader: ...

Exception ...

プログラムエラーです。

cannot get socket

inputStream from ... /

...

applianceからの入力を読み込むときにエラー
が発生しました。

Cannot open socket: ...

Exception ...

auth.props:portによって指定されたソケッ
トを開けません。別の utauthd が動作してい
る可能性があります。utauthd は、
/etc/init.d/utsvc を実行すると起動でき
ます。

cannot pushback プログラムエラーの可能性があります。

Cannot send protocolError

to terminal on failed

port change

applianceのリセット中に IO障害が発生しまし
た。

Cannot set socket

timeout: ... Exception

...

プログラムエラーです。

Control.annotate: bad key:

...

/etc/opt/SUNWut/auth.props ファイルで
は注釈は許可されていません。

Control.annotate: bad

value: ...

このパラメタの値には、true または false 以外
は指定できません。

Control.destroy: unable to

clear controller: “ + e

セッションはすでに切断されています。

Control.load: extraneous

parameters: ...

制御アプリケーションの構文エラーです。

表 F-1 発生する可能性のあるエラー (続き)

エラークラス メッセージ 説明
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UNEXPECTED Control.load: invalid file

param ...

/tftpboot にファイルは存在せず、読み込め
ない可能性があります。

Control.load: invalid

flash param

制御アプリケーションの構文エラーです。

Control.parse: invalid

parameter

制御アプリケーションの構文エラーです。

Control.response:

out=null”

applianceの応答を受信する制御アプリケー
ションがありません。

Control.run: ar: “ + arex 複数の制御アプリケーションが許可されていな
いか、セッションが接続されていません。

Control.setParam failed:

...

複数のコントローラが許可されていないか、
セッションが接続されていません。

Control.setParam null ar プログラムエラーの可能性があります。

Control.setParam null

in/out

プログラムエラー、または制御コマンドの終了
が早すぎた可能性があります。

Control: ... プログラムエラー、または制御コマンドの終了
が早すぎた可能性があります。

Control: input error: ... 制御アプリケーションの構文または IO エラー
です。

Control: recv 制御アプリケーションから入力を読み込むとき
にエラーが発生しました。

Control: unknown command:

...

制御アプリケーションの構文エラーです。

Control: unknown command:

...

制御アプリケーションの構文エラーです。

createClient: プログラム、インストール、または実行時エ
ラーです。

desktopExists プログラムエラーの可能性があります。

destroy error: “ + e セッションを破棄するように utsessiond に
通知しているときにエラーが発生しました。

during send to: applianceへの接続が失われました。

表 F-1 発生する可能性のあるエラー (続き)

エラークラス メッセージ 説明
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UNEXPECTED Error ...\nwhile

instantiating module.

instance=

プログラム、構成、またはインストールエラー
です。

exception in async job: プログラムエラーです。

Impossible error in

putCanonical

プログラムエラーの可能性があります。

JobQueue.run: プログラムまたはインストールエラーです。

JobQueue.submit: auth.props:terminateEnableが真の場合
は、通常の操作中に発生する可能性がありま
す。偽の場合は、プログラムエラーが原因で発
生する可能性があります。

logicalTokenExists プログラムエラーの可能性があります。

No controller available

to handle message:

結果を受信する前に制御アプリケーション
utload など) が終了した場合は、異常ありま
せん。

rawTokenExists プログラムエラーの可能性があります。

Resolve error on プログラムまたはインストールエラーです。

revoke error: ...

Exception ...

セッションから applianceを切断するときにエ
ラーが発生しました。

SESSION_ERROR プログラムエラーの可能性があります。

SESSION_ERROR ...

exitCode=

セッションで最初のプログラムを起動できませ
んでした。exitCode が、正確な原因を決定す
るときに役立ちます。

SessionManager.confirmatio

n: ... Exception ...

auth.props:terminateEnableが trueの場
合は、通常の操作中に発生する可能性がありま
す。falseの場合は、プログラムエラーまたは
utsessiondの問題によって発生する可能性が
あります。

SessionManager.getSessionM

anager: ...

InterruptedException

多くの場合、通常のメッセージです。

表 F-1 発生する可能性のあるエラー (続き)

エラークラス メッセージ 説明
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UNEXPECTED SessionManager.initiateCal

lback: ... is not

configured to talk to

this utauthd

構成ファイル
/etc/opt/SUNWut/auth.permit で、この
utauthd が utsessiond と対話することが許
可されていません。

SessionManager.initiateCal

lback: ... unknown

response: ...

プログラムエラーです。

SessionManager.initiateCal

lback: ... was not able

to talk to this utauthd

構成エラーの可能性があります。

SessionManager.initiateCal

lback: during send: ...

utsessiondに通信しているときにエラーが発
生しました。

SessionManager.permit: ...

Exception ...

applianceからセッションに接続しようとして
いるときにエラーが発生しました。

SessionManager.permit:

line=”...”

utsessiond では、applianceからセッション
への接続を許可しませんでした。

SessionManager.run: ...

Exception ...

utsessiondから入力を読み込むときにエラー
が発生しました。

SessionManager.run: No job

to match with “...” ...

Exception ...

プログラムエラーです。

SessionManager.run:

readLine returns null

utsessiondから入力を読み込むときにエラー
が発生しました。

SessionManager.sessionFact

ory: ... Exception ...

プログラムエラーの可能性があります。

SessionManager.sessionFact

ory: Cannot send create:

... Exception ...

utsessiondとの通信中にエラーが発生しまし
た。

SessionManager.sessionFact

ory: Empty file: ...

プログラムエラーの可能性があります。

SessionManager.sessionFact

ory: unable to create new

session: ...

utsessiondでは、要求されたとおりに新しい
セッション ID を作成できませんでした。

表 F-1 発生する可能性のあるエラー (続き)

エラークラス メッセージ 説明
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UNEXPECTED SessionManager.sessionFact

ory:invalid SID from

utsessiond: ...

utsession でのプログラムエラーです。

SessionManager.terminate:

bad argument: “...”

utsessiondからのメッセージを構文解析でき
ませんでした。プログラムエラーの可能性があ
ります。

SessionManager.terminate:

invalid SessionId

プログラムエラーの可能性があります。

socket + “Handleclient,

AuthRecord: ... Exception

...

プログラムエラーの可能性があります。

Terminal sent “...” as

first message after

TcpOpen, reports connected

applianceと utauthd の同期がとれていませ
ん。自動的に回復するはずです。

userExists プログラムエラーの可能性があります。

utauthd: ... Exception

...

applianceの待機中にエラーが発生しました。

Worker: ... Exception ... プログラムエラーの可能性があります。

表 F-1 発生する可能性のあるエラー (続き)

エラークラス メッセージ 説明
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用語集

AP

Sun Enterprise Alternate Pathing (AP) 2.0.1を使用すると、ドメイン内で
Solaris 2.5.1 11/97リリースが動作する Sun Enterprise 10000サーバーで AP
2.1リリースのすべての機能を使用できます。AP 2.1は Solaris 2.6 5/98 リ
リース上のみ、AP 2.2 は Solaris 7 5/99 上でのみ動作します。AP 2.0.1で
は、AP 2.1でパッチとして含まれていたバグ修正が、統合されています。

bpp

ビット/ピクセル

CIDR

Common InterDomain Routing は、連続するブロック内でのクラス CIPア
ドレスの割り当てが可能なプロトコルです。

DDC

この標準には、モニターとオプションの付属デバイスを制御するために、
DDCチャネル経由で操作するさまざまなレベルの複雑さを持つ、I2Cベー
スの通信プロトコルを定義する。EDIDも参照。

DHCP

Dynamic Host Configuration Protocol。DHCPは、要求に応じて自動的に
IP アドレスと初期パラメタを applianceに配布する手段。

EDID

EDIDデータ形式は、統合されたディスプレイだけでなく、さまざまなタイ
プのモニターの機能を指定するための簡単な方法。この標準には、ディスプ
レイの使用を最適化するための構成情報を持つデータ形式を定義する。
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Ethernet

IEEE 802.3 標準ファミリによって定義される物理的なリンクレベル通信機
構。

Ethernet アドレス

製造時に、コンピュータシステムまたはインタフェースボードに割り当てら
れた固有のハードウェアアドレス。MACアドレスも参照。

Ethernet スイッチ

入力ポートから出力ポートにパケットをリダイレクトするユニット。Sun
Rayインターコネクトファブリックのコンポーネントにすることもできる。

FTP

ファイル転送プロトコル。インターネットプロトコルの名前で、ホスト間で
ファイルの転送を行うために使用されるプログラム。

Hot Desk 処理

スマートカードを取り出して、Sun Ray サーバーに接続している他の
enterprise appliance に挿入すると、ユーザーのセッションがユーザーと共
に移動する。これによって、ユーザーは使用しているウィンドウ環境とアプ
リケーションを複数の applianceから瞬時にアクセスすることができる。

IP アドレス

ネットワーク上で、各ホストまたはハードウェアシステムを識別する一意の
番号。IPアドレスは、ピリオドで区切られた 4つの整数で構成される。各
10進数の整数は 0～ 255 (たとえば、129.144.0.0)。

IP アドレスリース

永続的にではなく特定の時間だけコンピュータシステムに IPアドレスを割
り当てること。IPアドレスのリースは、DHCPによって管理される。Sun
Ray appliance の IP アドレスはリースされる。

LAN

ローカルエリアネットワーク。接続されているハードウェアとソフトウェア
を介して、相互に通信できる近接した場所に位置しているコンピュータシス
テム群。
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MAC アドレス

Media Access Control。MACアドレスとは、製造されたときに、各 LAN
インタフェースカード (NIC)にプログラムされている 48 ビットの数値のこ
と。LANパケットには、宛先と送信元の MAC名が含まれる。LANパ
ケットは、パケットのフィルタ、処理、転送を行うブリッジによって使用さ
れる。8:0:20:9e:51:cfが MACアドレスの例である。Ethernet アドレ
スも参照。

OSD

On-screen display。Sun Ray applianceでは、小さな OSD アイコンを使用
し、起動時に問題が発生した可能性があることをユーザーに警告する。

TCP-IP

Transmission Control Protocol/Internet Protocol (TCP/IP)。さまざまな
ハードウェアアーキテクチャとオペレーティングシステムのコンピュータ間
で相互接続されたネットワーク上で通信を行うためのネットワークプロトコ
ル。

URL

Uniform Resource Locator。World Wide Web (WWW) 上の任意のデータに
テキスト参照を書き込むための標準。URLの構文は
protocol://host/localinfoである。protocolには、オブジェクト
(HTTP、FTPなど) のフェッチに使用するプロトコルを指定する。host に
は、ホスト上でインターネット名を検索するためのホストのインターネット
名を指定する。localinfo には、リモートホスト上のプロトコルハンドラ
に渡される文字列 (多くの場合、ファイル名)を指定する。

インターコネクトファ
ブリック

Sun Ray サーバーのネットワークインタフェースカードと Sun Ray
applianceを接続するためのすべてのケーブル、スイッチ、またはハブ。

インターネット
(internet)

1つの大きな仮想ネットワークとなるように、ルーターによって相互接続さ
れたネットワーク。
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インターネット
(Internet)

(“I”が大文字であることに注意)全国規模のバックボーンネット (MILNET、
NSFNET、CRENなど)、および世界中のさまざまな地域ネットワークおよ
びローカルキャンパスネットワークで構成される世界最大のインターネッ
ト。サービスの共有および通信を行う共通のプロトコルを使用して、さまざ
まなコンピュータを接続する、ネットワークの世界規模の集合体。

イントラネット

外部のインターネットで提供されるサービスと同様のサービスを、組織内部
で提供するネットワーク。インターネットに接続されている必要はない。

仮想フレームバッファ

ユーザーのディスプレイの現在の状態を含む Sun Ray サーバー上のメモ
リー領域。

カテゴリ 5

LANで利用される最も一般的な配線タイプ。音声とデータ (100MHzまで
で)の両方に有効。cat 5 とも呼ばれる。

可動性

Sun Ray ソフトウェア用に、ワークグループ内でユーザーの appliance間移
動を有効にするセッションのプロパティ。Sun Ray システム上で可動性を有
効にするには、スマートカードまたは他の識別機構が必要である。

クライアント -
サーバー

ネットワークのサービスと、そのユーザープロセス (プログラム)を説明す
る一般的な方法。

コンポジットビデオ

すべての情報が同じケーブル上で伝送されるビデオ信号の種類。

サーバー

1つまたは複数のクライアントにコンピューティングサービスまたはリソー
スを提供するコンピューターシステム。
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サービス

Sun Ray ソフトウェアを使用するときに、Sun Ray applianceに直接接続で
きるすべてのアプリケーション。音声、画像、Xサーバー、他の appliance
へのアクセス、applianceのデバイス制御が含まれる。

サブネット

ルーティングを簡単にするために、1つの論理ネットワークをより小さな物
理ネットワークに分割する作業方式。

シンクライアント

シンクライアントは、演算能力や大容量メモリーなど、コンピュータサー
バーのリソースに遠隔アクセスする。Sun Ray applianceは、すべての演算
能力と記憶領域をサーバーに依存している。

セッション

ユーザーに関連する一連のサービス。

第 2 層

データリンク層。OSI (Open Standards Interconnection)モデルは、全体で 7
つの層で構成される。第 2層は、ネットワーク、クライアント、サーバー間
の通信回線を操作するプロシージャとプロトコルに関連している。また、
メッセージエラーの検出と訂正も行う。

タイムアウト値

applianceと認証マネージャ間通信の最大許容時間間隔。

多重化

1つの通信回路上で複数のチャネルを伝送する処理。

トークン

Sun Ray システムでは、トークンはユーザーが提供しなければならない。認
証マネージャでは、システムへのアクセスを許可するかどうかを決定するた
めにトークンを要求する。トークンは、タイプと IDで構成される。ユー
ザーがスマートカードを挿入した場合は、スマートカードのタイプと IDが
トークンとして使用される。スマートカードを使用しない場合は、
enterprise appliance の組み込みタイプ (pseudo)と ID (appliance の
Ethernetアドレス)がトークンとして提供される。
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ネームスペース

指定する IDが一意でなければならない名前のセット。

ネットワーク

技術的には、さまざまなコンピュータシステムを接続し、通信を可能にする
ハードウェアのこと。通常は、そのように接続されているシステムのことを
指す。

ネットワークアドレス

ネットワークを指定するために使用される IPアドレス。

ネットワークインタ
フェース

ネットワーク上のコンピュータシステムへのアクセスポイント。各インタ
フェースは物理デバイスと関連付けられているが、物理デバイスには複数の
ネットワークインタフェースを設定できる。

ネットワークインタ
フェースカード (NIC)

ネットワークデバイスにワークステーションまたはサーバーをリンクさせる
ハードウェア。

ネットワーク応答時間

ネットワーク上を移動する情報に関連する応答時間。音声、ビデオ表示、マ
ルチメディアアプリケーションなどの対話型アプリケーションでは、この応
答時間は重要である。

ネットワークプロトコ
ルスタック

プロトコルのネットワーク群。スタックと呼ばれる階層構造になっている。
TCP/IPは Sun Ray プロトコルスタックの例。

ネットワークマスク

与えられたインターネットプロトコルアドレスと、ローカルサブネットアド
レスを区別するためにソフトウェアによって使用される数値。クラス C
ネットワーク用のネットワークマスクの例は 255.255.255.0。
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パッチ

コンピュータシステム上でソフトウェアの正常な実行を妨げる、既存のファ
イルおよびディレクトリの更新と置換を行う、ファイルとディレクトリの集
合。パッチソフトウェアは、特定のパッケージ形式で入手し、修正が必要な
パッケージが存在する場合にだけインストールする。

ファンアウト

ハブあるいはスイッチから展開する接続。

フェイルオーバー

障害の発生したサーバーから、正常に機能しているサーバーに、自動的にプ
ロセスを転送する処理。

ポート

(1)コンピュータシステムの内部および外部にデータを渡す場所。(2) 1つの
宛先ホストに対する複数同時接続を識別するために、インターネットトラン
スポートプロトコルによって使用される抽象化。

ホットキー

画面上に何かを表示するために、事前に定義されたキー。ホットキーは Sun
Ray enterprise appliance上に「Sun Ray 1 設定」画面を表示するために使
用される。

ホットプラグ

電源が投入されたシステムに対して挿入または取り外すことができるハード
ウェアコンポーネントのプロパティ。Sun Ray applianceに接続されている
USBデバイスはホットプラグが有効。

ポリシー

認証マネージャでは、選択された認証モジュールを使用し、有効なトークン
およびアクセス権のあるユーザーを決定する。

モジュール

認証モジュールは、さまざまなサイトを選択できる認証ポリシーを実行する
ために使用される。
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ユーザー名

コンピュータシステムによって特定のユーザーを識別するために使用される
名前 (ログイン名)。UNIX では、アルファベット (a～ zと A～ Z)、数字
(0～ 9)、ハイフン (-)、下線 (_) などで構成される最大 8文字のテキスト文
字列である (たとえば、sunJP_4u など)。最初の文字はアルファベットでな
ければならない。

ルートユーザー

特権を与えられたユーザーがログインするときに使用するユーザー名 (ユー
ザー ID)。

ローカルサーバー

クライアントから見て、一番近い LANのサーバー。

ローカルホスト

ソフトウェアアプリケーションが稼動している CPUまたはコンピュータ。

ログイン

コンピュータシステムにアクセスするプロセス。

ログイン名

コンピュータシステムがユーザを識別する名前。

ワークグループ

近接した場所に位置している、関連するユーザーの集合。Sun Ray サーバー
に接続されている Sun Ray applianceによって、ワークグループにコン
ピューティングサービスが提供される。
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索引

記号
$AUDIODEV, 207
/dev/audio, 207
@(CGI_USER), 49, 193
@(HOSTNAME), 47
@(ROOTENTRY), 47
@(ROOTNAME), 48
@(UTPASSWD), 48
@(WEBSERVER_NAME), 49, 193
@(WEBSERVER_PORT), 49

数字
10/100BASE-T, 14
組み込みインタフェース, 15

100BASE-T, 17
ケーブルソケット, 9
リンク速度, 17

10BASE-T, 39
帯域幅の制限, 39

24ビット, 6, 28
8ビット, 28
状態の判断, 29

8ビットのカラー, 211

A
access1.sun.com, 38

Adobe FrameMaker
RAMの要件, 37

Adobe PhotoShop
RAMの要件, 37

API (アプリケーションプログラミングインタ
フェース)
編集
変更, 28

レンダリング, 19
auth.permit, 249
auth.props, 242, 244, 246, 248

C
CGIユーザー名, 193
Citrix
サードパーティのアプリケーションの使用, 4

crcaスクリプト, 59

D
DDCデータ
使用, 42

DGA
サポート, 217

DHCP
dhtadmコマンド, 92
サービス, 64



260 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

自動割り当て, 7
他の製品との互換性, 64
テーブル, 92
バージョン変数の設定, 74
バージョン変数の設定解除, 74
ログへのパラメータ, 90

dhtadmコマンド, 91
Direct Graphics Access
サポート, 217

dtlogin, 84, 94
構成解除する, 222
構成ファイル
安全性を確認する, 225
上書きする, 226

dtlogin画面, 64

E
Enterprise 10, 16
enterprise appliance, 5
交換, 7
問題, 7

Ethernet, 17
Gigabit Ethernetカード, 38
Lance Ethernetカード, 38
QEC/MACE Ethernetカード, 38
Quad FastEthernnetカード, 38
Sun FastEthernetカード, 38
アドレス, 7
ギガビット, 15
ギガビット Ethernetカード, 18
コントローラカードのインストール, 65
専用カード, 38
必要なインタフェース, 33
技術, 14
対応カード, 38

G
gem0, 38
gem1, 18

GUIの設定, 237

H
hme2, 38
http

//access1.sun.com
パッチ入手先 Webサイト, 38

HTTPプロキシサーバー, 99

I
IPアドレス, 7
自動割り当て, 7

J
jarファイル
スマートカードの使用, 178

Java
VMエラーメッセージ, 243
実行時エラー, 245
描画処理, 28

JDK
必要なディスク容量, 36

L
LAN
インターコネクトシステムの例, 5

LDAP
インタフェース, 95
管理, 95
クライアント, 95
クライアントライブラリ
必要なディスク容量, 36

データストア, 95
データ設計
管理, 46, 47

le0, 39
le1, 38



索引　 261

M
MACアドレス, 75
MetaFrame
サードパーティのアプリケーションの使用, 4

Microsoft Windows NT
アプリケーションの使用, 4

N
Netscape

RAMの要件, 37
netstatコマンド, 91
NTSC
サポートしている標準, 43
対応する規格, 10

O
OSD, 201
OSD (On Screen Display), 7

P
PAL
サポートしている標準, 43
対応する規格, 10

PhotoShop, 37
POST (Power On Self Test), 7
pseudoユーザー
スマートカード, 77

pt_cnt, 217
pty, 217

Q
Quad FastEthernet
インタフェース, 15
推奨するカード, 38

R
RJ-45
コネクタ, 9

root
認証局, 56

S
snoopコマンド, 91
Solaris
ネットワークインタフェース, 72

Solaris 2.6, 6, 31, 35
Solaris 7, 6, 31, 35, 31, 35
SSL認証, 55
SSLの構成

crcaスクリプト, 59
sslgencrdスクリプト, 59
削除, 62
障害追跡, 61
必要な情報, 57
フェイルオーバーサーバー, 61
プライマリ Sun Rayサーバー, 58

sslgencrdスクリプト, 59
sslstoreスクリプト, 60
SunDS
構成, 45

Sun, 71
Sun Rayサーバー

SSLの構成, 58
SunCamera II
仕様, 43

Sun Directory Services
必要なディスク容量, 36

SunDS
LDAPサーバー, 46

Sun Ray, 71
Sun WebServer, 192, 193
インスタンス名, 193
構成, 45
必要なディスク容量, 36

SUNWgfed, 38



262 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

Sunの Propsキー, 86

T
tftpboot, 247

U
Ultra 10
サーバー, 16

UNIX
nobodyユーザー, 50
ユーザーアカウント, 94
ユーザー名, 50

URL
管理アプリケーション, 97
管理アプリケーションのデフォルトポート, 49
互換スイッチ, 40
パッチ, 38

USB, 5
キーボード, 10
ポート, 6
ポート 1と 2, 9
ポート 3と 4, 9
マウス, 10

utauthd, 244
utload, 240, 245
utpolicy, 82
ポリシーを有効にする, 78

utsessiond
スレッド, 240

V
VCR
ビデオ機能, 10

VGA
モニターの出力, 9

W
Webサーバー
デフォルトポート, 49
パブリックポートの指定, 49

Webサイト
互換スイッチ, 40

Web対応管理アプリケーション, 50
Webページ
帯域幅への過負荷, 39

Win32
インタフェース, 28

X
X Window, 219
X11, 28
X11ベル, 12
xhost +, 26
xprop(1), 26
Xサーバー, 25, 28, 89

あ
アイコン, 201
アクティブセッション
必要なメモリー容量, 37

アップリンク
ギガビット, 18

アプリケーション
/dev/audioの使用, 12, 14
録音, 13

アンインストール, 191
安全比率
統計的多重化, 40

い
インストール
テスト, 53

インストールの影響を受けるファイル, 215



索引　 263

インターコネクトファブリック, 4
管理, 71
構成, 39
シナリオ, 15
設定, 64
説明, 14
トラフィックのテスト, 37

インターネット
LANへの接続, 16

インタフェース
hme2, 38
le1, 38
qe0, 38
エントリ, 193
コマンド行, 143, 155

インデックス付きカラー, 28
イントラネット

LANへの接続, 16

え
エラーメッセージ

8ビットのグラフィックスを使用するアプリ
ケーション, 29

メッセージクラス, 240

お
応答時間
アプリケーション
セッション数, 37

最小化, 39
オーディオ

SunMicrophone II, 43
オーディオ信号の再経路指定, 14
オーディオの音量を大きくするキー, 11
オーディオの音量を小さくするキー, 11
合成, 12
サンプリングレート, 11
消音オーディオキー, 11
デバイスエミュレータにリダイレクト, 14
入力, 6

マルチチャネル, 6
ミキシング, 13
モノラル信号, 8
ライン出力, 13
録音, 13

オーバーレイ, 28
オブジェクトクラス, 47
オンスクリーン表示, 201
音量
アプリケーションレベル, 12
コントロール, 12
マスター, 12
調節, 10

か
カーソル
緑とかげ, 219

カード
スマートカードの仕様, 43

ガイドライン
ネットワーク, 39

画像形式
デフォルト, 28

仮想デバイスドライバ, 19
カテゴリ 3の回線, 39
カテゴリ 3ワイヤ

10BaseT装置の使用, 14
カテゴリ 5の回線, 39

10BASE-Tで使用する, 39
カテゴリ 5のワイヤ, 14
可動性
セッション, 25

カムコーダ
ビデオ機能, 10

カメラ, 43
SunCamera IIの使用, 43

画面解像度
標準, 42

画面サイズ



264 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

デフォルト, 28
カレンダ, 37
応答時間, 37

環境変数
$AUDIODEV, 13
LD_PRELOAD, 14

監視ツール, 90
管理
セッション, 19, 25
デスクトップ, 103
デバイス, 19
認証, 25
ネットワーク, 40
ユーザー, 143

管理アプリケーション, 93, 236
Webベースのグラフィカルインタフェース, 97
コマンド行インタフェース, 97
ブラウザ, 99

管理データベース, 169

き
キーボード

Sun以外のキーボードの使用, 86
仕様
サン以外のキーボード, 43

タイプ 6, 43
ハードウェアの要件, 33

キオスクの取付け, 208
機器
デフォルトのシステム構成, 63
電源再投入, 68

擬似端末, 217
許可されていないアクセス
セッション IDの公開, 26

く
グラフィックス

2D高速, 6

け
ケーブル
要件, 39

言語選択, 235
検索
ユーザー名, 158

厳密なカットスルー
スイッチ, 40

こ
交換

Enterprise Appliance, 7
構成
インターコネクトファブリックの変更, 39
手動, 46
主要なパラメータ, 46
入力を要求される値, 51

構成解除
プロセス, 193

構成ワークシート, 46, 47, 193
コールバックアドレス, 27
コマンド

utdesktop, 121
utuser, 153

コマンド行インタフェース, 143, 155
混雑
防止, 39

コンピューティングノード, 40
コンポジットビデオ, 43

さ
サーバー, 22
起動, 65
スイッチとの距離を延長する, 41
ハードウェアシステム, 35
ハードウェアの要件, 35
プロセッサの要件, 37

サーバーソフトウェア
配布, 20



索引　 265

サーバーと applianceの比率
サーバーの enterprise appliance, 4

削除
SSLの構成, 62

サブネット
アップグレード, 74
プライベート番号の使用, 72

サポートされるユーザー, 15
サンプリングレート, 11

し
識別名, 56
属性, 56
例, 57

時刻表示, 239
自己登録 GUI, 236
システム管理者
担当業務, 5

周辺機器
USB, 9
キーボード, 5
ホットプラグ, 5

出力, 6
消音
オーディオ, 11
キーボードからオーディオをショウオンにす
る, 12

障害追跡
SSLの構成, 61

シンクライアント, 6

す
スイッチ, 17, 18, 22, 39
厳密なカットスルー, 40
互換, 40
サーバーとの距離を延長する, 41
仕様, 40
すべての帯域幅の使用, 41

選択, 40
ネゴシエーション機能なし, 40
非管理 (レベル 2)の使用, 14
非ブロック, 40
ポート, 40

スーパーユーザー
構成スクリプト, 50

スクリプト
Sun WebServerの構成解除, 193
アンインストール, 191
エラーの確認, 53
エラーの検索, 195, 197
構成, 45, 50
構成解除, 191

ステレオ
ミニプラグ, 10

スピーカ
位置, 8
電源 (外部)の使用, 13
内蔵, 13

スマートカード
ID, 95
LED, 8
質問, 77
仕様, 43
手順, 64
登録, 80
ユーザー, 77, 94
リーダー, 6, 8, 80

スワップ空間
Sun Directory Services, 36
アクティブセッション, 37

スワップ容量, 216

せ
性能に関する問題
他のデバイスを接続, 15

性能の問題
使用中のアプリケーション, 37
メモリー, 37

セキュリティー



266 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

許可されていないアクセス, 26
セキュリティー保護

@(UTPASSWD) 値, 48
セッション
アクティブ, 37
アクティブセッションに必要なメモリー容量,

37
インタフェースごとの Appliance接続, 63
スマートカードの移動, 94
マッピング, 89
ユーザー, 64

セッション ID, 26
出力可能, 240

セッションマネージャ, 25, 88
設定画面, 84
デフォルト設定の変更, 88

設定画面, 20
PCスタイルのキーボード, 86
音量の調節, 7
「解像度@リフレッシュレート」の例外的な設
定, 84

コマンド行オプション, 85
サイト全体の強制的な設定, 85
サイト全体のデフォルトの設定, 85
デフォルトのキーシーケンス, 64
非表示になっている, 84
別のインスタンスの起動, 84
別のユニットへの移動, 84
ホットキー, 84
ユーザーのデフォルトの設定, 85

全二重
スイッチに関する考慮事項, 40
ネットワークに関する考慮事項, 40

そ
装置
ビデオ入力, 43

属性フィールド
ユーザー, 165

ソフトウェア

要件, 31

た
帯域幅
バイセクション, 40
ハブ, 41
環境に関する考慮事項, 39

タイプ 6
キーボード, 43

タイムアウト値, 213
対話型アプリケーション
テスト結果, 37

多重化
ネットワークに関する考慮事項
安全比率, 40

端末ウィンドウ, 217
端末情報, 7

つ
ツール
システム管理, 19

て
低インピーダンス
ヘッドフォン, 8

ディスク容量
要件, 36

低レベル入力
キーボード, 7

データベース, 22
管理, 94, 110
デフォルトのディレクトリ, 36
必要なディスク容量, 36
関連付けられたトークン, 147

デーモン
SunDS, 192
セッションマネージャ, 88



索引　 267

テキスト編集, 37
デスクトップ

ID, 113
管理, 103
ロケーション, 166

デスクトップ管理, 101
デスクトップ属性, 83
デバイスドライバ
仮想, 19, 28

デバイスのエミュレーション, 13
スクリプト, 13

デバイスノード, 14
デバイスファイル
インタフェース, 65

デバッグ
エラーメッセージ, 240

デフォルトの画像形式, 28
デフォルトの画面サイズ, 28
電源

LED, 8
ソケット, 9

電源の再投入, 209
電子メール, 37

と
動的ライブラリ, 14
トークン, 25

ID, 113, 147, 148, 167
IDの照会, 170
IDフィールド, 154
削除, 151, 173
切断, 25
認証モジュールによって取り込まれました,

243
無効, 95
有効, 95
リーダー, 146, 172, 175
リーダーとしての設定, 80

トークンリーダー, 95
トラフィック

監視, 91
平均, 37

に
二重
全二重の使用, 40
半二重スイッチの使用, 40

認証
ポリシー, 69, 94
ポリシーの例, 78
ポリシーを有効にする, 78

認証ポリシー
ZeroAdmin, 77
自己登録, 77, 94

認証マネージャ, 25, 77, 95, 114
エラーメッセージ, 239
再起動時の考慮事項, 80
デスクトップと通信中, 115
デスクトッププロパティの取得, 119
メッセージ形式, 239

ね
ネゴシエーション機能なし
スイッチ, 40

ネットマスク
ファイル, 72

ネットワークインタフェースカード (NIC), 16
gem0, 18
設定, 64

ネットワーク管理, 40
ネットワークコネクタ, 9
ネットワークに関する考慮事項, 39

の
ノード, 40



268 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

は
ハードウェア
要件, 33

配布
サーバーソフトウェア, 21

パスワード
管理 (ワークシート), 48

パッケージ
SUNWqfed, 38

パッチ
SUNWqfedパッケージ, 38
最新版の入手

URL, 38
ソフトウェアの要件, 31

バッチ操作, 101
バッチ編集
デスクトップ一覧表示, 116

バッファ
スイッチ, 40
バッファ機能のないスイッチ, 40

バッファリング, 40
バッファ機能なし
スイッチ, 40

バッファー
仮想フレーム, 7
フレーム, 7

バッファ機能なし
スイッチ, 40

バッファリング, 40
ハブ, 14, 15, 16, 39

100BASE-T, 15
12を超えるポート, 41
機器に関する考慮事項, 41
検証済み構成要素の一覧, 42
仕様, 41
半二重, 41

パワーアンプ, 13
ハングルキー, 238
半二重
スイッチ, 40
ハブ, 41

ひ
光ファイバ
ケーブルを延長する, 41

光ファイバケーブル, 41
ピクセル, 28
必要なディスク容量, 36
必要なメモリー容量, 37
ビデオ
会議, 10
画面解像度, 42
現在のビデオ入力サポート状況, 43
出力, 9
帯域幅の問題 (10BaseT), 39
対応するカメラ, 10
対応する規格, 10
入力, 9
ビデオ入力装置
仕様, 43

複合, 6, 9
編集, 10
モニターの出力 (15ピン SVGA), 9

ビデオディスクプレーヤ
ビデオ機能, 10

非ブロック
スイッチ, 40

描画処理
フォント, 28

ふ
ファームウェア, 64
管理, 74
強制的な更新およびアップグレード, 75
更新, 7
バージョンの変更, 64
モジュール, 7
ユーザーによるダウンロードを不可能にする,

76
フェイルオーバー
インターコネクトファブリックの構成, 65, 72

フェイルオーバーサーバー



索引　 269

SSLの構成, 61
複合化, 28
プラットフォーム

4u, 35
プリンタ
追加, 82

フレームバッファー, 7
仮想, 7

ブレンド処理, 28
プロキシサーバー, 54, 99
プロトコル
ネイティブ, 28
認証, 19

へ
ヘッドフォン
コネクタ, 7
自動検知, 11
出力, 7, 8

変換キー, 238

ほ
ポート
自動ネゴシエーション, 40
セッションマネージャ, 27

ホスト
インタフェース設定, 64

ホスト名
値, 47

ホットキー, 86
値, 86

ホットプラグをサポート, 6
ポリシー
認証の例, 78

ま
マイクロカーネル, 93

マイクロフォン, 43
SunMicrophone IIの使用, 43
音量の調節, 7, 8
外部電源方式, 7
自動検知, 11
電源内蔵方式, 7
入力, 7, 8

マウス, 5, 7, 33
Sun USB, 43
USBタイプを使用する, 43

マニュアルページ
audio(7i), 13
fwadm(1m), 75
xset, 13

マルチメディア PC
機能の比較, 6

み
緑とかげカーソル, 219

め
メッセージ
情報, 54

も
モジュール
認証, 242
ファームウェア, 7

モニター
DDCデータの使用, 42
仕様, 42
ハードウェアの要件, 33
マルチシンク, 42

モニターの解像度, 208
モノラル
信号, 8



270 Sun Ray Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル  • 2000年 4月

ゆ
ユーザー
セッションタイプ, 219
表示, 159
プロパティフィールド, 165

ユーザーアカウント
固有の (セキュリティー保護), 50

ユーザー管理, 101
ユーザー統計, 95
ユニット
状態, 94
情報の表示, 118
トークンリーダー, 95
認証, 240

ら
ラインアウト
スピーカの接続, 9

ラインイン
自動検知, 11

り
リーダー
トークン, 80, 172, 175

リセット, 209
リンク速度, 17

る
ルーター, 40
ルート
エントリ, 47

ループバック, 91

ろ
ログイン状態, 165
現在ログインしているユーザー, 165

直前のログイン, 165
ログインしていません, 165

ログイン状態フィールド, 166
ログ管理, 64
ログファイル, 36, 90

utsessiond, 246
ロケール, 235

わ
ワークグループ
シナリオ, 15

ワークシート, 46, 193
構成, 47


